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1.計画の目的 

嶺南地域の公共交通は、地域交通の基軸となる JR 小浜線をはじめ、民間の路線バス、概ね各市町

内を運行するコミュニティバス、乗合タクシー等がありますが、近年の人口減少やクルマ志向が高い

ことなどにより、利用者は減少しています。一方、クルマを運転できない高齢者や中高生等の日々の

移動手段として、公共交通の重要性はますます高まっており、地域の移動手段として、将来にわたっ

て持続可能な交通ネットワークを構築する必要があります。また、令和５年春には北陸新幹線敦賀開

業を控えており、地域の軸となる小浜線の各駅を二次交通の拠点として、その開業効果を地域全体に

波及させることが重要です。さらに、小浜・京都ルートによる全線開業についても視野に入れ、拠点

となる新幹線駅を広域的な核として、今後の地域の公共交通網の充実について検討していくことが

必要です。 

このような状況の中、交通政策に関する基本理念やその実現に向けた施策、国や地方公共団体の果

たすべき役割などを定めた交通政策基本法が平成 25 年に策定され、平成 26 年に改正された「地域

公共交通の活性化及び再生に関する法律」により、地方公共団体が公共交通事業者や住民と連携しつ

つ、マスタープランとなる「地域公共交通網形成計画」を策定することができるようになりました。 

当地域では、これまで、各市町が総合計画等や関連計画を策定し、それぞれの目標および計画に基

づき、公共交通への取組みを行ってきましたが、今後、嶺南地域全体をとらえ、住民の日々の外出の

支援や、観光振興に貢献する公共交通サービスを考えていく必要があります。 

また、経済・社会・環境の課題を統合的に解決することをめざすＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

への取組みが各地で始まっています。ＳＤＧｓの基本理念を共通認識としてとらえることが重要で

す。 

これらをふまえ、地域、公共交通に関する現状や住民・利用者の状況等を把握したうえで、住民、

利用者、公共交通事業者、行政等が連携しながら取り組めるよう、嶺南地域全体の公共交通に関する

今後の目標や取組みの方向性を示す計画として、「嶺南地域公共交通網形成計画」を策定します。 
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2.計画の位置づけ 

「嶺南地域公共交通網形成計画」は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法

定計画であり、地域、公共交通、住民・利用者等の現状をふまえるとともに、各市町におけるまちづ

くりの計画や取組み等との連携を図りながら、嶺南地域全体としての公共交通の今後の目標や取組

みの方向性を示す計画です。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

 

3.計画の区域 

本計画は、嶺南地域全域を対象とします。 

 

 

 

4.計画の期間 

計画期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

 

 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

地域全体としての 

公共交通の今後の目標や 

取組みの方向性 

地域、公共交通、住民・利用者等の現状 

県や市町等のまちづくりの計画、取組み等 

・総合計画、総合戦略等 

・都市づくり関連計画 
・観光振興関連計画 
・福祉関連 
・環境関連 
・健康増進関連 等 

この計画を受け、今後、

具体的な検討・取組みを

行います。 

嶺南地域公共交通網形成計画 
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1.位置･地勢 

福井県嶺南地域は、敦賀市、美浜町、若狭町、小浜市、おおい町、高浜町からなり、県の南西部に

位置しています。北は日本海若狭湾に面し、東は本県丹南地域に、南と西は滋賀県および京都府に、

それぞれ標高 800ｍ前後の山嶺を境として接し、面積は約 1,100 km2 です。山や海がある豊かな

自然に恵まれ、約 13 万 4 千人（平成 31 年 4 月時点）が暮らしています。 

各市町の中心部に人口が集まる一方、それ以外は非常に低密度で山間地域に居住地が点在し、かつ

高齢化が顕著な人口構造となっています。 

今後、北陸新幹線が令和５年春に敦賀まで延伸される予定であり、関東方面からの観光客など、交

流人口の一層の拡大が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市町別総面積、可住地面積、人口密度 

市町名 総面積（㎢） 可住地面積（㎢） 可住地面積人口密度 
（1 ㎢当たり） 

敦賀市 251.41 53.07 1,232.75 
美浜町 152.35 25.32 379.54 
若狭町 178.49 50.90 290.37 
小浜市 233.11 42.28 688.65 
おおい町 212.19 25.49 318.99 
高浜町 72.40 19.04 548.42 

資料：総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた 2019」、人口密度は福井県統計情報課「福井県の推計人口」より算出 
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2.人口、将来推計 

 

市町別人口の推移 
  （単位：人） 

市町名 平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 
敦賀市 68,401 67,204 68,145 68,402 67,760 66,165 
美浜町 13,222 12,362 11,630 11,023 10,563 9,914 
若狭町 17,835 17,567 17,313 16,780 16,099 15,257 
小浜市 33,774 33,496 33,295 32,182 31,340 29,670 
おおい町 10,598 10,251 9,983 9,217 8,580 8,325 
高浜町 12,425 12,201 12,119 11,630 11,062 10,596 
計 156,255 153,081 152,485 149,234 145,404 139,927 

資料：国勢調査 

 

 

市町別人口の推移（将来推計） 
 （単位：人） 

市町名 平成 30 年 令和 7 年 令和 17 年 令和 27 年 （R27-H30）/H30 
敦賀市 64,930 61,879 56,816 51,000 ▲21.5% 
美浜町 9,472 8,551 7,220 5,942 ▲37.3% 
若狭町 14,496 13,587 11,995 10,401 ▲28.2% 
小浜市 28,672 26,360 23,154 19,978 ▲30.3% 
おおい町 8,104 7,053 5,906 4,827 ▲40.4% 
高浜町 10,361 9,494 8,337 7,126 ▲31.2% 
計 136,035 126,924 113,428 99,274 ▲27.0% 

資料：福井県統計情報課「福井県の推計人口（平成 30年 10月 1日現在）」 
   国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30年 3月推計）」（令和７年～） 

 

 

  

嶺南地域の市町の人口は、敦賀市が突出して多く約 6 万５千人、次いで小浜市が約 2 万 9 千人で

す。その他の町の人口は、いずれも 1 万 5 千人以下です。 

人口の推移をみると、平成２年をピークにして、いずれの市町も微減傾向となっています。将来推

計では、令和 27 年には現在より約３割減少することが予想されています。 
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嶺南地域の市町の人口は、敦賀市が突出して多く約 6 万５千人、次いで小浜市が約 2 万 9 千人で

す。その他の町の人口は、いずれも 1 万 5 千人以下です。 
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3.年齢構成（高齢化率）および推移 

嶺南地域の年齢構成の推移をみると、年少人口、生産年齢人口が減少傾向にあります。一方、老年

人口は増加傾向にあり、少子高齢化が進んでいます。今後、高齢者への支援がますます重要になりま

す。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査（～平成 27年）、福井県統計情報課「福井県の推計人口（平成 30年 10月 1日現在）」 

         国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30年 3月推計）」（令和 2年～） 
 

市町別 75歳以上人口の推移 
（単位：人） 

市町名 平成 17年 平成 27年 平成 30年 令和 7年 令和 17年 令和 27年 
敦賀市 6,952 

（10.2%） 
8,808 

（13.3%） 
9,229 

（14.2%） 
11,135 

（18.0%） 
12,024 

（21.2%） 
11,549 

（22.6%） 

美浜町 1,564 
（14.2%） 

1,742 
（17.6%） 

1,723 
（18.2%） 

1,898 
（22.2%） 

1,850 
（25.6%） 

1,546 
（26.0%） 

若狭町 2,495 
（14.9%） 

2,900 
（19.0%） 

2,948 
（20.3%） 

3,103 
（22.8%） 

3,092 
（25.8%） 

2,786 
（26.8%） 

小浜市 4,318 
（13.4%） 

4,877 
（16.4%） 

4,926 
（17.2%） 

5,218 
（19.8%） 

5,118 
（22.1%） 

4,669 
（23.4%） 

おおい町 1,235 
（13.4%） 

1,351 
（16.2%） 

1,366 
（16.9%） 

1,412 
（20.0%） 

1,474 
（25.0%） 

1,309 
（27.1%） 

高浜町 1,515 
（13.0%） 

1,622 
（15.3%） 

1,713 
（16.5%） 

1,914 
（20.2%） 

1,909 
（22.9%） 

1,720 
（24.1%） 

計 18,079 
（12.1%） 

21,300 
（15.2%） 

21,905 
（16.1%） 

24,680 
（19.4%） 

25,467 
（22.5%） 

23,579 
（23.8%） 

資料：カッコ内は人口に占める割合 
国勢調査（～平成 27年）、福井県統計情報課「福井県の推計人口（平成 30年 10月 1日現在）」 

   国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30年 3月推計）」（令和７年～） 

年齢３区分別人口と年少人口割合および高齢化率の推移 
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４.北陸新幹線の開業 

令和５年春の北陸新幹線敦賀開業により、主要都市からの移動時間が短縮します。開業に伴う敦賀

駅の年間乗降客数は、平成 29 年度の 261 万 9 千人から令和 5 年度には 330 万人に増加すると

見込まれ（出典：敦賀市「北陸新幹線敦賀開業に向けた敦賀市行動計画」）、交流人口の拡大が予想さ

れています。 

また、敦賀・新大阪間についても、小浜・京都ルートにより整備されることが決定しています。大

阪、京都方面への時間距離が飛躍的に改善し、関西方面からの交流人口の拡大が予想されます。 

 

  

北陸新幹線の整備状況 

嶺南各駅からの所要時間（全線開業後の時間短縮効果） 

敦賀駅 小浜駅

東京 2:51 3:17 東京 3:37 4:12
35分短縮

京都 0:28 京都 2:01
22分短縮 1時間42分短縮

新大阪 0:44 新大阪 0:38 2:25
29分短縮 1時間47分短縮

0:50

1:13

0:19

出典：福井県新幹線建設推進課 
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令和５年春の北陸新幹線敦賀開業により、主要都市からの移動時間が短縮します。開業に伴う敦賀

駅の年間乗降客数は、平成 29 年度の 261 万 9 千人から令和 5 年度には 330 万人に増加すると

見込まれ（出典：敦賀市「北陸新幹線敦賀開業に向けた敦賀市行動計画」）、交流人口の拡大が予想さ

れています。 

また、敦賀・新大阪間についても、小浜・京都ルートにより整備されることが決定しています。大

阪、京都方面への時間距離が飛躍的に改善し、関西方面からの交流人口の拡大が予想されます。 

 

  

北陸新幹線の整備状況 

嶺南各駅からの所要時間（全線開業後の時間短縮効果） 

敦賀駅 小浜駅

東京 2:51 3:17 東京 3:37 4:12
35分短縮

京都 0:28 京都 2:01
22分短縮 1時間42分短縮

新大阪 0:44 新大阪 0:38 2:25
29分短縮 1時間47分短縮

0:50

1:13

0:19

出典：福井県新幹線建設推進課 

 
 

5.日常生活に必要な施設の立地状況 

日常生活に必要な施設（公共施設、医療施設、高校などの学校、スーパー等）が、概ね各市町に立

地しています。 

  

○嶺南地域の公共施設等は比較的充実しており、各市町に規模の大きい施設があります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  
○医療施設については、中規模の病院（診療所）が各市町にあります。 

規模の大きい病院は、敦賀市（市立敦賀病院、国立病院機構敦賀医療センター）、小浜

市（杉田玄白記念公立小浜病院）、若狭町（レイクヒルズ美方病院）にあり、他市町か

らの通院者もいます。 

  

  

  

  

  

  

  
  

オルパーク（敦賀市） 生涯学習センターなびあす（美浜町） パレア若狭（若狭町） 

おばま食文化館（小浜市） 総合運動公園（おおい町） 高浜町庁舎（高浜町） 

市立敦賀病院（敦賀市） 

レイクヒルズ美方病院（若狭町） 杉田玄白記念公立小浜病院（小浜市） 

国立病院機構敦賀医療センター（敦賀市） 
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○高校については、嶺南地域に 6 校（敦賀高校、敦賀工業高校、敦賀気比高校、美方高

校、若狭高校、若狭東高校）ありますが、いずれも小浜市以東に立地しており、小浜線

を利用して通学する生徒が多くみられます。 

 敦賀高校、敦賀気比高校を除き、いずれも駅から徒歩圏に立地しています。（左記 2 校

の前にはバス停があります） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
○比較的規模の大きいスーパーが、各市町に 1 店舗以上立地しており、日常生活におけ

る食料品の買い物等は、各市町内で可能です。ただし、駅から徒歩で行けない場所に立

地する店舗も多く、別の移動手段を要します。 

 洋服等を購入できる店舗は、敦賀市や舞鶴市、さらには京都方面等へ出向く必要があり

ます。 

  

  

  

  

  

  

 
 
 
  

アル･プラザ敦賀（敦賀市） A コープ美浜店（美浜町） PLANT-２上中店（若狭町） 

ハーツわかさ店（小浜市） おばまショッピングセンター（小浜市） サニーマートおおい店（おおい町） サニーマート南店（高浜町） 

アピタ敦賀店（敦賀市） 

敦賀高校（敦賀市） 敦賀工業高校（敦賀市） 敦賀気比高校（敦賀市） 

美方高校（若狭町） 若狭高校（小浜市） 若狭東高校（小浜市） 
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○高校については、嶺南地域に 6 校（敦賀高校、敦賀工業高校、敦賀気比高校、美方高

校、若狭高校、若狭東高校）ありますが、いずれも小浜市以東に立地しており、小浜線

を利用して通学する生徒が多くみられます。 

 敦賀高校、敦賀気比高校を除き、いずれも駅から徒歩圏に立地しています。（左記 2 校

の前にはバス停があります） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
○比較的規模の大きいスーパーが、各市町に 1 店舗以上立地しており、日常生活におけ

る食料品の買い物等は、各市町内で可能です。ただし、駅から徒歩で行けない場所に立

地する店舗も多く、別の移動手段を要します。 

 洋服等を購入できる店舗は、敦賀市や舞鶴市、さらには京都方面等へ出向く必要があり

ます。 

  

  

  

  

  

  

 
 
 
  

アル･プラザ敦賀（敦賀市） A コープ美浜店（美浜町） PLANT-２上中店（若狭町） 

ハーツわかさ店（小浜市） おばまショッピングセンター（小浜市） サニーマートおおい店（おおい町） サニーマート南店（高浜町） 

アピタ敦賀店（敦賀市） 

敦賀高校（敦賀市） 敦賀工業高校（敦賀市） 敦賀気比高校（敦賀市） 

美方高校（若狭町） 若狭高校（小浜市） 若狭東高校（小浜市） 

 
 

6.通勤･通学の動き 

通勤･通学の動きをみると、まず、各市町内で通勤･通学する住民が大半を占めています。 

市町間では、大きく、敦賀市に向かう動きと、小浜市に向かう動きがあります。高浜町は、むしろ

京都方面（舞鶴市）に向かう動きが多い傾向があります。 

若狭町について、合併前の状況をみると、旧上中町は小浜市へ、旧三方町は敦賀市への動きが多い

傾向があります。 
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通勤･通学での利用交通手段について、各市町の状況をみると、いずれも自家用車（クルマ）の割

合が極めて高い状況です。 

自家用車利用は、特に自市町への通勤･通学では、若狭町、小浜市、敦賀市で 7 割以上となってお

り、他市町への通勤･通学では、若狭町、小浜市、おおい町、美浜町で 8 割以上となっています。 

他市町への通勤･通学で、鉄道の利用がありますが、乗合バスの利用は極めて少ない状況です。 

 

 

    

    

    

 

通勤・通学での利用交通手段 

出典：平成 22 年国勢調査 

敦賀市自市町 敦賀市他市町 美浜町自市町 美浜町他市町 

若狭町自市町 若狭町他市町 小浜市自市町 小浜市他市町 

おおい町自市町 おおい町他市町 高浜町自市町 高浜町他市町 

[n=28,932] [n=4,272] [n=2,681] [n=2,383] 

[n=4,087] [n=3,355] [n=11,570] [n=3,291] 

[n=2,313] [n=1,693] [n=2,996] [n=2,254] 
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通勤･通学での利用交通手段について、各市町の状況をみると、いずれも自家用車（クルマ）の割

合が極めて高い状況です。 

自家用車利用は、特に自市町への通勤･通学では、若狭町、小浜市、敦賀市で 7 割以上となってお

り、他市町への通勤･通学では、若狭町、小浜市、おおい町、美浜町で 8 割以上となっています。 

他市町への通勤･通学で、鉄道の利用がありますが、乗合バスの利用は極めて少ない状況です。 

 

 

    

    

    

 

通勤・通学での利用交通手段 

出典：平成 22 年国勢調査 

敦賀市自市町 敦賀市他市町 美浜町自市町 美浜町他市町 

若狭町自市町 若狭町他市町 小浜市自市町 小浜市他市町 

おおい町自市町 おおい町他市町 高浜町自市町 高浜町他市町 

[n=28,932] [n=4,272] [n=2,681] [n=2,383] 

[n=4,087] [n=3,355] [n=11,570] [n=3,291] 

[n=2,313] [n=1,693] [n=2,996] [n=2,254] 

 
 

7.自動車利用、運転免許所有の状況 

嶺南地域の自動車保有台数は増加し続け、近年においても微増しています。 

各市町の世帯当たりの自動車保有台数は、概ね 2 台を超えており、特に、若狭町、おおい町で多

い状況です。また、20 歳以上人口当たりの自動車保有台数を試算すると、１人当たり１台を超えて

おり、クルマに対する志向が極めて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「自動車保有台数」中部運輸局、「軽自動車保有台数」福井県軽自動車協会、 

「市町別・年齢別人口」、「市町別人口および世帯数」福井県統計情報課 

自動車保有台数
（H31.3月末時点）

20歳以上人口
（H30.10月時点）

台／人

敦 賀 市 55,306 52,573 1.05

美 浜 町 8,773 8,036 1.09

若 狭 町 13,586 11,937 1.14

小 浜 市 24,531 23,599 1.04

おお い町 8,291 8,575 0.97

高 浜 町 7,370 6,544 1.13

嶺 南 計 117,857 111,264 1.06

福 井 県 662,113 626,909 1.06

自動車保有台数
（H31.3月末時点）

世帯数
（H30.10月時点）

台／世帯

敦 賀 市 55,306 26,912 2.06

美 浜 町 8,773 3,850 2.28

若 狭 町 13,586 4,784 2.84

小 浜 市 24,531 11,326 2.17

おお い町 8,291 3,219 2.58

高 浜 町 7,370 4,302 1.71

嶺 南 計 117,857 54,393 2.17

福 井 県 662,113 286,392 2.31

世帯当たりの自動車保有台数 20 歳以上人口当たりの自動車保有台数 

出典：中部運輸局 

8

10

11 12

-

2

4

6

8

10

12

14

H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29

自動車保有台数

敦賀市 美浜町 若狭町 小浜市 おおい町 高浜町

（万台）
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嶺南地域の運転免許保有者数は、平成 30 年度は年間 95,188 人（20 歳以上の人口に占める割

合は 86％）です。一方、嶺南６市町の免許返納者数は、平成 26 年度から年々増加しており、平

成 30 年度は 537 人が免許を返納しています。 

出典：「福井の交通」福井県警察本部、「市町別・年齢別人口」福井県統計年鑑  

※嶺南６市町の２０歳以上人口から、免許保有者および免許未保有者の割合を算出  
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嶺南地域の運転免許保有者数は、平成 30 年度は年間 95,188 人（20 歳以上の人口に占める割

合は 86％）です。一方、嶺南６市町の免許返納者数は、平成 26 年度から年々増加しており、平

成 30 年度は 537 人が免許を返納しています。 

出典：「福井の交通」福井県警察本部、「市町別・年齢別人口」福井県統計年鑑  

※嶺南６市町の２０歳以上人口から、免許保有者および免許未保有者の割合を算出  

 
 

8.観光の状況 

嶺南地域には観光資源が豊富にあり、特色ある観光スポットが各市町にそれぞれあります。 

大半の観光スポットが駅から徒歩ではアクセスできない位置に立地しています。駅からこれらの

観光地へ行くには、徒歩以外の移動手段を必要とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

氣比神宮（敦賀市） 

●敦賀駅から敦賀市「ぐるっと 

敦賀周遊バス」で約５分 

●敦賀ＩＣから車で約 10 分 

水晶浜海水浴場（美浜町） 

●敦賀駅から福井鉄道バス「菅浜 

線」で約 45 分 

●若狭美浜ＩＣから車で約 20 分 

熊川宿（若狭町） 

●上中駅から西日本ジェイアール

バス「若江線」で約 10 分 

●若狭上中ＩＣから車で約 15 分 

明通寺（小浜市） 

●東小浜駅から小浜市あいあい

バス「池河内線」で約 15 分 

●小浜ＩＣから車で約 15 分 

福井県こども家族館（おおい町） 

●若狭本郷駅から徒歩約 15 分 

●小浜西ＩＣから車で約 5 分 

若狭和田海水浴場（高浜町） 

●若狭和田駅から徒歩約 12 分 

●大飯高浜ＩＣから車で約 15 分 
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 日本原子力発電敦賀原子力館

水島

手の浦海水浴場

北
陸
自
動
車
道

シーパーク丹生

丹生白浜海水浴場

竹浪・水晶浜海水浴場

ダイヤ浜海水浴場

日引の棚田

大原山西福寺

日向海水浴場

エンゼルライン

阿納海水浴場 ブルーパーク阿納

金崎宮

氣比神宮

敦賀赤レンガ倉庫

敦賀きらめき温泉リラ・ポート

原子力の科学館あっとほうむ

海遊バザール千鳥苑

三方五湖観光船レイククルーズ

福井県年縞博物館

みかた温泉きららの湯

新庄渓流の里

雲谷山

青葉山

頭市山

飯盛山

百里ヶ岳

久須夜ヶ岳

野坂岳

自然体験館鹿野苑

若狭三方縄文博物館

道の駅「三方五湖」

五湖の駅

若狭フィッシャーマンズワーフ、蘇洞門行き遊覧船

うみんぴあ大飯

白浜海水浴場

日本海さかな街

三方五湖
梅丈岳山頂自然公園

世久見海水浴場

福井県海浜自然センター

道の駅「若狭おばま」

若狭町みさき漁村体験施設「みさきち」

明鏡洞
城山海水浴場

道の駅「名田庄」

きのこの森

くだものがかり いちごめぐり

若狭和田海水浴場

長井浜海水浴場

若狭高浜エルどらんど

道の駅「シーサイド高浜」

赤礁崎オートキャンプ場

御食国若狭おばま食文化館
若狭小浜お魚センター

人魚の浜海水浴場 まちの駅・旭座

道の駅「若狭おばま」

若狭歴史博物館

若狭の里公園

明通寺三重塔

若狭姫神社

三丁町

蘇洞門

エンゼルライン

ブルーパーク阿納

阿納海水浴場

城山公園

常神岬・常神海水浴場

若狭美浜海の駅

若狭国吉城歴史資料館

西敦賀

敦賀

粟野

東美浜

敦賀市

三方上中郡 若狭
大飯郡 高浜町

綾部市

南丹市

大飯郡 おおい町

高島市

高島市

長浜市

小浜市

三方上中郡 若狭町

南条郡 南越

三方郡 美浜町

福井県

福井県

滋賀県

滋賀県

気山

藤井

十村

大鳥羽

美浜

三方

若狭高浜
若狭本郷

小浜
三松

加斗 勢浜

東小浜

新平野

若狭和田
青郷

気比の松原

気比の松原
海水浴場

人道の港
敦賀ムゼウム

敦賀水産
卸売市場

美浜町エネルギー環境教育体験館きいぱす

福井県
こども家族館

小浜市
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1,941
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0 400
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敦賀赤レンガ倉庫
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気比の松原（海水浴を除く）

海遊バザール千鳥苑

がぁでんぱぁく五湖の駅
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熊川宿・道の駅｢熊川宿｣

道の駅「三方五湖」
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（千人）

敦
賀
市

美
浜
町

若
狭
町

小
浜
市

お
お
い
町

高
浜
町

主要観光地の観光客入込数 

出典：平成 30 年福井県観光誘客課「福井県観光客入込数（推計）」 
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若狭路までの主な交通手段
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無回答

宿泊客

出典：平成 24 年嶺南広域行政組合「若狭路観光実態調査」 
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出典：平成 30 年福井県観光誘客課「福井県観光客入込数（推計）」 

（３～５月） （６～８月） （９～１１月） （１、２、１２月） 

[n=1,601] [n=1,933] 
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県や各市町個別の最上位計画として、それぞれ「総合計画」があり、持続的な公共交通の運

行、利便性の向上、利用促進等に取り組むとの趣旨が示されています。その他、関連する計画

として、各市町の都市計画や立地適正化計画、観光関連等の計画があり、公共交通に求められ

る事項等が示されています。 

これらの考え方もふまえ、「嶺南地域公共交通網形成計画」では、今後、地域全体として必要

な公共交通の取組みの方向性を見出す必要があります。 

 

（県や各市町の計画の状況） 

   ○県や各市町の最上位計画として、総合計画があり、暮らしの充実、産業振興、集客、都市計画、交通

等の方針、取組み内容が掲げられています。その中で、居住者の日常生活の移動手段、観光等の集客

や周遊手段等として、持続的な公共交通の運行、利便性の向上、利用促進等に取り組むとの趣旨が示

されています。 

   ○関連する計画として、各市町の都市づくりを示す都市計画マスタープランや立地適正化計画のほか、

観光関連等の計画があります。 

（まちづくり全体について） 

   〇総合計画、人口ビジョン、観光計画等のなかで、市街地、中心部等のにぎわいを創出する取組みが掲

げられています。いずれの市町でも、これらが重要視されています。 

〇都市計画マスタープランや、立地適正化計画では、市街地･中心部（中心駅前等）に集約したコンパ

クトなまち、歩いて暮らせるまち、にぎわいのあるまちが目指されており、都市機能や居住地等を誘

導する計画となっています。 

   ○個別の計画の中で、嶺南地域、あるいは近隣市町との連携･協力等が必要であるとの考え方も示され

ています。 

（公共交通に関わる記載事項） 

   〇いずれの市町でも、まちづくり、高齢化進展への対応、観光振興等の面から、公共交通を充実するこ

とが必要とされています。 

   〇都市づくり関連の計画の中で、集約したコンパクトなまちづくりと合わせ、拠点を結ぶ都市軸として

公共交通を充実することとされています。 

   〇観光関連の計画の中で、集客、周遊手段や二次交通として公共交通を充実することが必要とされてい

ます。 

   〇市町によっては、小浜線、路線バス、コミバス等について、利便性向上のための見直しのほか、市町

として利用促進を進めるものとされています。 

   〇市町によっては、過度にクルマに依存せず、公共交通、徒歩･自転車を使うよう促す取組みを、市町

で進めるものとされています。 

   〇市町によっては、来訪客への案内の充実等に取り組むものとされています。 

  

 

県や各市町における関連計画 
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 《県・各市町等における上位計画等》 

 計画等の名称 策定年月 

福井県 福井県高速交通開通アクション･プログラム 平成 30年 3月改定 

ふくい創生･人口減少対策戦略（第 5版） 令和元年 7月改定 

（計画期間：平成 27 年度～令和元年度） 

福井県長期ビジョン 策定中 

ＦＩＲＳＴ２９１～北陸新幹線開業プラン～ 令和 2年 3月 

（計画期間：令和 2 年度～令和６年度） 

ふくい観光ビジョン 令和２年３月 

（計画期間：令和 2 年度～令和６年度） 

嶺南Ｅコースト計画 令和 2年 3月 

（計画期間：令和 2 年度～令和 11年度） 

敦賀市 第 6次敦賀市総合計画後期基本計画 平成 28年８月 

（計画期間：平成 28 年度～令和 2年度） 

敦賀市都市計画マスタープラン 平成 21年 7月 

（令和 2年目標） 

敦賀市立地適正化計画 平成 31年 3月 

（令和 17年目標） 

敦賀市人口減少対策計画（敦賀市地方版総合戦略） 平成 27年 10月 

（令和元年目標） 

敦賀市観光振興計画 平成 25年 3月 

（計画期間：平成 25 年度～令和 4年度） 

北陸新幹線敦賀開業に向けた敦賀市行動計画 平成 31年 3月 

（計画期間：令和元年度～令和 5年度） 

美浜町 第五次美浜町総合振興計画 

 

平成 28年 3月 

（計画期間：平成 28 年度～令和 7年度） 

美浜町都市計画マスタープラン 

 

平成 23年９月 

（計画期間：平成 22 年度～令和 12年度） 

美浜町立地適正化計画 平成 31年 3月 

（令和 22年度目標） 

美浜町観光振興計画 

 

平成 26年 3月 

（計画期間：平成 26 年度～令和 5年度） 

美浜創生総合戦略 

 

平成 28年 3月 

（計画期間：平成 27 年度～令和 2年度） 

美浜町地域づくり拠点化整備基本計画 

 

平成 30年 3月 

JR美浜駅前広場等活用基本計画 策定中 
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  《県・各市町等における上位計画等》 

 計計画画等等のの名名称称 策策定定年年月月 

福井県 福井県高速交通開通アクション･プログラム 平成 30 年 3 月改定 

ふくい創生･人口減少対策戦略（第 5 版） 令和元年 7 月改定 

（計画期間：平成 27 年度～令和元年度） 

福井県長期ビジョン 策定中 

ＦＩＲＳＴ２９１～北陸新幹線開業プラン～ 令和 2 年 3 月 

（計画期間：令和 2 年度～令和６年度） 

ふくい観光ビジョン 令和２年３月 

（計画期間：令和 2 年度～令和６年度） 

嶺南Ｅコースト計画 令和 2 年 3 月 

（計画期間：令和 2 年度～令和 11 年度） 

敦賀市 第 6 次敦賀市総合計画後期基本計画 平成 28 年８月 

（計画期間：平成 28 年度～令和 2 年度） 

敦賀市都市計画マスタープラン 平成 21 年 7 月 

（令和 2 年目標） 

敦賀市立地適正化計画 平成 31 年 3 月 

（令和 17 年目標） 

敦賀市人口減少対策計画（敦賀市地方版総合戦略） 平成 27 年 10 月 

（令和元年目標） 

敦賀市観光振興計画 平成 25 年 3 月 

（計画期間：平成 25 年度～令和 4 年度） 

北陸新幹線敦賀開業に向けた敦賀市行動計画 平成 31 年 3 月 

（計画期間：令和元年度～令和 5 年度） 

美浜町 第五次美浜町総合振興計画 

 

平成 28 年 3 月 

（計画期間：平成 28 年度～令和 7 年度） 

美浜町都市計画マスタープラン 

 

平成 23 年 3 月 

（計画期間：平成 22 年度～令和 12 年度） 

美浜町立地適正化計画 平成 31 年 3 月 

（令和 22 年度目標） 

美浜町観光振興計画 

 

平成 26 年 3 月 

（計画期間：平成 26 年度～令和 5 年度） 

美浜創生総合戦略 

 

平成 28 年 3 月 

（計画期間：平成 27 年度～令和元年度） 

美浜町地域づくり拠点化施設整備基本計画 

 

平成 30 年 3 月 

JR 美浜駅前広場等活用基本計画 策定中 

 

 

 

 計計画画等等のの名名称称 策策定定年年月月 

若狭町 第２次若狭町総合計画 平成 30 年 12 月 

（計画期間：平成 30 年度～令和 4 年度） 

若狭町観光振興ビジョン 平成 28 年 3 月 

（計画期間：平成 27 年度～令和元年度） 

若狭町総合戦略 平成 27 年 10 月 

（計画期間：平成 27 年度～令和元年度） 

小浜市 第 5 次小浜市総合計画 

 

平成 2３年３月 

（計画期間：平成 23 年度～令和 2 年度） 

小浜市都市計画マスタープラン 平成 24 年 4 月改定 

（令和 2 年度目標） 

小浜市立地適正化計画 平成 30 年 3 月 

（令和 10 年度目標） 

まち・ひと・しごと創生 小浜市総合戦略 

 

令和元年 8 月改定 

（計画期間：平成 27 年度～令和元年度） 

御食国若狭おばま北陸新幹線敦賀開業アクションプラン 

 

平成 31 年 4 月 

（計画期間：令和元年度～令和 5 年度） 

おおい町 第 2 次おおい町総合計画 

 

平成 29 年 3 月 

（計画期間：平成 29 年度～令和 8 年度） 

第２次おおい町未来創生戦略 

 

令和 2 年 3 月 

（計画期間：令和 2 年度～令和 6 年度） 

おおい町新町建設計画 

 

平成 27 年 12 月変更 

（計画期間：平成 18 年度～令和 2 年度） 

おおい町過疎地域自立促進計画 

 

平成 28 年４月 

（計画期間：平成 28 年度～令和 2 年度） 

「うみんぴあ大飯」グランドビジョン 平成 31 年 3 月 

（計画期間：令和元年度～令和４年度） 

高浜町 高浜町総合計画 後期実施計画 

 

平成 29 年 6 月 

（計画期間：平成 28 年度～令和 2 年度） 

高浜町都市計画マスタープラン 

 

平成 24 年 3 月 

（令和 13 年目標） 

高浜町立地適正化計画  

 

平成 31 年 3 月 

（計画期間：令和 22 年度まで） 

高浜町まち･ひと･しごと創生 人口ビジョン･総合戦略 

 

平成 29 年 1 月改定 

（令和 22 年目標） 

 詳細は参考資料（110 ページ）  
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1.公共交通ネットワークの概要 

嶺南地域の公共交通ネットワークは、地域の基幹となる東西方向の JR 小浜線、路線バス、各市町

が運行するコミュニティバス、乗合タクシーで構成されています。 

 
○嶺南地域の公共交通網は、将来的に北陸新幹線との結節点となる敦賀駅～東舞鶴駅（京都府内）

を結ぶ JR 小浜線が沿線６市町を結ぶ広域連携軸の役割を果たし、各市町が運行するコミュニテ

ィバスや乗合タクシー（以下、「コミュニティバス等」）、路線バスがこれらと接続する形でネッ

トワークを形成しています。 

○コミュニティバス等の路線は各市町内で完結していますが、路線バスは、市町に跨る区間や、東

舞鶴方面や近江今津方面といった隣接府県に跨って運行する路線があります。また、東京方面や

大阪方面と嶺南地域とを結ぶ高速バスも運行されています。 

○コミュニティバス等は、定時定路線のほか、予約のあるときだけ運行するデマンド方式のものも

あり、定時定路線の一部がデマンド便となるもの、その時々の予約状況に応じてルートを組み立

てるフルデマンド方式のものがあり、それぞれの地域のニーズに合わせ運行が行われています。 

○バス路線は敦賀駅、美浜駅、三方駅、小浜駅、若狭本郷駅、若狭高浜駅といった主要駅において

小浜線と結節しています。 

○一方で結節がない駅も多くあり、また、敦賀市以外では、コミュニティバス等の市街地側の出発

停留所が駅ではなく、基幹的な病院、役場、道の駅などに設定されているケースがほとんどです。 
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2.鉄道 

JR 小浜線は嶺南地域６市町を通り、東西方向の広域的な交通を担う主要な骨格軸となっていま

す。当路線の概要は以下に示すとおりです。 

 

（１）路線および駅 

・小浜線は北陸本線敦賀駅と、舞鶴線東舞鶴駅間を結ぶ 84.3km の単線路線で、JR 西日本が第一種鉄道

事業者として保有･運営を行っています。大正６年の敦賀駅～十村駅間の開業以降、順次建設が進めら

れ、大正 11 年に全線開通し、平成 15 年３月に電化されました。 

・両端の敦賀駅、東舞鶴駅を含めて 24 駅あり、うち嶺南地域には敦賀駅（敦賀市）から青郷駅（高浜町）

までの 22 駅があります。これら 22 駅のうち有人駅は 12 駅で、敦賀駅、小浜駅以外は簡易委託駅と

なっています。 

・「みどりの窓口」は、各市町の主要駅（敦賀駅･美浜駅･三方駅･上中駅･小浜駅･若狭本郷駅･若狭高浜駅）

に設置されています。 

・なお、平成 30 年 9 月から、敦賀駅の改札は交通系 IC カードに対応しています。 
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2.鉄道 
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（２）列車運行 

・すべて各駅に停車する普通列車で、所要時間は敦賀駅～小浜駅間、小浜駅～東舞鶴駅間とも概ね

１時間、全線で約２時間です。最高運転速度は 85km/h とされていますが、単線で途中駅での

交換が必要であること等から表定速度は 40km/h 台にとどまっています。 

・終日でみると概ね毎時１本が運行されていますが、午前中に間隔が大きく空く時間帯があります。 

 

小浜線の運行本数 

 

 

小浜線時刻表（平日） 

 

                             

出典：ＪＲ西日本時刻表（H31.3.16 改正） 

 

  

運行本数 運行時間帯 備考

敦賀発 東舞鶴行 11本／日 6時台～20時台 9、11、19時台なし

敦賀発 小浜行 3本／日 8、21、22時台

小浜発 東舞鶴行 2本／日 5、6時台

16本／日

運行本数 運行時間帯 備考

東舞鶴発 敦賀行 12本／日 5時台～20時台 9、10、12、17、19時台なし

東舞鶴発 小浜行  1本／日 21時台

小浜発 敦賀行  3本／日 5時台、6時台、12時台 6時台は土曜・休日運休

16本／日 土曜・休日は15本／日

下り

方面

方面

上り

下り計

上り計

敦賀駅 東舞鶴駅

時 行先 時 行先

5 5 45 敦賀

6 29 東舞鶴 6 36 敦賀

7 42 東舞鶴 7 24 敦賀

8 15 小浜 8 55 敦賀

9 9

10 46 東舞鶴 10

11 11 6 敦賀

12 20 東舞鶴 12

13 13 東舞鶴 13 39 敦賀

14 20 東舞鶴 14 34 敦賀

15 48 東舞鶴 15 34 敦賀

16 45 東舞鶴 16 42 敦賀

17 44 東舞鶴 17

18 41 東舞鶴 18 4 59 敦賀

19 19

20 10 東舞鶴 20 7 敦賀

21 12 小浜 21 20 小浜

22 7 小浜 22

分分
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（３）車両･施設等 

 1)車両 

・小浜線の車両は、125 系電車（クモハ 125 形）が

使用されています。車両定員 114 人、座席数 4４席

で、閑散時の１両編成から通勤･通学ラッシュ時の４

両編成までフレキシブルな運用が行われています。 

・嶺南地域振興推進協議会の企画による、沿線６市町の

ゆるキャラを描いたラッピング車両が平成27年10

月から運行されています。 

 

2)駅構造 

・小浜線の駅は、駅舎のないホーム１本だけの無人駅から、駅舎や複数ホームを持つ列車の行き違い

が可能な駅までさまざまな形態のものがあります。 

  ・バリアフリー対策（昇降設備、スロープ、車いす用トイレ等）について、一部未対応の駅があります。 

 

  小浜線の駅の構造・バリアフリーの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)駅前広場 

・バスやタクシーの乗降バース等のある駅前広場を持つ駅は、敦賀駅、美浜駅、三方駅、上中駅、東

小浜駅、小浜駅、若狭本郷駅、若狭和田駅および若狭高浜駅の９駅です。その他は、若干の駐停車

スペースを持つ駅か、広場的な空間がまったくない駅です。 

       

 

 

 

 

 

 

駅
東
舞
鶴

松
尾
寺

青
郷

三
松

若
狭
高
浜

若
狭
和
田

若
狭
本
郷

加
斗

勢
浜

小
浜

東
小
浜

新
平
野

上
中

若
狭
有
田

大
鳥
羽

十
村

藤
井

三
方

気
山

美
浜

東
美
浜

粟
野

西
敦
賀

敦
賀

折り返し施設 ○ ○ ○ ○

行き違い施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昇降設備
ＥＶ

ｴｽｶﾚｰﾀ
昇降機 × 昇降機 ＥＶ ×

ＥＶ

ｴｽｶﾚｰﾀ

スロープ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

車いす用
トイレ

○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ × ○

所在地

お
お
い
町

※斜線は駅の構造上必要のないもの

舞
鶴
市

小
浜
市

若
狭
町

美
浜
町

敦
賀
市

高
浜
町
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（４）駐車･駐輪場 

・小浜線利用者を対象としたパーク&ライド向け駐車場は、西敦賀駅、東美浜駅、気山駅、勢浜駅を

除く各駅に整備されています。大半が無料ですが、小浜駅に隣接する市営駐車場はゲート付きの有

料駐車場（1 時間まで無料）となっています。また高浜町では料金箱を設置し、公共交通機関利用

者以外は有料とされています。 

・駐輪場は、勢浜駅を除く各駅に整備されています。 

 

 

（５）レンタサイクル 

・小浜線の主要駅には市町観光協会等の運営によってレンタサイクルが整備されており、電動アシ

スト付き自転車も設置されています。一部拠点間では、自由に貸出・返却が可能になっていま

す。  

資料：小浜線利用促進協議会 レンタサイクル設置駅 

TSURUGA

MIHAMAWAKASA

OBAMA

TAKAHAMA

WAKASAWAN

OHI

粟野東美浜
西敦賀

大鳥羽

新平野

松尾寺

東舞鶴

東小浜
若狭有田若狭和田

若狭本郷
若狭高浜

気山

藤井

勢浜

小浜線

小浜

美浜

敦賀

加斗

三松

道の駅 シーサイド高浜

道の駅 うみんぴあ大飯

小浜大飯高浜自転車道
約40km

敦賀サイクリングコース
約37km

小浜～三方五湖
サイクリングコース
約25km

三方五湖
サイクリングコース
約25km

小浜
サイクリングコース
約28km

道の駅 若狭おばま

道の駅 三方五湖

道の駅 若狭熊川宿

青郷

十村

上中
RENTAL

RENTAL RENTAL

RENTAL

RENTAL

RENTAL

RENTAL

RENTAL

RENTAL

RENTAL

三方
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（６）利用者の状況  

・平成 29 年度の駅別の利用者数は下記のとおりで、敦賀駅を除く中間駅で最も利用が多いのは小

浜駅です。その他では東小浜駅、若狭高浜駅などの順となっています。 

 

 

・全線でみた利用者数の推移は、平成元年度以降、減少傾向にあり、現状では、当時から約 6 割の

減少となっています。ここ数年は、概ね横ばい傾向が続いています。 
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定期外 定期

132

32

296
261

61
90 70

20

110 86
52

250

121

376

921

299

34
73

単位：人

小浜線 駅別利用者数（Ｈ２９年度）

325

99
121

出典：福井県統計年鑑 ※小浜線のうち西敦賀駅～青郷駅の一日平均乗車人員（北陸本線と共用する敦賀駅を除く）

定期 定期外
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単位：人

小浜線 利用者数の推移（Ｈ１～Ｈ２９年度）

出典：福井県統計年鑑 ※小浜線のうち西敦賀駅～青郷駅までの一日平均乗車人員

定期 定期外

端数処理の関係で、合計の数値が合わない場合があります。
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3.バス等 

小浜線沿線を運行するバス等は、路線バス、市町が主体となって運行するコミュニティバス･乗合

タクシー（定時定路線、デマンド運行、両者の混合）、市内の周遊バス（観光、買物等）に大別され

ます（これら以外に県外への高速バスがあります）。 

 

（１）概況 

＜路線バス＞ 

・路線バスは、福井鉄道㈱が敦賀市および美浜町とおおい町の２エリアで合計４路線を、大和交

通㈱が小浜市およびおおい町に跨る区間で１路線を、京都交通㈱が高浜町および京都府舞鶴市

に跨る区間で１路線を、西日本ジェイアールバス㈱が小浜市、若狭町および滋賀県高島市に跨

る区間で１路線を運行しています（なお、これらとは別に、福井鉄道㈱がフェリー運航日のみ

敦賀駅～フェリーターミナル間の路線バスを運行しています）。 

＜コミュニティバス等＞ 

・コミュニティバス等は、おおい町を除く５市町が運行しています。 

＜中心市街地周遊バス＞ 

・中心市街地等の周遊バスは、敦賀市が観光･ショッピング向けに１路線２ルート運行していま

す。 

＜参考：高速バス＞ 

・高速バスは、小浜駅、若狭本郷駅、若狭和田駅と大阪方面を結ぶ路線があります。また、福井

駅と東京･名古屋･大阪方面とを結ぶ路線が敦賀インターチェンジバス停に発着しています。 
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（２）市町別のバス等の状況 

 

  1）敦賀市 
    ①路線網および運行回数 

・コミュニティバス、「ぐるっと敦賀周遊バス」、路線バスが運行しています。 

・コミュニティバスは中心市街地内および主要な方面をカバーしており、路線バスは隣接する美浜町に

跨って、福井鉄道㈱が「菅浜線」と「若狭線」を運行しています。 

・コミュニティバスは敦賀市が事業主体となってバス事業者に運行委託し、ぐるっと敦賀周遊バスは、

敦賀市の補助によりバス事業者が運行を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・平日、休日とも運行回数が変わらないのは常宮線など一部で、それ以外の路線は土休日の運行回数を

減少しています。また、一部または全便が予約制の路線があります。 

 

②運賃 

・コミュニティバスおよびぐるっと敦賀周遊バスは、市内均一大人 200 円（小人 100 円）です。 

・路線バスは、敦賀市内のみ乗車の場合はコミュニティバスと同額の 200 円均一で、市外または市内

から市外に跨る区間の乗車の場合は対キロ区間制運賃が適用されます。 

・コミュニティバスには、運賃１乗車分でコミュニティバスの他の路線に乗継ぎが出来る乗継券制度を

設定しているほか、割引回数券や定期券運賃もあります。 

・路線バスにも利用可能な「１日フリー券」を、大人 500 円（小人 250 円）で発売しています。 
 
 

敦賀市内のバス路線図 



2928

（２）市町別のバス等の状況 

 

  1）敦賀市 
    ①路線網および運行回数 
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敦賀市の補助によりバス事業者が運行を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・平日、休日とも運行回数が変わらないのは常宮線など一部で、それ以外の路線は土休日の運行回数を

減少しています。また、一部または全便が予約制の路線があります。 

 

②運賃 

・コミュニティバスおよびぐるっと敦賀周遊バスは、市内均一大人 200 円（小人 100 円）です。 

・路線バスは、敦賀市内のみ乗車の場合はコミュニティバスと同額の 200 円均一で、市外または市内

から市外に跨る区間の乗車の場合は対キロ区間制運賃が適用されます。 

・コミュニティバスには、運賃１乗車分でコミュニティバスの他の路線に乗継ぎが出来る乗継券制度を

設定しているほか、割引回数券や定期券運賃もあります。 

・路線バスにも利用可能な「１日フリー券」を、大人 500 円（小人 250 円）で発売しています。 
 
 

敦賀市内のバス路線図 

③車輌･施設 

・コミュニティバス、路線バスとも中型バスで運行しています。 

・一部で運行する予約制バスはワゴンタイプの車両を使用し、道路が狭い集落内にも乗り入れていま

す。 

・ぐるっと敦賀周遊バスは、ノンステップ型の小型バスで運行しています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・敦賀駅前広場は平成 27 年にリニューアルし、上屋つきのバス乗り場が整備されました。 

・市内のバス停は、松本零士氏のイラストが描かれています。 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

バスルートおよびバス乗り場案内図 

 

コミュニティバス車両 福井鉄道路線バス車両 

ぐるっと敦賀周遊バス車両 

市内のコミュニティバスのバス停 

コミュニティバス車両 
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④利用状況 

〔〔ココミミュュニニテティィババスス〕〕  

・年間利用者数は、平成 26 年度には約 33 万人であったものの近年は減少傾向となり、平成 30 年度

は約 28 万 9 千人でした。 

・この状況をふまえ、平成 29 年 10 月に予約便の導入を含む大規模な路線再編を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔ぐぐるるっっとと敦敦賀賀周周遊遊ババスス〕〕  

・年間利用者数は、平成 26 年度は 2 万 7 千人でしたが、その後回復に転じ、平成 30 年度の利用者数

は約 4 万１千人となりました。 
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④利用状況 

〔〔ココミミュュニニテティィババスス〕〕  

・年間利用者数は、平成 26 年度には約 33 万人であったものの近年は減少傾向となり、平成 30 年度

は約 28 万 9 千人でした。 

・この状況をふまえ、平成 29 年 10 月に予約便の導入を含む大規模な路線再編を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔ぐぐるるっっとと敦敦賀賀周周遊遊ババスス〕〕  

・年間利用者数は、平成 26 年度は 2 万 7 千人でしたが、その後回復に転じ、平成 30 年度の利用者数

は約 4 万１千人となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔〔路路線線ババスス〕〕  

・年間利用者数は、両路線とも減少が続いており、平成 30 年度に、菅浜線は約３万８千人から３万 3

千人へ 5 千人減少、一方、若狭線は 3 万 4 千人から 3 万 7 千人へ 3 千人の増加となりました。 
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  2）美浜町 

    ①路線網および運行回数 

・町内の公共交通は、中心駅である美浜駅を経由し、町内３方面と中心市街地とを結ぶコミュニティバ

ス「丹生線」、「新庄線」および「日向線」の３路線を運行しています。また、東側の一部は、隣接す

る敦賀市に跨って運行する福井鉄道㈱の菅浜線と若狭線の２路線があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・丹生線は往復各 5 回計 10 回の運行、日向線と新庄線はいずれも往路 5 回、復路 7 回、合計 12 回

の運行で、平日･休日とも同じダイヤです。 

・定時運行と、予約に応じて運行するデマンド運行を導入しています。  

  

美浜町内のバス路線
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  2）美浜町 

    ①路線網および運行回数 

・町内の公共交通は、中心駅である美浜駅を経由し、町内３方面と中心市街地とを結ぶコミュニティバ

ス「丹生線」、「新庄線」および「日向線」の３路線を運行しています。また、東側の一部は、隣接す

る敦賀市に跨って運行する福井鉄道㈱の菅浜線と若狭線の２路線があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・丹生線は往復各 5 回計 10 回の運行、日向線と新庄線はいずれも往路 5 回、復路 7 回、合計 12 回

の運行で、平日･休日とも同じダイヤです。 

・定時運行と、予約に応じて運行するデマンド運行を導入しています。  

  

美浜町内のバス路線

②運賃 

・コミュニティバスの運賃は大人 300 円（小人 100 円）均一です。 

・65 歳以上の運転免許自主返納者を対象に、運転免許証の有効期限まで（有効期限が１年未満の場合

は１年、最長 5 年）利用可能なコミュニティバス無料定期券を交付する「ドライバー等卒業支援サー

ビス事業」を実施しています。 

③車両・施設 

・丹生線をマイクロバス、日向線、新庄線はワゴン型車両で運行しています。 

   

 

 

 

 

 

 

・一部のバス停には待合所が併設されています。 

 

 

 

 

 

 

 

④利用状況 

・コミュニティバスの平成 30 年度における路線別の利用者数は、日向線が最も多く約 5 千人、丹生線

約５千人、新庄線約 3 千人の順で、３路線合計では約１万３千人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

丹生線のバス停待合所 
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３）若狭町 

①路線網および運行回数 

・若狭町内では、定時定路線の「常神･三方線」を運行しているほか、エリアにおいて、予約型乗合デマ

ンドタクシー「わくわくタクシー」を運行しています。 

・常神･三方線の運行回数は、往復各５回の計 10 回、休日は往路５回、復路４回の計９回です。 

・わくわくタクシーの利用には事前に利用者登録が必要です。 

・これらに加え、西日本ジェイアールバス㈱が運行する「若江線」は、若狭町を経由して小浜駅と滋賀

県高島市の近江今津駅を結んでおり、上中駅が町内における主な小浜線との結節点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②運賃 

・常神･三方線は対キロ区間制運賃で、大人 160 円～500 円（遠距離は 500 円を上限とする）です。

小人は半額、幼児および登校等教育を目的として乗車する児童･生徒は無料です。 

・わくわくタクシーは、１乗車につき大人 500 円、相乗りすると 300 円です。小学生については

200 円で、幼児は無料です。 
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３）若狭町 

①路線網および運行回数 

・若狭町内では、定時定路線の「常神･三方線」を運行しているほか、エリアにおいて、予約型乗合デマ

ンドタクシー「わくわくタクシー」を運行しています。 

・常神･三方線の運行回数は、往復各５回の計 10 回、休日は往路５回、復路４回の計９回です。 

・わくわくタクシーの利用には事前に利用者登録が必要です。 

・これらに加え、西日本ジェイアールバス㈱が運行する「若江線」は、若狭町を経由して小浜駅と滋賀

県高島市の近江今津駅を結んでおり、上中駅が町内における主な小浜線との結節点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②運賃 

・常神･三方線は対キロ区間制運賃で、大人 160 円～500 円（遠距離は 500 円を上限とする）です。

小人は半額、幼児および登校等教育を目的として乗車する児童･生徒は無料です。 

・わくわくタクシーは、１乗車につき大人 500 円、相乗りすると 300 円です。小学生については

200 円で、幼児は無料です。 

 

  

 

③車両・施設 

・常神･三方線は中型バス１台と小型バス１台で運

行しています。 

・わくわくタクシーは、９人乗りワゴン車２台、４

人乗りセダン車２台で運行しています。 

 

  

 

     

 

 

④利用状況 

・平成 30 年度における常神･三方線の利用者数は約 2 万１千人です。 

・わくわくタクシー（平成 27 年８月から運行開始）の利用者数は、年間 1 万人程度です。 
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４）小浜市 

①路線網および運行回数 

・小浜市内には、コミュニティバス「あいあいバス」として毎日運行路線５路線、隔日運行路線６路線

を運行しています。 

・大和交通㈱が運行を行う路線バスの「名田庄線」は、小浜市とおおい町に跨る広域路線であり、「流

星」の愛称で呼ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あいあいバス（毎日運行路線）、名田庄線 

あいあいバス（隔日運行路線） 
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４）小浜市 

①路線網および運行回数 

・小浜市内には、コミュニティバス「あいあいバス」として毎日運行路線５路線、隔日運行路線６路線

を運行しています。 

・大和交通㈱が運行を行う路線バスの「名田庄線」は、小浜市とおおい町に跨る広域路線であり、「流

星」の愛称で呼ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あいあいバス（毎日運行路線）、名田庄線 

あいあいバス（隔日運行路線） 

・西日本ジェイアールバス㈱が運行する路線バスの「若江線」は、隣接する若狭町を経由して、小浜駅

と滋賀県高島市の近江今津駅と結んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あいあいバスには、毎日運行する路線、日曜が運休の路線、曜日限定の路線があります。 

・名田庄線は、平日 12 回、休日 6 回の運行です。 

・若江線の運行回数は、往復各 13 回の計 26 回で、平日・休日の運行回数は同じです。 

・参考として、大阪シティエアターミナル～道の駅若狭おばま間に、高速バス「わかさライナー」が福

井鉄道㈱･近鉄バス㈱によって共同運行されています。 

 

②運賃 

・あいあいバスの運賃は、概ね小浜駅からの距離帯に基づくゾーン運賃制となっており、毎日運行路線

は 100 円、200 円、300 円の３ゾーン、隔日運行路線は 100 円、200 円の２ゾーンです。 

・名田庄線の運賃は、100 円から 500 円までの５ゾーンを設定しています。 

・若江線は対キロ区間制運賃で、大人 170 円～1,350 円（小浜駅～近江今津駅間）です。 

 

 

西日本ジェイアールバス「若江線」 西日本ジェイアールバス「若江線」
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③車両・施設 

・あいあいバスは中型バスで、名田庄線および若江線は大型バスで運行しています。 

 

    

 

 

 

 
④利用状況 

・あいあいバス各路線の利用者数はいずれの路線もほぼ横ばいで推移しており、平成 30 年度は合計約

8 万 3 千人となっています。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

・若江線の利用者数は、平成 30 年度には 11 万 1 千人となり、増加傾向にあります。 

・名田庄線の利用者数は、約 4 万 8 千人で推移していましたが、平成 30 年度には 4 万 4 千人に減少

しました。 

 

 

  

西日本ジェイアールバス使用車両 
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１号車：小屋（須縄）線 ２号車：小屋（谷田部）線 ３号車：泊線
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「あいあいバス」 
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「あいあいバス」 
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名田庄線「流星」使用車両 
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③車両・施設 

・あいあいバスは中型バスで、名田庄線および若江線は大型バスで運行しています。 

 

    

 

 

 

 
④利用状況 

・あいあいバス各路線の利用者数はいずれの路線もほぼ横ばいで推移しており、平成 30 年度は合計約

8 万 3 千人となっています。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

・若江線の利用者数は、平成 30 年度には 11 万 1 千人となり、増加傾向にあります。 

・名田庄線の利用者数は、約 4 万 8 千人で推移していましたが、平成 30 年度には 4 万 4 千人に減少

しました。 
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４号車：田烏線・宇久・西小川線 ５号車：池河内線・宮川線 ６号車：隔日運行路線

（千人）

「あいあいバス」 

毎日運行路線使用車両 

「あいあいバス」 

隔日運行路線使用車両 

名田庄線「流星」使用車両 

５）おおい町 

①路線網および運行回数 

・おおい町には、大飯地域に福井鉄道㈱の路線バス「大島線」と「本郷線」の２路線が、名田庄地域に

は大和交通㈱の路線バス「名田庄線」の１路線が運行されています。 

・参考として、高速バス「わかさライナー」が、きのこの森と本郷駅前に停車します。 

・おおい町にコミュニティバスは運行されていません。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

・福井鉄道㈱の大島線は 1 日往復 17 回、本郷線は 1 日往復 20 回の運行です。 

・なお、路線バスを利用したくても、自宅からバス停まで遠い人や、体が不自由でバス停まで歩くこと

が困難な人を対象として、事前予約により、自宅から指定する最寄りのバス停留所間の送迎を行う

「おおい町路線バス乗継支援モデル事業」が実施されています。利用は無料です。 

 

②運賃 

・大島線、本郷線はゾーン運賃制で、１ゾーン内 100 円、ゾーンをまたぐと 200 円となります。 

 

③車両・施設 

・大飯地域の福井鉄道㈱の路線バスは中型バスで運行されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

福井鉄道バス路線図 

大飯地域を運行する福井鉄道㈱路線バス 
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④利用状況 

・大島線の平成 30 年度の利用者数は、3 万 9 千人、本郷線が 8 万 4 千人で、合わせて 12 万 3 千人

でした。 
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本郷線 大島線

（千人）

路線バスの利用者数の推移

出典：福井県資料
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④利用状況 

・大島線の平成 30 年度の利用者数は、3 万 9 千人、本郷線が 8 万 4 千人で、合わせて 12 万 3 千人

でした。 
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H２６年度 H２７年度 H２８年度 H２９年度 H３０年度

本郷線 大島線

（千人）

路線バスの利用者数の推移

出典：福井県資料

６）高浜町 

①路線網および運行回数 

・高浜町内では、高浜町とタクシー事業者の協力によりオンデマンドバス「赤ふんバス」を町内全域に

おいて運行しています。これらは利用者のニーズに応じてスケジューリングを行って運行するフルデ

マンド型のシステムとなっています。 

・内浦地区では、自家用有償旅客運送事業として、内浦地区と京都府舞鶴市を結ぶ「内浦ぐるりんバ

ス」が運行しています。利用できるのは内浦地区の住民のみです。 

・運行主体は（一社）内海ぐるりん倶楽部で、内浦地区の住民が運転手です。 

・内浦ぐるりんバスは「ぐるりん号」が毎週２日 3 往復（便）運行し、「ささっと買い物号」が毎週１

日１往復（便）運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「高浜線」は京都交通㈱が運行する路線バスで、若狭高浜駅から京都府舞鶴市の東舞鶴駅間を平日５往

復、休日 4 往復運行しています。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・参考として、高速バス「わかさライナー」が、和田駅前と、道の駅シーサイド高浜に停車します。 

京都交通㈱高浜線路線図 

内浦ぐるりんバス路線図 

高浜線
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②運賃 

・赤ふんバスは１乗車につき大人 300 円で、運転免許証返納者、障がい者手帳提示の方とその付添

人、および 12 歳未満の子どもは 150 円、６歳未満の子どもについては無料です。利用にあたって

は事前登録が必要です。 

・高浜線は対キロ区間制運賃で、150 円～600 円（高浜駅前～東舞鶴駅前）です。 

・内浦ぐるりんバスは、内浦地区による間接的な負担で成り立っており、乗車時の運賃は無料です。 

 
③車両・施設 

・赤ふんバスはワゴンタイプの車両で運行しています。 

・高浜線は大型バスで運行し、若狭高浜駅前バス停は、駅ロータリー内に設置されています。 

・内浦ぐるりんバスは町が無償貸与するワゴン車で運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

④利用状況 

・赤ふんバスの平成 30 年度の利用者数は約２万人（月平均約 1,660 人）です。これは、現行のフル

デマンドシステムへ移行した直後の月平均利用者数（約 820 人）の約２倍、従前のセミデマンド型

乗合タクシーの頃（約 530 人）の３倍以上となっています。 

    出典：福井県資料、「オンデマンド交通システム『コンビニクル』の概要」（高浜町資料） 

  ・高浜線の利用者数は減少傾向にあり、平成 30 年度の利用者数は約 3 万 6 千人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「赤ふんバス」使用車両 京都交通使用車両 「内浦ぐるりんバス」使用車両 

 

 

  嶺嶺南南地地域域をを運運行行すするるババスス
（平成31年3月末時点）

往路 復路 合計

6 6 12

〔4〕 〔4〕 〔8〕

5 5 10

〔5〕 〔5〕 〔10〕

11 9 20

〔11〕 〔9〕 〔20〕

11 6 17

〔11〕 〔6〕 〔17〕

6 6 12

〔3〕 〔3〕 〔6〕

5 5 10

〔4〕 〔4〕 〔8〕

13 13 26

〔13〕 〔13〕 〔26〕

9 9 18

〔5〕 〔5〕 〔10〕

3 3 6

〔3〕 〔3〕 〔6〕

11 11 22

〔8〕 〔7〕 〔15〕

2 2 4

〔2〕 〔2〕 〔4〕

15 17 32

〔11〕 〔11〕 〔22〕

8 8 16

〔5〕 〔6〕 〔11〕

5 4 9

〔3〕 〔3〕 〔6〕

5 6 11

〔3〕 〔3〕 〔6〕

8 7 15

〔6〕 〔4〕 〔10〕

7 7 14

〔4〕 〔4〕 〔8〕

泉ヶ丘先回り 5 5 10

リラ・ポート先回り 〔5〕 〔5〕 〔10〕

3 3 6

〔2〕 〔2〕 〔4〕

長谷先回り 2 2 4

粟野公民館先回り 〔1〕 〔1〕 〔2〕

5 6 11

〔3〕 〔3〕 〔6〕

7 － 7

〔12〕 － 〔12〕

13 － 13

〔13〕 － 〔13〕

5 5 10

〔5〕 〔5〕 〔10〕

5 7 12

〔5〕 〔7〕 〔12〕

5 7 12

〔5〕 〔7〕 〔12〕

5 5 10

〔5〕 〔4〕 〔9〕

    わわくくわわくくタタククシシーー 上記沿線を除く町内 デマンド 10,839

　　小小屋屋・・須須縄縄線線 小浜二中～小屋 定時定路線 2 2 4 10,626

　　小小屋屋・・谷谷口口線線 小屋～谷口 デマンド（日曜のみ） 〔0〕 〔1〕 〔1〕 30

6 6 12

〔2〕 〔3〕 〔5〕

　　谷谷田田部部線線 道の駅～谷田部 デマンド（日曜のみ） 〔1〕 〔1〕 〔2〕 1

　　宇宇久久・・西西小小川川線線 宇久～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 538

4 4 8

〔2〕 〔2〕 〔4〕

　　宮宮川川線線 加茂～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 993

　　健健康康管管理理セセンンタターー線線 健康管理センター～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 452

　　下下根根来来・・今今富富線線 長瀬～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 1,484

　　鯉鯉川川・・加加斗斗線線 鯉川ふれあい会館前～ショッピングセンター前 定時定路線（隔日） 1 1 2 1,266

　　太太良良庄庄・・国国富富線線 太良庄公会堂前～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 1,029

菅菅浜浜線線 敦賀駅～北田口･関電事務所～白木 定時定路線 33,144

区
分

事業主体 路線名・運行区間 運行方法

運行回数（回）
※〔〕内は土日祝日

H30年度
総利用者数

（人）

京京都都交交通通㈱㈱ 高高浜浜線線 東舞鶴駅前～松尾寺駅前～高浜駅前 定時定路線 35,638

路

線

バ

ス

若若狭狭線線 敦賀駅～美浜農協前～美浜駅前 定時定路線 37,824

西西日日本本ジジェェイイ
アアーールルババスス㈱㈱

若若江江線線 近江今津駅～上中～小浜駅 定時定路線 110,540

大大和和交交通通㈱㈱ 名名田田庄庄線線 流星館～井上・谷口～小浜第二中 定時定路線 44,656

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

バ

ス

等

敦敦賀賀市市

　　東東浦浦線線 元比田～敦賀駅
定時定路線
（一部デマンド）

24,534

　　常常宮宮線線 立石～敦賀駅 定時定路線 13,174

　　中中央央線線 沓見（一部運動公園東止まり）～敦賀駅 定時定路線 41,167

　　海海岸岸線線(H30.10月まで) 松葉町～敦賀駅 定時定路線 1,258

　　松松原原線線 松葉町（一部沓見）～敦賀駅 定時定路線 55,822

　　中中郷郷木木崎崎線線 松葉町～敦賀駅 定時定路線 36,830

　　山山公公文文名名線線

山～敦賀駅（粟野中学校前経由） 定時定路線

32,601

山～敦賀駅（公文名経由） 定時定路線

　　金金山山線線 国立病院～敦賀駅 定時定路線 46,304

　　愛愛発発線線
杉箸～敦賀駅
（駄口～愛発公民館）

定時定路線
（一部デマンド）

16,078

    ぐぐるるっっとと敦敦賀賀周周遊遊ババスス

　　温温泉泉線線 定時定路線 9,414

　　東東郷郷線線 敦賀駅～新保 デマンド 2,375

　　西西粟粟野野線線（H30.10月まで） 定時定路線 554

　　粟粟野野沓沓見見線線 敦賀駅～運動公園西口 定時定路線 9,147

観光ルート 定時定路線

41,243

ショッピングルート 定時定路線

4,682丹生～美方病院
定時定路線
（一部デマンド）

定時定路線
（一部デマンド）

5,077

日向～美方病院
定時定路線
（一部デマンド）

3,058　　ややままびびここ（（新新庄庄線線））

　　ブブルルーーススカカイイ（（丹丹生生線線））

若若狭狭町町

　　常常神神・・三三方方線線 レイクヒルズ美方病院～常神
定時定路線
（一部デマンド）

20,742

予約に応じて運行

美美浜浜町町 　　ゆゆううななぎぎ（（日日向向線線）） 新庄～美方病院

小小浜浜市市

　　小小屋屋・・谷谷田田部部線線 小浜二中～道の駅 定時定路線 23,705

　　泊泊線線 小浜駅～泊
定時定路線
（日曜のみデマンド）

11 10

19,871

21

15,102

　　田田烏烏線線 小浜駅～須ノ浦
定時定路線
（日曜のみデマンド）

14,687

福福井井鉄鉄道道㈱㈱

　　池池河河内内線線 池河内～小浜二中（一部道の駅）
定時定路線
（日曜のみデマンド）

12,940

84,400

定時定路線 38,558

高高浜浜町町

    赤赤ふふんんババスス 町内全域 デマンド 予約に応じて運行

本本郷郷線線（おおい町内のみ運行） おおい町役場前～万願寺～子生谷 定時定路線

大大島島線線（おおい町内のみ運行） 大飯中学校～日角浜～塩浜海水浴場

－内浦地区全域～舞鶴市内（東舞鶴エリア）　　内内浦浦ぐぐるるりりんんババスス（R1.10月～） 定時定路線 3 3 6
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②運賃 

・赤ふんバスは１乗車につき大人 300 円で、運転免許証返納者、障がい者手帳提示の方とその付添

人、および 12 歳未満の子どもは 150 円、６歳未満の子どもについては無料です。利用にあたって

は事前登録が必要です。 

・高浜線は対キロ区間制運賃で、150 円～600 円（高浜駅前～東舞鶴駅前）です。 

・内浦ぐるりんバスは、内浦地区による間接的な負担で成り立っており、乗車時の運賃は無料です。 

 
③車両・施設 

・赤ふんバスはワゴンタイプの車両で運行しています。 

・高浜線は大型バスで運行し、若狭高浜駅前バス停は、駅ロータリー内に設置されています。 

・内浦ぐるりんバスは町が無償貸与するワゴン車で運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

④利用状況 

・赤ふんバスの平成 30 年度の利用者数は約２万人（月平均約 1,660 人）です。これは、現行のフル

デマンドシステムへ移行した直後の月平均利用者数（約 820 人）の約２倍、従前のセミデマンド型

乗合タクシーの頃（約 530 人）の３倍以上となっています。 

    出典：福井県資料、「オンデマンド交通システム『コンビニクル』の概要」（高浜町資料） 

  ・高浜線の利用者数は減少傾向にあり、平成 30 年度の利用者数は約 3 万 6 千人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「赤ふんバス」使用車両 京都交通使用車両 「内浦ぐるりんバス」使用車両 

 

 

  嶺嶺南南地地域域をを運運行行すするるババスス
（平成31年3月末時点）

往路 復路 合計

6 6 12

〔4〕 〔4〕 〔8〕

5 5 10

〔5〕 〔5〕 〔10〕

11 9 20

〔11〕 〔9〕 〔20〕

11 6 17

〔11〕 〔6〕 〔17〕

6 6 12

〔3〕 〔3〕 〔6〕

5 5 10

〔4〕 〔4〕 〔8〕

13 13 26

〔13〕 〔13〕 〔26〕

9 9 18

〔5〕 〔5〕 〔10〕

3 3 6

〔3〕 〔3〕 〔6〕

11 11 22

〔8〕 〔7〕 〔15〕

2 2 4

〔2〕 〔2〕 〔4〕

15 17 32

〔11〕 〔11〕 〔22〕

8 8 16

〔5〕 〔6〕 〔11〕

5 4 9

〔3〕 〔3〕 〔6〕

5 6 11

〔3〕 〔3〕 〔6〕

8 7 15

〔6〕 〔4〕 〔10〕

7 7 14

〔4〕 〔4〕 〔8〕

泉ヶ丘先回り 5 5 10

リラ・ポート先回り 〔5〕 〔5〕 〔10〕

3 3 6

〔2〕 〔2〕 〔4〕

長谷先回り 2 2 4

粟野公民館先回り 〔1〕 〔1〕 〔2〕

5 6 11

〔3〕 〔3〕 〔6〕

7 － 7

〔12〕 － 〔12〕

13 － 13

〔13〕 － 〔13〕

5 5 10

〔5〕 〔5〕 〔10〕

5 7 12

〔5〕 〔7〕 〔12〕

5 7 12

〔5〕 〔7〕 〔12〕

5 5 10

〔5〕 〔4〕 〔9〕

    わわくくわわくくタタククシシーー 上記沿線を除く町内 デマンド 10,839

　　小小屋屋・・須須縄縄線線 小浜二中～小屋 定時定路線 2 2 4 10,626

　　小小屋屋・・谷谷口口線線 小屋～谷口 デマンド（日曜のみ） 〔0〕 〔1〕 〔1〕 30

6 6 12

〔2〕 〔3〕 〔5〕

　　谷谷田田部部線線 道の駅～谷田部 デマンド（日曜のみ） 〔1〕 〔1〕 〔2〕 1

　　宇宇久久・・西西小小川川線線 宇久～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 538

4 4 8

〔2〕 〔2〕 〔4〕

　　宮宮川川線線 加茂～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 993

　　健健康康管管理理セセンンタターー線線 健康管理センター～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 452

　　下下根根来来・・今今富富線線 長瀬～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 1,484

　　鯉鯉川川・・加加斗斗線線 鯉川ふれあい会館前～ショッピングセンター前 定時定路線（隔日） 1 1 2 1,266

　　太太良良庄庄・・国国富富線線 太良庄公会堂前～小浜駅 定時定路線（隔日） 1 1 2 1,029

菅菅浜浜線線 敦賀駅～北田口･関電事務所～白木 定時定路線 33,144

区
分

事業主体 路線名・運行区間 運行方法

運行回数（回）
※〔〕内は土日祝日

H30年度
総利用者数

（人）

京京都都交交通通㈱㈱ 高高浜浜線線 東舞鶴駅前～松尾寺駅前～高浜駅前 定時定路線 35,638

路

線

バ

ス

若若狭狭線線 敦賀駅～美浜農協前～美浜駅前 定時定路線 37,824

西西日日本本ジジェェイイ
アアーールルババスス㈱㈱

若若江江線線 近江今津駅～上中～小浜駅 定時定路線 110,540

大大和和交交通通㈱㈱ 名名田田庄庄線線 流星館～井上・谷口～小浜第二中 定時定路線 44,656

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

バ

ス

等

敦敦賀賀市市

　　東東浦浦線線 元比田～敦賀駅
定時定路線
（一部デマンド）

24,534

　　常常宮宮線線 立石～敦賀駅 定時定路線 13,174

　　中中央央線線 沓見（一部運動公園東止まり）～敦賀駅 定時定路線 41,167

　　海海岸岸線線(H30.10月まで) 松葉町～敦賀駅 定時定路線 1,258

　　松松原原線線 松葉町（一部沓見）～敦賀駅 定時定路線 55,822

　　中中郷郷木木崎崎線線 松葉町～敦賀駅 定時定路線 36,830

　　山山公公文文名名線線

山～敦賀駅（粟野中学校前経由） 定時定路線

32,601

山～敦賀駅（公文名経由） 定時定路線

　　金金山山線線 国立病院～敦賀駅 定時定路線 46,304

　　愛愛発発線線
杉箸～敦賀駅
（駄口～愛発公民館）

定時定路線
（一部デマンド）

16,078

    ぐぐるるっっとと敦敦賀賀周周遊遊ババスス

　　温温泉泉線線 定時定路線 9,414

　　東東郷郷線線 敦賀駅～新保 デマンド 2,375

　　西西粟粟野野線線（H30.10月まで） 定時定路線 554

　　粟粟野野沓沓見見線線 敦賀駅～運動公園西口 定時定路線 9,147

観光ルート 定時定路線

41,243

ショッピングルート 定時定路線

4,682丹生～美方病院
定時定路線
（一部デマンド）

定時定路線
（一部デマンド）

5,077

日向～美方病院
定時定路線
（一部デマンド）

3,058　　ややままびびここ（（新新庄庄線線））

　　ブブルルーーススカカイイ（（丹丹生生線線））

若若狭狭町町

　　常常神神・・三三方方線線 レイクヒルズ美方病院～常神
定時定路線
（一部デマンド）

20,742

予約に応じて運行

美美浜浜町町 　　ゆゆううななぎぎ（（日日向向線線）） 新庄～美方病院

小小浜浜市市

　　小小屋屋・・谷谷田田部部線線 小浜二中～道の駅 定時定路線 23,705

　　泊泊線線 小浜駅～泊
定時定路線
（日曜のみデマンド）

11 10

19,871

21

15,102

　　田田烏烏線線 小浜駅～須ノ浦
定時定路線
（日曜のみデマンド）

14,687

福福井井鉄鉄道道㈱㈱

　　池池河河内内線線 池河内～小浜二中（一部道の駅）
定時定路線
（日曜のみデマンド）

12,940

84,400

定時定路線 38,558

高高浜浜町町

    赤赤ふふんんババスス 町内全域 デマンド 予約に応じて運行

本本郷郷線線（おおい町内のみ運行） おおい町役場前～万願寺～子生谷 定時定路線

大大島島線線（おおい町内のみ運行） 大飯中学校～日角浜～塩浜海水浴場

－内浦地区全域～舞鶴市内（東舞鶴エリア）　　内内浦浦ぐぐるるりりんんババスス（R1.10月～） 定時定路線 3 3 6



44

1.各種調査の概要 

各市町の居住者や観光客の外出、移動手段選択の実態･意識、個々の移動手段だけでなく、複数の

移動手段の乗り継ぎや、嶺南地域の公共交通全体に関わる改善に向けた着眼点等を把握するため、下

記の調査を行いました。 

 
 
      ◆JR 小浜線利用客 OD 調査 

    小浜線の利用実態を把握するため、全駅･全便の利用客を対象に、調査員が乗車し、乗降駅、乗り継

ぎ移動手段、利用目的、居住地、年齢層等を調査しました。（調査日：平成 30 年 8 月、9 月） 

（※ＯＤとは、Origin（起点・出発点）と Destination（終点・目的地）の略） 

 
      ◆JR 小浜線利用客へのアンケート 

            小浜線利用客の利用状況や今後に向けた改善の意向等を把握するため、車内配布･郵送回収方式のア

ンケートを行いました。（調査日：平成 30 年 8 月、9 月） 

 

      ◆バス等の利用客へのアンケート 

            路線バス、コミュニティバス、乗合タクシー等の利用客の利用状況や今後に向けた改善の意向等を把

握するため、車内配布･郵送回収方式のアンケートを行いました。（調査日：平成 30 年 8 月、9 月） 

 
      ◆居住者へのアンケート 

    市町を跨ぐような外出、利用移動手段の状況、移動手段やまちづくりに対する意識、今後の不安や改

善の意向等を把握するため、各市町で無作為抽出した居住者への郵送方式のアンケートを行いました。

（調査日：平成 30 年 10～11 月） 

 

      ◆高校生へのアンケート 

    通学や休日の外出の利用移動手段、クルマを運転できない年代の移動手段や将来のまちづくりへの意

識等を把握するため、地域内 4 校の一部の学級を対象にアンケートを行いました。（調査日：平成 30

年 9～10 月） 

 

      ◆観光客、来院者、買い物客へのアンケート 

    観光客、規模の大きい病院･店舗への来訪者の利用移動手段、回遊等の状況、今後に向けた改善意向

等の傾向を把握するため、各々の現地において、聞き取り調査を行いました。（調査日：平成 31 年

1 月） 
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1.各種調査の概要 

各市町の居住者や観光客の外出、移動手段選択の実態･意識、個々の移動手段だけでなく、複数の

移動手段の乗り継ぎや、嶺南地域の公共交通全体に関わる改善に向けた着眼点等を把握するため、下

記の調査を行いました。 

 
 
      ◆JR 小浜線利用客 OD 調査 

    小浜線の利用実態を把握するため、全駅･全便の利用客を対象に、調査員が乗車し、乗降駅、乗り継

ぎ移動手段、利用目的、居住地、年齢層等を調査しました。（調査日：平成 30 年 8 月、9 月） 

（※ＯＤとは、Origin（起点・出発点）と Destination（終点・目的地）の略） 

 
      ◆JR 小浜線利用客へのアンケート 

            小浜線利用客の利用状況や今後に向けた改善の意向等を把握するため、車内配布･郵送回収方式のア

ンケートを行いました。（調査日：平成 30 年 8 月、9 月） 

 

      ◆バス等の利用客へのアンケート 

            路線バス、コミュニティバス、乗合タクシー等の利用客の利用状況や今後に向けた改善の意向等を把

握するため、車内配布･郵送回収方式のアンケートを行いました。（調査日：平成 30 年 8 月、9 月） 

 
      ◆居住者へのアンケート 

    市町を跨ぐような外出、利用移動手段の状況、移動手段やまちづくりに対する意識、今後の不安や改

善の意向等を把握するため、各市町で無作為抽出した居住者への郵送方式のアンケートを行いました。

（調査日：平成 30 年 10～11 月） 

 

      ◆高校生へのアンケート 

    通学や休日の外出の利用移動手段、クルマを運転できない年代の移動手段や将来のまちづくりへの意

識等を把握するため、地域内 4 校の一部の学級を対象にアンケートを行いました。（調査日：平成 30

年 9～10 月） 

 

      ◆観光客、来院者、買い物客へのアンケート 

    観光客、規模の大きい病院･店舗への来訪者の利用移動手段、回遊等の状況、今後に向けた改善意向

等の傾向を把握するため、各々の現地において、聞き取り調査を行いました。（調査日：平成 31 年

1 月） 

 

 

 

  

  2.JR小浜線利用客 OD調査 

小浜線利用客 OD 調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に示し

ます。  
 

《小浜線の乗降客数の状況について》 

●●調調査査当当日日のの利利用用客客はは、、88 月月休休日日約約 22,,440000 人人、、99 月月平平日日約約 33,,990000 人人  

利用客数（カウント数） 

88月月 2255日日（（土土））  2,442 人 

99月月 1122日日（（水水））  3,858 人 

  

    

小浜線の
一日の 

利用客数 
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平日は、小

浜駅、敦賀
駅が多い 

休日は、 

敦賀駅、小浜
駅、東舞鶴駅

が多い 
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●●平平日日はは、、通通学学時時間間帯帯のの利利用用客客がが極極端端にに多多いい。。  
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［ｎ＝1,825］ 
［ｎ＝2,033］ 

［ｎ＝1,174］ ［ｎ＝1,268］ 

21:20 

 

6:32 

下り…東舞鶴～敦賀 

 ※１…小浜～敦賀  

※２…東舞鶴～小浜 

 

上り…敦賀～東舞鶴 

 ※３…小浜～東舞鶴  

※４…敦賀～小浜 
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●●平平日日はは、、通通学学時時間間帯帯のの利利用用客客がが極極端端にに多多いい。。  
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《小浜線の利用客について》 

 

●●平平日日のの乗乗降降客客のの半半数数以以上上はは中中高高生生、、高高齢齢者者はは 11 割割    

⇒⇒通通学学のの学学生生がが小小浜浜線線ののメメイインンのの利利用用客客、、高高齢齢者者はは 1 割割 

  

 

 

 

 

  

0.5%

56.4%

15.4%

19.5%

4.8%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.小学生以下

2.中学生・高校生

3.18～39歳

4.40～64歳

5.65～74歳

6.75歳以上

年代･平日

1.2%

36.2%

25.3%

27.9%

6.2%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40%

1.小学生以下

2.中学生・高校生

3.18～39歳

4.40～64歳

5.65～74歳

6.75歳以上

年代･休日

半数以上が、
中高生 

高齢者は、 
1 割未満 

休日に、割合

が増加 

［ｎ＝3,087］ 

［ｎ＝2,001］ 
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●●平平日日はは、、通通学学・・通通勤勤ででのの利利用用がが多多いい。。    

⇒⇒定定期期券券利利用用者者がが約約７７割割 

 
 

平日 

 
 

休日 

 
 
 
 
 

 

 

 

25.9%

69.3%

2.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80%

1.普通乗車券、整理券乗車

2.定期券

3.回数券

4.その他

49.5%

33.7%

2.5%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80%

1.普通乗車券、整理券乗車

2.定期券

3.回数券

4.その他

定期券利用者が 
約７割 

［ｎ＝3,087］ 

［ｎ＝2,001］ 
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●●平平日日はは、、通通学学・・通通勤勤ででのの利利用用がが多多いい。。    

⇒⇒定定期期券券利利用用者者がが約約７７割割 
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3.回数券

4.その他

定期券利用者が 
約７割 

［ｎ＝3,087］ 

［ｎ＝2,001］ 

●●休休日日はは、、嶺嶺南南地地域域外外かかららのの利利用用者者がが増増加加    
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7.8%
19.7%

1.6%
3.2%
0.8%
4.5%
0.3%

7.3%
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1.敦賀市
2.美浜町
3.若狭町
4.小浜市

5.おおい町
6.高浜町

7.上記以外の福井県
8.舞鶴市

9.舞鶴市以外の京都府
10.その他 関西
11.石川・富山県

12.それ以外

利用客の居住地･平日

9.2%
6.0%

15.9%
11.1%

7.4%
13.9%

2.4%
5.6%

2.3%
8.4%

1.6%
15.8%

0% 5% 10% 15% 20%

1.敦賀市
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7.上記以外の福井県
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10.その他 関西
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12.それ以外

利用客の居住地･休日

嶺南地域の 

居住者が 8 割 

嶺南地域の 

居住者が 6 割 

4 割が地域外
からの観光客 

［ｎ＝3,087］ 

［ｎ＝2,001］ 
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《小浜線の利用前後の移動手段について》 

 

●●小小浜浜線線にに乗乗るる前前、、降降りりたた後後はは、、徒徒歩歩、、自自転転車車等等にによよるる移移動動がが大大半半。。ババスス等等にに乗乗りり継継ぐぐ人人ははほほとと

んんどどいいなないい。。                          

●●ババスス等等⇔⇔小小浜浜線線⇔⇔ババスス等等とといいうう利利用用客客はは極極めめてて少少なないい状状況況。。休休日日のの観観光光等等でで、、鉄鉄道道をを乗乗りり継継いい

ででききたた小小浜浜線線利利用用客客ののううちち、、嶺嶺南南地地域域ででババスス等等にに乗乗りり継継ぐぐ人人はは極極めめてて少少なないい。。    

 

  

  

  

5.7%

3.0%

3.4%

1.7%

2.7%

5.9%

17.5%

19.4%

40.8%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線に乗る前の乗り物･平日

5.1%

2.1%

2.7%

1.4%

2.9%

2.3%

10.1%

10.7%

62.7%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線を降りた後の乗り物･平日

7.2%

13.3%

4.0%

1.4%

5.1%

5.0%

17.5%

17.7%

28.7%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミュバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線に乗る前の乗り物･休日

6.4%

10.4%

4.9%

0.9%

6.3%

2.9%

11.3%

10.3%

46.4%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミュバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線を降りた後の乗り物･休日

駅から徒歩圏・自
転車圏での利用
が多い 

［ｎ＝3,087］ ［ｎ＝3,087］ 

［ｎ＝2,001］ ［ｎ＝2,001］ 

小浜線と、バス等

との乗り継ぎ利用
は極めて少ない 



5150

《小浜線の利用前後の移動手段について》 

 

●●小小浜浜線線にに乗乗るる前前、、降降りりたた後後はは、、徒徒歩歩、、自自転転車車等等にによよるる移移動動がが大大半半。。ババスス等等にに乗乗りり継継ぐぐ人人ははほほとと

んんどどいいなないい。。                          

●●ババスス等等⇔⇔小小浜浜線線⇔⇔ババスス等等とといいうう利利用用客客はは極極めめてて少少なないい状状況況。。休休日日のの観観光光等等でで、、鉄鉄道道をを乗乗りり継継いい

ででききたた小小浜浜線線利利用用客客ののううちち、、嶺嶺南南地地域域ででババスス等等にに乗乗りり継継ぐぐ人人はは極極めめてて少少なないい。。    

 

  

  

  

5.7%

3.0%

3.4%

1.7%

2.7%

5.9%

17.5%

19.4%

40.8%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線に乗る前の乗り物･平日

5.1%

2.1%

2.7%

1.4%

2.9%

2.3%

10.1%

10.7%

62.7%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線を降りた後の乗り物･平日

7.2%

13.3%

4.0%

1.4%

5.1%

5.0%

17.5%

17.7%

28.7%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミュバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線に乗る前の乗り物･休日

6.4%

10.4%

4.9%

0.9%

6.3%

2.9%

11.3%

10.3%

46.4%

0% 20% 40% 60%

1.鉄道（特急）

2.鉄道（特急以外）

3.路線バス

4.市町のコミュバス等

5.タクシー

6.車（自分運転）

7.家族・知人の送迎

8.自転車

9.その他（徒歩等）

小浜線を降りた後の乗り物･休日

駅から徒歩圏・自
転車圏での利用
が多い 

［ｎ＝3,087］ ［ｎ＝3,087］ 

［ｎ＝2,001］ ［ｎ＝2,001］ 

小浜線と、バス等

との乗り継ぎ利用
は極めて少ない 

3.JR小浜線利用客へのアンケート 

小浜線利用客へのアンケート調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を

以下に示します。  
 

《小浜線の利用客の状況について》  

 

●●駅駅でで、、ババスス等等にに乗乗りり継継ぐぐ利利用用客客はは、、極極めめてて少少ななくく、、送送迎迎等等ののほほううがが多多いい状状況況  

特特にに目目的的地地側側でではは、、乗乗りり継継ぎぎななしし（（徒徒歩歩））がが多多いい。。  

⇒⇒目目的的地地側側でで、、多多くくのの人人がが小小浜浜線線をを降降りりててかからら徒徒歩歩圏圏ににししかか行行っってていいなないい。。 

 

  
 
 

 

  

12.1%

13.6%

4.5%

1.0%

2.5%

0.5%

7.1%

14.1%

17.2%

2.5%

3.5%

21.2%

0% 20% 40%

①鉄道

（特急）

②鉄道

（特急以外）

③路線バス

④市町のコミュニティバス

･乗合タクシー等

⑤ふつうの

タクシー

⑥貸し切り

タクシー

⑦クルマ

（自分で運転）

⑧家族･知人

の送迎･同乗

⑨自転車

⑩バイク

⑪その他

⑫なし

出発地側で小浜線に乗る前の乗り物

[n=198]

4.1%

13.2%

3.6%

1.5%

7.1%

1.0%

0.0%

7.6%

6.1%

1.0%

8.1%

46.7%

0% 20% 40%

①鉄道

（特急）

②鉄道

（特急以外）

③路線バス

④市町のコミュニティバス

･乗合タクシー等

⑤ふつうの

タクシー

⑥貸し切り

タクシー

⑦クルマ

（自分で運転）

⑧家族･知人

の送迎･同乗

⑨自転車

⑩バイク

⑪その他

⑫なし

目的地側で小浜線を降りた後の乗り物

[n=197]

なし（徒歩）が

突出して多い 
なし（徒歩）が
最も多い 

自転車、家
族等の送迎 
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《利用客における小浜線の魅力について》  

 

●●小小浜浜線線のの良良いいととこころろににつついいてて、、居居住住者者はは「「慣慣れれてていいるる、、親親ししみみががああるる」」ととこころろ、、  

観観光光客客はは「「雰雰囲囲気気やや景景色色がが良良いい」」ととこころろ    

⇒⇒居居住住者者ににととっっててはは安安心心感感、、観観光光客客ににととっっててはは風風情情･･景景色色がが、、小小浜浜線線のの魅魅力力 

 

 

小浜線の良いところ 
嶺南地域にお住まいの方 嶺南地域以外にお住まいの方 

  
 

 
  

11.1%

18.5%

46.3%

11.1%

10.2%

6.5%

1.9%

14.8%

3.7%

47.2%

17.6%

5.6%

0% 20% 40% 60%

①運賃が安い

②バス等と違って、行き先･

ダイヤ等がわかりやすくて安心

③乗りなれている、

親しみがある

④行き先･ダイヤ等が

自分にとってちょうどよい

⑤列車の雰囲気や

景色が良い

⑥駅や周辺の

雰囲気や景色が良い

⑦電車とバス･タクシー等を

乗り継げば様々な場所に行ける

⑧クルマより

時間が正確

⑨クルマより早い

⑩運転しなくて良い

⑪送迎･同乗と比べ、

気を使わない

⑫その他

[n=108]

13.0%

15.6%

27.3%

13.0%

33.8%

22.1%

7.8%

23.4%

13.0%

44.2%

15.6%

10.4%

0% 20% 40% 60%

①運賃が安い

②バス等と違って、行き先･

ダイヤ等がわかりやすくて安心

③乗りなれている、

親しみがある

④行き先･ダイヤ等が

自分にとってちょうどよい

⑤列車の雰囲気や

景色が良い

⑥駅や周辺の

雰囲気や景色が良い

⑦電車とバス･タクシー等を

乗り継げば様々な場所に行ける

⑧クルマより

時間が正確

⑨クルマより早い

⑩運転しなくて良い

⑪送迎･同乗と比べ、

気を使わない

⑫その他

[n=77]

運転しなくて 
よいことの魅力 

鉄道は、親し

みがあり安心 

風情、車窓

からの景色 
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《利用客における小浜線の魅力について》  

 

●●小小浜浜線線のの良良いいととこころろににつついいてて、、居居住住者者はは「「慣慣れれてていいるる、、親親ししみみががああるる」」ととこころろ、、  

観観光光客客はは「「雰雰囲囲気気やや景景色色がが良良いい」」ととこころろ    

⇒⇒居居住住者者ににととっっててはは安安心心感感、、観観光光客客ににととっっててはは風風情情･･景景色色がが、、小小浜浜線線のの魅魅力力 

 

 

小浜線の良いところ 
嶺南地域にお住まいの方 嶺南地域以外にお住まいの方 

  
 

 
  

11.1%

18.5%

46.3%

11.1%

10.2%

6.5%

1.9%

14.8%

3.7%

47.2%

17.6%

5.6%

0% 20% 40% 60%

①運賃が安い

②バス等と違って、行き先･

ダイヤ等がわかりやすくて安心

③乗りなれている、

親しみがある

④行き先･ダイヤ等が

自分にとってちょうどよい

⑤列車の雰囲気や

景色が良い

⑥駅や周辺の

雰囲気や景色が良い

⑦電車とバス･タクシー等を

乗り継げば様々な場所に行ける

⑧クルマより

時間が正確

⑨クルマより早い

⑩運転しなくて良い

⑪送迎･同乗と比べ、

気を使わない

⑫その他

[n=108]

13.0%

15.6%

27.3%

13.0%

33.8%

22.1%

7.8%

23.4%

13.0%

44.2%

15.6%

10.4%

0% 20% 40% 60%

①運賃が安い

②バス等と違って、行き先･

ダイヤ等がわかりやすくて安心

③乗りなれている、

親しみがある

④行き先･ダイヤ等が

自分にとってちょうどよい

⑤列車の雰囲気や

景色が良い

⑥駅や周辺の

雰囲気や景色が良い

⑦電車とバス･タクシー等を

乗り継げば様々な場所に行ける

⑧クルマより

時間が正確

⑨クルマより早い

⑩運転しなくて良い

⑪送迎･同乗と比べ、

気を使わない

⑫その他

[n=77]

運転しなくて 
よいことの魅力 

鉄道は、親し

みがあり安心 

風情、車窓

からの景色 

《利用客からの改善の希望について》  

  

●●嶺嶺南南地地域域のの公公共共交交通通をを使使っっててどどここにに行行けけるるかか、、認認知知･･理理解解ししてていいなないい人人がが多多数数      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.6%

15.3%

34.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ない

②ある

③小浜線やバス等で

どこに行けるかよくわからない

嶺南地域の中で公共交通を使って行きたいのに

行けなかった場所があるか

[n=176]

小浜線やバスの

行き先等が認
知・理解されて
いない 
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●小浜線への改善希望は、「ダイヤ」や「便数」に関することと、 

「運休」に関することが多数  

 

 

  

7.8%

6.3%

50.8%

57.0%

9.4%

22.7%

45.3%

7.8%

2.3%

7.0%

12.5%

2.3%

5.5%

29.7%

4.7%

0.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電車の運賃が高い

②電車とバスまたはタクシーを

乗り継ぐので高くつく

③必要なのに

便がない時間帯がある

④便が少なく、いつ行っても

すぐ乗れる訳ではない

⑤列車のスピードが遅い

⑥遅延が多い

⑦運休の頻度や

区間が不満

⑧乗り心地が良くない

⑨列車内の雰囲気･

サービス等が物足りない

⑩駅･待合室の雰囲気･

サービス等が物足りない

⑪ダイヤ･運行等の

案内が不十分

⑫駅や周辺施設の

案内が不十分

⑬列車･ホームの

乗り降りが大変

⑭列車の

乗継が良くない

⑮駅から乗り継ぐ

バス等の案内が不十分

⑯前後で自転車を

使うのに不便がある

⑰その他

小浜線に改善してほしいと思うこと

[n=128]

いつ行っても便が
あることを望む人 

必要な時間帯
の便を望む人 

運休への

不満 
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●小浜線への改善希望は、「ダイヤ」や「便数」に関することと、 

「運休」に関することが多数  

 

 

  

7.8%

6.3%

50.8%

57.0%

9.4%

22.7%

45.3%

7.8%

2.3%

7.0%

12.5%

2.3%

5.5%

29.7%

4.7%

0.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電車の運賃が高い

②電車とバスまたはタクシーを

乗り継ぐので高くつく

③必要なのに

便がない時間帯がある

④便が少なく、いつ行っても

すぐ乗れる訳ではない

⑤列車のスピードが遅い

⑥遅延が多い

⑦運休の頻度や

区間が不満

⑧乗り心地が良くない

⑨列車内の雰囲気･

サービス等が物足りない

⑩駅･待合室の雰囲気･

サービス等が物足りない

⑪ダイヤ･運行等の

案内が不十分

⑫駅や周辺施設の

案内が不十分

⑬列車･ホームの

乗り降りが大変

⑭列車の

乗継が良くない

⑮駅から乗り継ぐ

バス等の案内が不十分

⑯前後で自転車を

使うのに不便がある

⑰その他

小浜線に改善してほしいと思うこと

[n=128]

いつ行っても便が
あることを望む人 

必要な時間帯
の便を望む人 

運休への

不満 

4.バス等の利用客へのアンケート 

バス等のアンケート調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に示

します。  
 

《バス等の利用状況について》  

 

●●利利用用客客はは、、自自宅宅かかららババスス停停がが近近いい人人がが大大半半、、多多くくがが買買いい物物･･通通院院のの日日常常的的なな目目的的にに利利用用    

 

 

 

 

 

  

37.8%

29.3%

15.3%

8.1%

6.8%

2.7%

0% 20% 40%

①約200m（徒歩3分以内）

②約300m（徒歩4～5分）

③約400～500m（徒歩6～8分）

④500m～1km（徒歩10～15分）

⑤1km以上（徒歩15分以上）

⑥わからない

自宅から最寄りのバス乗り場までの距離

[n=242][n=222]

18.4%
8.4%

26.4%
30.5%

4.2%
2.9%
10.9%

8.4%
4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①通勤

②通学

③買い物

④通院

⑤仕事での外出

⑥習い事

⑦遊び･観光

⑧知人･家族に会いに行く

⑨その他

「そのバス」を使ったお出かけの目的

[n=239]

日常生活（買い物や通院）
での外出が主な目的 

遊び・観光で
の利用は少数 

自宅からバス停までが 

近い利用客が多い 
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●バス等を利用する人の行き先は、ほぼ、住んでいる市町内 
小浜線など他の手段と乗り継ぐことは少ない。  

⇒他の市町への外出に、バス等はほとんど使われていない。 
（駅まで行かず、市町内で済む外出） 
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③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他

出発地が敦賀市の人の目的地
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出発地が美浜町の人の目的地
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⑦上記以外の福井県
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⑩その他

出発地が若狭町の人の目的地
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88%
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出発地が小浜市の人の目的地
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⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他

出発地が高浜町の人の目的地

［ｎ＝87］ ［ｎ＝23］ 

［ｎ＝27］ ［ｎ＝49］ 

［ｎ＝8］ ［ｎ＝4］ 
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●バス等を利用する人の行き先は、ほぼ、住んでいる市町内 
小浜線など他の手段と乗り継ぐことは少ない。  

⇒他の市町への外出に、バス等はほとんど使われていない。 
（駅まで行かず、市町内で済む外出） 
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出発地が小浜市の人の目的地
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0%

0%

0%

0%

0%

75%

25%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑩その他

出発地が高浜町の人の目的地

［ｎ＝87］ ［ｎ＝23］ 

［ｎ＝27］ ［ｎ＝49］ 

［ｎ＝8］ ［ｎ＝4］ 

《利用客におけるバス等の魅力について》  

 

●●自自宅宅等等のの近近くくでで乗乗れれるるこことと、、料料金金がが安安いいここととにに次次いいでで、、 
乗乗りりななれれてていいるるこことと、、親親ししみみががああるるここととががよよいいととのの意意見見がが多多数数    

 

 
 

  

53.0%

63.5%

35.6%

12.3%

48.9%

6.4%

6.8%

12.3%

32.0%

22.8%

14.6%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①料金が安い

②自宅等の

近くで乗れる

③行き先･

ルートが便利

④ルート･ダイヤ等

がわかりやすい

⑤乗りなれている、

親しみがある

⑥便または予約の

仕組み等が便利

⑦雰囲気や

景色が良い

⑧車両がわかりやすい、

デザインがいい

⑨自分で運転しなくて良い

⑩送迎･同乗と比べて

気をつかわない

⑪電車等と乗り継げば

色々なところに行ける

⑫その他

「そのバス等」の良いところ

[n=219]

バス等の乗務員に対し

安心感がある 

自宅に近いの
で利用されて

いる 

「そのバス等」のよいところ 

よい 
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《利用客からの改善の希望について》  

●●ババスス等等のの利利用用ににつついいてて改改善善希希望望をを記記述述ししたた人人はは、、全全体体のの半半数数程程度度、、（（記記述述さされれたた中中でではは、、））「「運運行行

時時間間帯帯」」、、「「いいくくつつかかのの行行きき先先をを回回るるののにに不不便便」」、、「「乗乗りり継継ぎぎのの待待ちち時時間間」」等等  

 

67.0%

40.0%

7.0%

9.6%

4.3%

3.5%

4.3%

11.3%

3.5%

6.1%

15.7%

27.0%

12.2%

4.3%

6.1%

27.0%

6.1%

10.4%

4.3%

1.7%

11.3%

11.3%

8.7%

6.1%

4.3%

0% 20% 40% 60%

①必要なのに便が

ない時間帯がある

②必要なのに便が

ない曜日がある

③コースに

時間がかかる

④運賃が高い

⑤自宅最寄りの

乗り場が遠い

⑥目的地の最寄りの乗り場が遠い、

施設との位置関係が良くない

⑦車両･車内が

快適ではない

⑧バス等を待つ

場所が良くない

⑨乗り降りが大変、

後ろの客やクルマに気を遣う

⑩予約･登録等の

仕組みが良くない

⑪別の市･町の移動にはバス等、

電車又はタクシー等の乗継が多く不便

⑫ふだんの買い物･通院等でいくつかの

行き先を回るには便やコースが不便

⑬遊び･観光等でいくつかの行き先を

回るには便やコースが不便

⑭バス等と電車またはタクシー等を

乗り継ぐので運賃が高くつく

⑮乗り継ぎで

歩くのが辛い

⑯乗り継ぎの待ち

時間が長すぎる

⑰乗り継ぎの

時間が短すぎる

⑱乗り継ぎで

待つ場所が良くない

⑲地域全体として、行きたい場所へ、バス･

電車等で行けるかどうかが、わかりにくい

⑳「そのバス等」自体が

わかりにくい

㉑よく乗るバス等

以外がわかりにくい

㉒別の市町のバス等

のことがわかりにくい

㉓荷物が多い時に不便

㉔人による案内･接遇等が

不十分･不親切

㉕その他

「そのバス等」に改善してほしいこと

[n=115]

便数についての希望が
特に多い 

複数の場所を回るの
に不便との意見 

乗り継ぎ時間が

長いとの意見 

わかりにくいと
の意見 

改善の希望を回答した
人は、全体の約半数 
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《利用客からの改善の希望について》  

●●ババスス等等のの利利用用ににつついいてて改改善善希希望望をを記記述述ししたた人人はは、、全全体体のの半半数数程程度度、、（（記記述述さされれたた中中でではは、、））「「運運行行

時時間間帯帯」」、、「「いいくくつつかかのの行行きき先先をを回回るるののにに不不便便」」、、「「乗乗りり継継ぎぎのの待待ちち時時間間」」等等  
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4.3%
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11.3%

3.5%

6.1%

15.7%

27.0%

12.2%
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1.7%

11.3%
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8.7%
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①必要なのに便が

ない時間帯がある

②必要なのに便が

ない曜日がある

③コースに

時間がかかる

④運賃が高い

⑤自宅最寄りの

乗り場が遠い

⑥目的地の最寄りの乗り場が遠い、

施設との位置関係が良くない

⑦車両･車内が

快適ではない

⑧バス等を待つ

場所が良くない

⑨乗り降りが大変、

後ろの客やクルマに気を遣う

⑩予約･登録等の

仕組みが良くない

⑪別の市･町の移動にはバス等、

電車又はタクシー等の乗継が多く不便

⑫ふだんの買い物･通院等でいくつかの

行き先を回るには便やコースが不便

⑬遊び･観光等でいくつかの行き先を

回るには便やコースが不便

⑭バス等と電車またはタクシー等を

乗り継ぐので運賃が高くつく

⑮乗り継ぎで

歩くのが辛い

⑯乗り継ぎの待ち

時間が長すぎる

⑰乗り継ぎの

時間が短すぎる

⑱乗り継ぎで

待つ場所が良くない

⑲地域全体として、行きたい場所へ、バス･

電車等で行けるかどうかが、わかりにくい

⑳「そのバス等」自体が

わかりにくい

㉑よく乗るバス等

以外がわかりにくい

㉒別の市町のバス等

のことがわかりにくい

㉓荷物が多い時に不便

㉔人による案内･接遇等が

不十分･不親切

㉕その他

「そのバス等」に改善してほしいこと

[n=115]

便数についての希望が
特に多い 

複数の場所を回るの
に不便との意見 

乗り継ぎ時間が

長いとの意見 

わかりにくいと
の意見 

改善の希望を回答した
人は、全体の約半数 

5.居住者へのアンケート 

居住者へのアンケート調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に

示します。  
 

《各市町の居住者の市町間の外出状況について》 

●●普普段段のの買買いい物物はは、、居居住住すするる市市町町内内でで済済まませせてていいるる人人がが多多いい状状況況  

通通院院でではは、、４４町町かからら、、町町外外へへ出出かかけけるる人人がが多多いい。。  

普段の買い物をほかの市町でしているか 

敦賀市 
 

美浜町 

 

 

 

若狭町 
 

小浜市 

 

 

 

おおい町 
 

高浜町 

 

 

 

 

4.2%

86.4%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①他の市町での

買い物がほとんど

②自分の市町での

買い物がほとんど

③ほとんど

出かけない

普段 買 物を他 市

[n=332]

45.1%

45.5%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①他の市町での

買い物がほとんど

②自分の市町での

買い物がほとんど

③ほとんど

出かけない

[n=319]

30.4%

61.0%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①他の市町での

買い物がほとんど

②自分の市町での

買い物がほとんど

③ほとんど

出かけない

[n=372]

4.1%

86.5%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①他の市町での

買い物がほとんど

②自分の市町での

買い物がほとんど

③ほとんど

出かけない

[n=362]

45.2%

39.5%

15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①他の市町での

買い物がほとんど

②自分の市町での

買い物がほとんど

③ほとんど

出かけない

[n=294]

30.3%

57.8%

11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①他の市町での

買い物がほとんど

②自分の市町での

買い物がほとんど

③ほとんど

出かけない

[n=294]

市外への 
買い物は少数 

市外への 
買い物は少数 
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定期的な通院を他の市町でしているか 

敦賀市 
 

美浜町 

 

 

 

若狭町 
 

小浜市 

 

 

 

おおい町 
 

高浜町 

 

 

 

 

 

  

10.3%

57.9%

31.8%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=330]

51.9%

23.1%

25.0%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=316]

42.2%

33.7%

24.1%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=377]

14.4%

55.5%

30.1%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=362]

39.9%

31.9%

28.1%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=288]

42.1%

30.0%

27.9%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=290]

他の市町へ通院
する人は少ない 

他の市町へ通院
する人は少ない 
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定期的な通院を他の市町でしているか 
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小浜市 

 

 

 

おおい町 
 

高浜町 

 

 

 

 

 

  

10.3%

57.9%

31.8%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=330]

51.9%

23.1%

25.0%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=316]

42.2%

33.7%

24.1%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=377]

14.4%

55.5%

30.1%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=362]

39.9%

31.9%

28.1%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=288]

42.1%

30.0%

27.9%

0% 20% 40% 60%

①他の市町への通院を、

年に数日以上している

②自分の市町への

通院がほとんど

③していない

[n=290]

他の市町へ通院
する人は少ない 

他の市町へ通院
する人は少ない 

●●他他のの市市町町へへのの外外出出はは、、「「美美浜浜町町→→敦敦賀賀市市」」、、「「若若狭狭町町→→敦敦賀賀市市･･小小浜浜市市」」、、「「おおおおいい町町→→小小浜浜市市」」、、 
「「高高浜浜町町→→舞舞鶴鶴市市･･小小浜浜市市」」のの外外出出がが多多いい状状況況  

京京都都方方面面へへのの外外出出ももああるる。。  

⇒⇒日日常常生生活活はは市市町町内内でで済済んんででいいるる外外出出がが多多くく、、頻頻度度はは少少なないいがが、、 
市市町町外外（（病病院院、、大大型型店店等等））へへのの移移動動ニニーーズズももああるる。。 

  

他の市町への普段の買い物先 
 

敦賀市 
 

美浜町 

 

 

  

若狭町 
 

小浜市 

 

 

  

0.0%

30.8%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

15.4%

0.0%

0.0%

7.7%

7.7%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=13]

93.1%

0.0%

2.8%

0.7%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=144]

24.3%

10.8%

0.0%

59.5%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0%

1.8%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=111]

20.0%

0.0%

46.7%

0.0%

13.3%

6.7%

6.7%

0.0%

0.0%

6.7%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=15]

小浜市、敦賀市が
多い 

敦賀市が
多い 
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おおい町 
 

高浜町 

 

 

  

 

 

他の市町への通院先の場所 

敦賀市 
 

美浜町 

 

 

 
 

  

1.5%

0.8%

4.5%

75.9%

0.0%

12.0%

0.0%

3.0%

1.5%

0.8%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=133]

0.0%

1.1%

1.1%

25.6%

5.6%

0.0%

1.1%

63.3%

1.1%

0.0%

0.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=90]

0.0%

16.1%

6.5%

3.2%

0.0%

0.0%

61.3%

0.0%

0.0%

9.7%

0.0%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=31]

74.4%

0.0%

12.8%

2.4%

0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=164]

舞鶴市、小浜市が
多い 

小浜市が多い 

敦賀市が突出し
て多い 
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おおい町 
 

高浜町 

 

 

  

 

 

他の市町への通院先の場所 

敦賀市 
 

美浜町 

 

 

 
 

  

1.5%

0.8%

4.5%

75.9%

0.0%

12.0%

0.0%

3.0%

1.5%

0.8%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=133]

0.0%

1.1%

1.1%

25.6%

5.6%

0.0%

1.1%

63.3%

1.1%

0.0%

0.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=90]

0.0%

16.1%

6.5%

3.2%

0.0%

0.0%

61.3%

0.0%

0.0%

9.7%

0.0%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=31]

74.4%

0.0%

12.8%

2.4%

0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=164]

舞鶴市、小浜市が
多い 

小浜市が多い 

敦賀市が突出し
て多い 

若狭町 
 

小浜市 

 

 

  

おおい町 
 

高浜町 

 

 

 

 

  

29.0%

6.5%

0.0%

45.8%

1.3%

0.0%

14.2%

2.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=155]

13.7%

0.0%

3.9%

0.0%

5.9%

13.7%

13.7%

19.6%

9.8%

11.8%

0.0%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=51]

1.8%

0.0%

2.7%

54.0%

0.0%

20.4%

1.8%

14.2%

2.7%

0.0%

0.0%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=113]

2.5%

0.8%

0.8%

23.1%

3.3%

0.0%

1.7%

61.2%

5.0%

0.0%

0.0%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦上記以外の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪富山県･石川県

⑫その他

[n=121]

小浜市、敦賀市が
多い 

舞鶴市、小浜市が
多い 

小浜市が多い 
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《外出時の移動手段の選択状況、行動パターンについて》 

 

●他の市町への移動手段は、大半が「クルマ」 

「小浜線」を利用する人は少数 
「バス等」の利用者は僅少で、「送迎･同乗」のほうが上回っている。 

 

他の市町の普段の買い物先への移動手段 

 

他の市町の通院先への移動手段 

 
６市町単純計 

0.6%

4.3%

0.7%

80.4%

0.6%

11.6%

2.2%

0.7%

0.7%

0.6%

1.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①徒歩のみ

②自転車

③バイク

④クルマ（運転）

⑤タクシー

⑥家族･知人の送迎･同乗

⑦路線バス

⑧コミバス等

⑨コミバス等（登録制･予約制）

⑩職場･学校･病院等の送迎

⑪鉄道（小浜線）

⑫鉄道（小浜線以外）

[n=536]

0.6%

2.1%

0.6%

70.2%

1.9%

21.6%

3.2%

1.9%

0.8%

0.2%

6.3%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①徒歩のみ

②自転車

③バイク

④クルマ（運転）

⑤タクシー

⑥家族･知人の送迎･同乗

⑦路線バス

⑧コミバス等

⑨コミバス等（登録制･予約制）

⑩職場･学校･病院等の送迎

⑪鉄道（小浜線）

⑫鉄道（小浜線以外）

[n=620]



6564

《外出時の移動手段の選択状況、行動パターンについて》 

 

●他の市町への移動手段は、大半が「クルマ」 

「小浜線」を利用する人は少数 
「バス等」の利用者は僅少で、「送迎･同乗」のほうが上回っている。 

 

他の市町の普段の買い物先への移動手段 

 

他の市町の通院先への移動手段 

 
６市町単純計 

0.6%

4.3%

0.7%

80.4%

0.6%

11.6%

2.2%

0.7%

0.7%

0.6%

1.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①徒歩のみ

②自転車

③バイク

④クルマ（運転）

⑤タクシー

⑥家族･知人の送迎･同乗

⑦路線バス

⑧コミバス等

⑨コミバス等（登録制･予約制）

⑩職場･学校･病院等の送迎

⑪鉄道（小浜線）

⑫鉄道（小浜線以外）

[n=536]

0.6%

2.1%

0.6%

70.2%

1.9%

21.6%

3.2%

1.9%

0.8%

0.2%

6.3%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①徒歩のみ

②自転車

③バイク

④クルマ（運転）

⑤タクシー

⑥家族･知人の送迎･同乗

⑦路線バス

⑧コミバス等

⑨コミバス等（登録制･予約制）

⑩職場･学校･病院等の送迎

⑪鉄道（小浜線）

⑫鉄道（小浜線以外）

[n=620]

●市町外へ出かけた際は、複数の場所を回る人が多数 

 

 

 
６市町単純計 

 

 

  

22.8%

30.6%

60.6%

25.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①「通勤･通学」の帰りに

「通院･買い物･趣味･遊び等」の

立ち寄りをすることが多い

②「通院」ででかけた時は、

「買い物や趣味･遊び等」の

立ち寄りをすることが多い

③「買い物や趣味･遊び等」で

出かけた時は、「2か所以上」の

場所に行くことが多い

④出かけた時は、

「1か所だけ」に

行って帰ることが多い

お出かけについて当てはまること

[n=1904]
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《公共交通の満足状況、改善希望等について》 

 

●バス等や小浜線を「使わないのでよく知らない」という人が多数 

⇒クルマ志向であるため、公共交通が選択肢にない。 

 

 

 
６市町単純計 

 
 

 

 

 

  

7.3%

5.6%

11.6%

20.3%

12.8%

11.0%

2.1%

1.5%

3.1%

8.2%

64.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行曜日

②始発便の時刻

③最終便の時刻

④日中の便の時刻

⑤行きたい場所に

行くコースがあるか

⑥目的地の施設と

バス停の位置関係

⑦バス停の快適さ

⑧車内の雰囲気や

乗務員の親切さ

⑨その他

⑩特にない･

今のままで良い

⑪使わないので

よく知らない

路線バス･コミバス等について不満な点

[n=1913]

よく知らないという人
が、圧倒的に多い 

便のこと 

コースのこと 
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《公共交通の満足状況、改善希望等について》 

 

●バス等や小浜線を「使わないのでよく知らない」という人が多数 

⇒クルマ志向であるため、公共交通が選択肢にない。 

 

 

 
６市町単純計 

 
 

 

 

 

  

7.3%

5.6%

11.6%

20.3%

12.8%

11.0%

2.1%

1.5%

3.1%

8.2%

64.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行曜日

②始発便の時刻

③最終便の時刻

④日中の便の時刻

⑤行きたい場所に

行くコースがあるか

⑥目的地の施設と

バス停の位置関係

⑦バス停の快適さ

⑧車内の雰囲気や

乗務員の親切さ

⑨その他

⑩特にない･

今のままで良い

⑪使わないので

よく知らない

路線バス･コミバス等について不満な点

[n=1913]

よく知らないという人
が、圧倒的に多い 

便のこと 

コースのこと 

●（記述された中では、）バス等･小浜線の「便数」、「最終便」、バス等の「コース」、小浜線の「運

休」、外出全体の「費用」、「乗り継ぎ」に関することが多い。 

「わかりにくい」との声も多い（バス等への希望は、主に市町内のこと）。 

 
６市町単純計 

  

6.9%

2.2%

10.7%

23.9%

10.1%

8.3%

1.7%

1.6%

1.9%

0.7%

2.4%

3.5%

15.9%

23.5%

5.0%

4.5%

17.8%

1.8%

0.8%

4.8%

2.6%

0.6%

2.6%

15.1%

12.9%

9.4%

9.0%

19.3%

8.6%

2.6%

2.7%

0% 10% 20% 30%

①運行曜日

②始発便の時刻

③最終便の時刻

④日中の便の時刻

⑤行きたい場所に行くコースがあるか

⑥目的地の施設とバス停の位置関係

⑦バス停の快適さ

⑧車内の雰囲気や乗務員の親切さ

⑨その他

⑩特にない･今のままで良い

⑪使わないのでよく知らない

⑫始発便の時刻

⑬最終便の時刻

⑭日中の便の時刻

⑮列車のスピード

⑯遅延の回数

⑰運休の回数･区間

⑱駅･待合室の快適さ

⑲車内の雰囲気や乗務員の親切さ

⑳行きたい場所が駅の近くにない

㉑その他

㉒特にない･今のままで良い

㉓使わないのでよく知らない

㉔外出にかかる全体の交通費

㉕行きたい場所(目的地)に
鉄道･バス等で行けるか

㉖自分の市町の乗物、

乗り継ぎ等のわかりやすさ

㉗他の市町の乗物、

乗り継ぎ等のわかりやすさ

㉘電車、バスの乗り継ぎの距離･ダイヤ等

㉙乗り降り･乗り換えのしやすさ（バリアフリー）

㉚自転車と、電車･バスを使うときの便利さ

㉛その他

鉄道･バス等について改善してほしいこと

乗り継ぎ
案内等

バス等

JR小浜線

［ｎ＝947］ 
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《将来に向けた居住者の意識について》 

 

●将来の「移動手段に不安」を感じる人が多く、「公共交通の充実」に前向きな意見も多い。  

●「公共交通と人が中心で、人でにぎわうまち」を望む人が多い。  

 

 

 
６市町単純計 

74.9%

43.3%

25.8%

47.1%

5.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分や家族がマイカー

を運転できなくなる

②利用者が減り電車･

バス等が減便・廃止になる

③外出の費用が

自分にとって負担になる

④体が弱くなり駅施設、

乗り物の利用が難しくなる

⑤特に不安を感じない

⑥その他

将来の交通手段について不安に感じること

[n=1973]

25.5%

42.0%

6.2%

8.9%

22.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①マイカーでのアクセスが

中心（便利）で、クルマが集まる

駅前･駅周辺になる

②電車･バス･タクシー等や徒歩･

自転車が中心(便利)で、“ひと”で

にぎわう駅前･駅周辺になる

③クルマもひとも少なく、

静かな駅前･駅周辺になる

④今のままでよい

⑤わからない

「駅前や駅周辺」が将来どのようになってほしいか

[n=1837]

将来の移動手段につ
いて不安に感じる人

が多い 

公共交通と人が 
中心のまち 

になってほしい人 

クルマ中心のまち
を望む人も存在 
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《将来に向けた居住者の意識について》 

 

●将来の「移動手段に不安」を感じる人が多く、「公共交通の充実」に前向きな意見も多い。  

●「公共交通と人が中心で、人でにぎわうまち」を望む人が多い。  

 

 

 
６市町単純計 

74.9%

43.3%

25.8%

47.1%

5.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分や家族がマイカー

を運転できなくなる

②利用者が減り電車･

バス等が減便・廃止になる

③外出の費用が

自分にとって負担になる

④体が弱くなり駅施設、

乗り物の利用が難しくなる

⑤特に不安を感じない

⑥その他

将来の交通手段について不安に感じること

[n=1973]

25.5%

42.0%

6.2%

8.9%

22.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①マイカーでのアクセスが

中心（便利）で、クルマが集まる

駅前･駅周辺になる

②電車･バス･タクシー等や徒歩･

自転車が中心(便利)で、“ひと”で

にぎわう駅前･駅周辺になる

③クルマもひとも少なく、

静かな駅前･駅周辺になる

④今のままでよい

⑤わからない

「駅前や駅周辺」が将来どのようになってほしいか

[n=1837]

将来の移動手段につ
いて不安に感じる人

が多い 

公共交通と人が 
中心のまち 

になってほしい人 

クルマ中心のまち
を望む人も存在 

 

 
６市町単純計 

 

 

  

20.6%

37.9%

42.1%

17.5%

5.1%

17.4%

11.3%

2.3%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①公共交通が大切かどうか、

これまで考えたことは

なかったのでわからない

②一人ひとりが、使える時には

公共交通をもっと利用するよう、

心がけるべき

③アイデアを出し合うなど、

公共交通の充実や利用促進に

みんながもっと積極的に関わるべき

④公共交通のことは

市町の住民ではなく

行政（役所）で考えていくべき

⑤利用者が少なく

不採算なら廃止も

検討すべき

⑥これからは、

必要なだけ税金を使って、

公共交通をもっと充実すべき

⑦税金を使うのはできるだけ抑え、

必要最小限の公共交通に

とどめるべき

⑧公共交通に

税金を使うべきではない

⑨その他

公共交通に対する考え

[n=1880]

公共交通が大
切だと考える
人が多い 

ごく少数だが、否
定的な意見も存在 
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6.高校生へのアンケート 
高校生へのアンケート調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に

示します。   
《通学の移動手段の状況について》 

●●「「小小浜浜線線」」、、「「自自転転車車」」でで通通学学すするる生生徒徒がが多多数数。。通通学学でで「「ババスス等等」」をを使使うう生生徒徒ももいいるるがが、、「「ククルルママのの

送送迎迎･･同同乗乗」」ののほほううがが上上回回っってていいるる。。片片道道ののみみ送送迎迎のの場場合合もも少少ななくくなないい状状況況  

⇒⇒小小浜浜線線はは、、通通学学手手段段のの中中心心。。ババスス等等よよりりもも、、送送迎迎等等がが多多いい。。 
 

登校時の移動手段 

A 高校（敦賀市内） B 高校（若狭町内） 

  

C 高校（小浜市内） D 高校（小浜市内） 

  

6.3%

81.3%

21.9%

0.0%

6.3%

6.3%

0.0%

3.1%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=32]

5.7%

34.3%

42.9%

0.0%

54.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=35]

5.4%

45.9%

29.7%

2.7%

51.4%

0.0%

8.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=37]

20.7%

31.0%

31.0%

0.0%

69.0%

0.0%

6.9%

0.0%

0.0%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=29]

自転車が
突出して

多い 

小浜線が

最も多い 

小浜線が
最も多い 

小浜線が
最も多い 

バス等は少

なく、送迎の
ほうが多い 

バス等はな
く、送迎のほ

うが多い 

バス等は少
なく、送迎の

ほうが多い 

バス等は少
なく、送迎の

ほうが多い 



7170

6.高校生へのアンケート 
高校生へのアンケート調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に

示します。   
《通学の移動手段の状況について》 

●●「「小小浜浜線線」」、、「「自自転転車車」」でで通通学学すするる生生徒徒がが多多数数。。通通学学でで「「ババスス等等」」をを使使うう生生徒徒ももいいるるがが、、「「ククルルママのの

送送迎迎･･同同乗乗」」ののほほううがが上上回回っってていいるる。。片片道道ののみみ送送迎迎のの場場合合もも少少ななくくなないい状状況況  

⇒⇒小小浜浜線線はは、、通通学学手手段段のの中中心心。。ババスス等等よよりりもも、、送送迎迎等等がが多多いい。。 
 

登校時の移動手段 

A 高校（敦賀市内） B 高校（若狭町内） 

  

C 高校（小浜市内） D 高校（小浜市内） 

  

6.3%

81.3%

21.9%

0.0%

6.3%

6.3%

0.0%

3.1%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=32]

5.7%

34.3%

42.9%

0.0%

54.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=35]

5.4%

45.9%

29.7%

2.7%

51.4%

0.0%

8.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=37]

20.7%

31.0%

31.0%

0.0%

69.0%

0.0%

6.9%

0.0%

0.0%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他

[n=29]

自転車が
突出して

多い 

小浜線が

最も多い 

小浜線が
最も多い 

小浜線が
最も多い 

バス等は少

なく、送迎の
ほうが多い 

バス等はな
く、送迎のほ

うが多い 

バス等は少
なく、送迎の

ほうが多い 

バス等は少
なく、送迎の

ほうが多い 

《休日・夏休み等の移動手段について》 

●●休休日日、、夏夏休休みみ等等にに出出かかけけるるととききのの移移動動手手段段はは、、「「小小浜浜線線」」ののほほかか、、「「家家族族等等のの送送迎迎･･同同乗乗」」  

⇒⇒小小浜浜線線はは、、高高校校生生のの活活発発なな余余暇暇のの行行動動ににもも寄寄与与 

休日・夏休み等に出かける時の移動手段 

A 高校（敦賀市内） B 高校（若狭町内） 

  

C 高校（小浜市内） D 高校（小浜市内） 

 
 

0.0%

66.7%

66.7%

0.0%

11.1%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他
[n=9]

7.7%

0.0%

46.2%

0.0%

69.2%

7.7%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他
[n=13]

6.7%

26.7%

33.3%

0.0%

53.3%

13.3%

6.7%

0.0%

6.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他
[n=15]

0.0%

27.3%

54.5%

0.0%

45.5%

9.1%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①徒歩のみ

②自転車

③自動車

（家族･知人の送迎）

④バイク

⑤鉄道

（小浜線）

⑥鉄道

（小浜線以外）

⑦路線バス･

コミバス等（1種類）

⑧路線バス･

コミバス等（2種類以上）

⑨タクシー

⑩その他
[n=11]

小浜線は、通学
だけでなく、 
高校生の余暇に
も役立っている 

家族等の送迎が、

バス等より 
はるかに多い 



72

《高校生の公共交通への改善の希望について》 

 

●●公公共共交交通通へへのの改改善善希希望望はは「「特特にになないい」」ととのの意意見見がが多多数数    

●●((挙挙げげらられれたた中中でではは、、))ババスス等等へへのの希希望望はは少少ななくく、、小小浜浜線線へへのの希希望望がが比比較較的的多多いい状状況況  

 

通学での利用について公共交通に改善してほしいこと 

A 高校（敦賀市内） B 高校（若狭町内） 

  

C 高校（小浜市内） D 高校（小浜市内） 

  
 

 
  

7.7%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

84.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

[n=31][n=13]

34.8%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

0.0%

60.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

[n=34][n=23]

48.0%

12.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

0.0%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

[n=36][n=25]

33.3%

0.0%

0.0%

4.2%

0.0%

0.0%

0.0%

62.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

通 、 通 改善

[n=29][n=24]

全体として、改善の希

望は少ない 

小浜線への希
望が多く、 
バス等への希
望は少ない 
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《高校生の公共交通への改善の希望について》 

 

●●公公共共交交通通へへのの改改善善希希望望はは「「特特にになないい」」ととのの意意見見がが多多数数    

●●((挙挙げげらられれたた中中でではは、、))ババスス等等へへのの希希望望はは少少ななくく、、小小浜浜線線へへのの希希望望がが比比較較的的多多いい状状況況  

 

通学での利用について公共交通に改善してほしいこと 

A 高校（敦賀市内） B 高校（若狭町内） 

  

C 高校（小浜市内） D 高校（小浜市内） 

  
 

 
  

7.7%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

84.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

[n=31][n=13]

34.8%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

0.0%

60.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

[n=34][n=23]

48.0%

12.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

0.0%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

[n=36][n=25]

33.3%

0.0%

0.0%

4.2%

0.0%

0.0%

0.0%

62.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道

②路線バス･コミバス等

③タクシー

④鉄道とバスの乗り継ぎ

⑤バス停

⑥駅

⑦その他

⑧特にない

通 、 通 改善

[n=29][n=24]

全体として、改善の希

望は少ない 

小浜線への希
望が多く、 
バス等への希
望は少ない 

《送迎をしてもらっている高校生の意識について》 

●「送迎者の負担になっている」と思う生徒が多い。   

 

４校単純計 

 
《将来に向けた高校生の意識について》 

  ●将来のライフスタイルについて、「公共交通（＋徒歩）中心」を 

 望む生徒、「クルマ中心」を望む生徒が、それぞれ存在 

 
４校単純計 

 

52.3%

14.8%

4.5%

25.0%

3.4%

0% 20% 40% 60%

①負担になっている

（できれば回数を減らしたいと

思っている）と思う

②送迎者の外出のついでなので、

なっていないと思う

③一緒に行くのを楽しんでいる、

または会話する大切な時間

なので、なっていないと思う

④わからない

⑤その他

送迎者にとって、送迎が負担になっていると思うか

[n=88]

19.8%

26.7%

39.7%

13.7%

0% 20% 40%

①公共交通（+徒歩）が

便利でも、なるべくクルマを

使った暮らしがしたい

②公共交通（+徒歩）が

便利なら、なるべくクルマを

使わない暮らしがしたい

③公共交通が便利でも、

クルマと公共交通を

用事等によって使い分けたい

④わからない

卒業後に住むところで

どのようなスタイルの暮らしをしたいか

[n=131]

送迎者の負担になって
いる、と認識している

生徒が多数 

クルマ中心の
ライフスタイル
を希望 

公共交通中心の

ライフスタイルを
希望 
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●高校生の時点では、嶺南地域の駅前や周辺の将来について、 

        「公共交通と人が中心で、人でにぎわうまち」を望む生徒が比較的多い。 

●高校生の時点では、クルマ志向が強いわけではない。 

 

 
４校単純計 

 

  

9.4%

57.5%

2.4%

21.3%

9.4%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①移動やアクセスは、

マイカーが中心（便利）で、

車でにぎわう駅前･駅周辺になる

②移動やアクセスは、

電車･バス･タクシー等や

徒歩･自転車が中心(便利)で、

"ひと"で賑わう駅前･駅周辺になる

③クルマもひとも少なく、

静かな駅前･駅周辺になる

④今のままでよい

⑤わからない

⑥その他

将来、嶺南地域の交通とまちが

どのようになってほしいか

[n=127]

公共交通と“ひと”
が中心の駅、駅前
を望む生徒が多数 
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●高校生の時点では、嶺南地域の駅前や周辺の将来について、 

        「公共交通と人が中心で、人でにぎわうまち」を望む生徒が比較的多い。 

●高校生の時点では、クルマ志向が強いわけではない。 

 

 
４校単純計 

 

  

9.4%

57.5%

2.4%

21.3%

9.4%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①移動やアクセスは、

マイカーが中心（便利）で、

車でにぎわう駅前･駅周辺になる

②移動やアクセスは、

電車･バス･タクシー等や

徒歩･自転車が中心(便利)で、

"ひと"で賑わう駅前･駅周辺になる

③クルマもひとも少なく、

静かな駅前･駅周辺になる

④今のままでよい

⑤わからない

⑥その他

将来、嶺南地域の交通とまちが

どのようになってほしいか

[n=127]

公共交通と“ひと”
が中心の駅、駅前
を望む生徒が多数 

7.観光客・来院者・買い物客へのアンケート 

①観光客への聞き取り調査 

観光客への聞き取り調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に示

します。  
 

《鉄道、クルマの観光客の観光スタイルについて》 

 
●●鉄鉄道道ででのの観観光光客客のの嶺嶺南南地地域域のの滞滞在在時時間間はは、、ククルルママででのの観観光光客客よよりり長長いい。。    

嶺南地域内の滞在時間 

敦賀駅 道の駅若狭おばま 

  
 
 

●●敦敦賀賀駅駅へへのの観観光光客客のの行行きき先先はは、、ほほととんんどどがが敦敦賀賀市市内内でで、、周周遊遊はは少少数数派派  

行き先 

敦賀駅 道の駅若狭おばま 

  
 

0.0%

8.6%

60.3%

24.1%

6.9%

0% 20% 40% 60%

①半日未満

②半日くらい

③1日

④2日

⑤3日以上

[n=58]

23.6%

36.4%

27.3%

9.1%

3.6%

0% 20% 40% 60%

①半日未満

②半日くらい

③1日

④2日

⑤3日以上

[n=55]

74.1%
5.2%

19.0%
12.1%
0.0%
3.4%
3.4%
6.9%
1.7%
0.0%
5.2%
0.0%
0.0%
0.0%
6.9%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県

⑫富山県

⑬新潟県

⑭東海

⑮その他

[n=58]

23.6%
0.0%

27.3%
78.2%

0.0%
0.0%

21.8%
3.6%
9.1%
3.6%

18.2%
1.8%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県

⑫富山県

⑬新潟県

⑭東海

⑮その他

[n=55]

駅の観光客の方が 
滞在時間が長い 

ほとんどが、 
敦賀市で 

周遊は少数派 

ほとんどが 
小浜市 

他地域の周遊も 
少なくない 
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●●観観光光客客がが嶺嶺南南地地域域ををままわわるるととききにに、、使使うう（（使使っったた））移移動動手手段段  

● 

 
嶺南地域内での移動手段 

敦賀駅  道の駅若狭おばま 

 

 

 
 

  

0.0%

5.2%

29.3%

13.8%

24.1%

0.0%

12.1%

0.0%

3.4%

13.8%

0.0%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自動車（マイカー）

②自動車（レンタカー）

③親戚・知人等のクルマ

④JR小浜線

⑤バス(路線バス･

コミュニティバス･巡回バス等)

⑥観光バス･団体バス

⑦タクシー

⑧バイク

⑨自転車

⑩徒歩のみ

⑪その他

⑫わからない･

決めていない
[n=58]

83.6%

1.8%

1.8%

0.0%

0.0%

5.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自動車（マイカー）

②自動車（レンタカー）

③親戚・知人等のクルマ

④JR小浜線

⑤バス(路線バス･

コミュニティバス･巡回バス等)

⑥観光バス･団体バス

⑦タクシー

⑧バイク

⑨自転車

⑩徒歩のみ

⑪その他

⑫わからない･

決めていない
[n=55]

小浜線、バス等
37.9％ 

 

クルマ 
34.5％ 
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●●観観光光客客がが嶺嶺南南地地域域ををままわわるるととききにに、、使使うう（（使使っったた））移移動動手手段段  

● 

 
嶺南地域内での移動手段 

敦賀駅  道の駅若狭おばま 

 

 

 
 

  

0.0%

5.2%

29.3%

13.8%

24.1%

0.0%

12.1%

0.0%

3.4%

13.8%

0.0%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自動車（マイカー）

②自動車（レンタカー）

③親戚・知人等のクルマ

④JR小浜線

⑤バス(路線バス･

コミュニティバス･巡回バス等)

⑥観光バス･団体バス

⑦タクシー

⑧バイク

⑨自転車

⑩徒歩のみ

⑪その他

⑫わからない･

決めていない
[n=58]

83.6%

1.8%

1.8%

0.0%

0.0%

5.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自動車（マイカー）

②自動車（レンタカー）

③親戚・知人等のクルマ

④JR小浜線

⑤バス(路線バス･

コミュニティバス･巡回バス等)

⑥観光バス･団体バス

⑦タクシー

⑧バイク

⑨自転車

⑩徒歩のみ

⑪その他

⑫わからない･

決めていない
[n=55]

小浜線、バス等
37.9％ 

 

クルマ 
34.5％ 

 

《鉄道、クルマでの観光の選択理由について》 

●●ククルルママででのの観観光光客客はは「「他他がが思思いいつつかかなないい」」、、次次いいでで「「周周遊遊にに便便利利」」、、ダダイイヤヤ等等がが不不便便  

 

２か所単純計 

  

  

●●電電車車･･ババススででのの観観光光客客はは、、「「電電車車・・ババススがが好好きき」」「「おお酒酒をを飲飲みみたたいい」」  

  

 
２か所単純計 

 

40.6%

4.3%

0.0%

0.0%

53.6%

2.9%

7.2%

1.4%

4.3%

14.5%

8.7%

2.9%

7.2%

0% 20% 40%

①他の手段のことは思いつかなかった

②交通費が安い

③疲れない

④時間がかからない

⑤行きたい所を回るのに便利だから

⑥荷物が多いから

⑦子供がいるから

⑧お年寄りがいるから

⑨電車･バス等のことをよく知らない

⑩電車･バス等はダイヤ･コースが不便

⑪クルマの運転が好き

⑫電車･バス等は調べるのが面倒

⑬その他

クルマを選択した理由

[n=69]

66.7%

6.7%

16.7%

3.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

23.3%

33.3%

6.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①他の手段のことは思いつかなかった

②交通費が安い

③疲れない

④時間がかからない

⑤行きたい所を回るのに便利だから

⑥荷物が多いから

⑦子供がいるから

⑧お年寄りがいるから

⑨クルマを運転できない･したくない

⑩お酒を飲みたいから

⑪電車･バス等の旅が好き

⑫電車･バス等は安全

⑬その他

電車･バス等を選択した理由

[n=30]

クルマ利用しか 
思いつかない 

クルマは 
回るのに便利 

お酒が飲める、 
電車･バスの旅が 

好き 

電車・バスは 
ダイヤ等が不便 
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《観光客の今後の意向について》 

 

●●特特にに敦敦賀賀駅駅のの観観光光客客でで、、ももっっとと周周遊遊ししたたいいとといいうう意意向向がが高高くくななっってていいるる。。  

 

周遊への意向 

敦賀駅 道の駅若狭おばま 

  
 

 

 

●●今今回回周周遊遊ししななかかっったた理理由由はは、、「「時時間間ががかかかかるる」」「「よよくく知知ららなないい」」  

 

 

２か所単純計 

 

  

55.2%

10.3%

12.1%

22.4%

0% 20% 40% 60%

①思う

②少し思う

③思わない

④行ける場所を

よく知らない

[n=58]

27.3%

30.9%

18.2%

23.6%

0% 20% 40% 60%

①思う

②少し思う

③思わない

④行ける場所を

よく知らない

[n=55]

22.5%

7.0%

42.3%

2.8%

0.0%

5.6%

38.0%

0% 20% 40%

①行ける場所を

よく知らない

②ちょうどよい

電車・バス等がない

③（たくさん回ると…）

時間がかかる

④（たくさん回ると…）

疲れる（疲れた）

⑤（たくさん回ると…）

お金がかかる

⑥その他

⑦特に理由はない

他の場所をまわらない理由

[n=71]

駅の観光客 
の方が、周遊への 

意向がある 

周遊できる 
場所をよく 
知らない 

周遊には 
時間がかかる 

イメージ 
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《観光客の今後の意向について》 

 

●●特特にに敦敦賀賀駅駅のの観観光光客客でで、、ももっっとと周周遊遊ししたたいいとといいうう意意向向がが高高くくななっってていいるる。。  

 

周遊への意向 

敦賀駅 道の駅若狭おばま 

  
 

 

 

●●今今回回周周遊遊ししななかかっったた理理由由はは、、「「時時間間ががかかかかるる」」「「よよくく知知ららなないい」」  

 

 

２か所単純計 

 

  

55.2%
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22.4%

0% 20% 40% 60%
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[n=58]

27.3%

30.9%

18.2%

23.6%

0% 20% 40% 60%

①思う

②少し思う

③思わない

④行ける場所を

よく知らない

[n=55]

22.5%

7.0%

42.3%

2.8%

0.0%

5.6%

38.0%

0% 20% 40%

①行ける場所を

よく知らない

②ちょうどよい

電車・バス等がない

③（たくさん回ると…）

時間がかかる

④（たくさん回ると…）

疲れる（疲れた）

⑤（たくさん回ると…）

お金がかかる

⑥その他

⑦特に理由はない

他の場所をまわらない理由

[n=71]

駅の観光客 
の方が、周遊への 

意向がある 

周遊できる 
場所をよく 
知らない 

周遊には 
時間がかかる 

イメージ 

●●今今後後のの希希望望はは、、「「小小浜浜線線のの利利便便性性」」「「周周遊遊ココーースス」」「「周周遊遊すするる乗乗りり物物」」「「周周遊遊ききっっぷぷ」」等等 

 
２か所単純計 

 
  

54.6%

0.0%

6.7%

7.6%

5.9%

22.7%

21.8%

51.3%

10.1%

42.9%

45.4%

10.1%

16.8%

23.5%

7.6%

5.9%

4.2%

0.0%

8.4%

0% 20% 40% 60%

①JR小浜線が、もっと便利になる

②JR小浜線の運休･遅延等が減る

③（嶺南の）電車、バス等が、

もっと分かりやすくなる

（現地に来る前に）

④（嶺南の）電車、バス等が、

もっと分かりやすくなる

（現地に来てから）

⑤他の地域～嶺南地域の

行き来が便利になる

⑥観光スポットを「周遊」する

バス等のコース（ツアー）ができる

⑦観光スポットを「周遊」する

バス等のコース

（乗り降り自由）ができる

⑧観光スポットを「周遊」する

バス等のコース（小浜線と組合せて、

乗り降り自由）ができる

⑨観光スポットを「早く」

回るバス等（乗っている間は

楽しくなくても）ができる

⑩「見た目」も楽しい、特徴ある

「車両（乗り物）」の周遊バス、

または、列車が登場

⑪「乗っている時間」も楽しい

、周遊バス、または、列車の

「企画」が登場

⑫「バス等」での観光の

「おトクな周遊きっぷ」ができる

⑬「小浜線とバス等」での観光の

「おトクな周遊きっぷ」ができる

⑭「乗り物」と、「観光スポット

、お店等」がタイアップした

「特典つき周遊きっぷ」ができる

⑮「自転車（スポーツサイクル、

電動レンタサイクル）」で、

「電車」に乗れるようになる

⑯「自転車」と、電車・バス等での

観光の「おトクな周遊きっぷ」ができる

⑰レンタカーがもっと増える

⑱タクシーがもっと増える

⑲その他

電車･バス等について、あったらいいもの

[n=119]

小浜線 

周遊する 
乗り物 

乗ることが 
楽しい 

企画きっぷ 
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②来院者への聞き取り調査 

来院者への聞き取り調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に示

します。  
 

《市外からの来院状況について》 

 

●●敦敦賀賀病病院院へへはは美美浜浜町町･･若若狭狭町町かかららのの来来院院がが多多くく、、小小浜浜病病院院へへはは若若狭狭町町･･おおおおいい町町･･高高浜浜町町かかららのの来来

院院がが多多いい。。  

  

お住まい 

市立敦賀病院 杉田玄白記念公立小浜病院 

  
 

●●市市外外かかららのの来来院院者者はは、、大大半半ががククルルママをを利利用用。。送送迎迎･･同同乗乗もも少少ななくくなないい。。  

  

来院手段 

市立敦賀病院 杉田玄白記念公立小浜病院 

  

0.0%

43.2%

43.2%

2.7%

0.0%

0.0%

2.7%

0.0%

0.0%

8.1%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県･富山県

⑫その他

[n=37]

2.9%

0.0%

58.8%

0.0%

17.6%

11.8%

2.9%

0.0%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県･富山県

⑫その他

[n=34]

2.7%
0.0%
0.0%
2.7%

64.9%
32.4%

2.7%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60%

①JR小浜線

②その他の鉄道

③路線バス

④コミュニティバス･巡回バス等

⑤クルマ（自分で運転）

⑥クルマ（送迎･同乗）

⑦タクシー

⑧徒歩のみ

⑨自転車のみ

⑩その他の送迎

⑪その他
[n=37]

0.0%
0.0%
0.0%
5.9%

67.6%
26.5%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60%

①JR小浜線

②その他の鉄道

③路線バス

④コミュニティバス･巡回バス等

⑤クルマ（自分で運転）

⑥クルマ（送迎･同乗）

⑦タクシー

⑧徒歩のみ

⑨自転車のみ

⑩その他の送迎

⑪その他
[n=34]

美浜町･ 

若狭町から 

若狭町･おおい町 
･高浜町から 

大半が 
クルマで来院 
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②来院者への聞き取り調査 

来院者への聞き取り調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に示

します。  
 

《市外からの来院状況について》 

 

●●敦敦賀賀病病院院へへはは美美浜浜町町･･若若狭狭町町かかららのの来来院院がが多多くく、、小小浜浜病病院院へへはは若若狭狭町町･･おおおおいい町町･･高高浜浜町町かかららのの来来

院院がが多多いい。。  

  

お住まい 

市立敦賀病院 杉田玄白記念公立小浜病院 

  
 

●●市市外外かかららのの来来院院者者はは、、大大半半ががククルルママをを利利用用。。送送迎迎･･同同乗乗もも少少ななくくなないい。。  

  

来院手段 

市立敦賀病院 杉田玄白記念公立小浜病院 

  

0.0%

43.2%

43.2%

2.7%

0.0%

0.0%

2.7%

0.0%

0.0%

8.1%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県･富山県

⑫その他

[n=37]

2.9%

0.0%

58.8%

0.0%

17.6%

11.8%

2.9%

0.0%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県･富山県

⑫その他

[n=34]

2.7%
0.0%
0.0%
2.7%

64.9%
32.4%

2.7%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60%

①JR小浜線

②その他の鉄道

③路線バス

④コミュニティバス･巡回バス等

⑤クルマ（自分で運転）

⑥クルマ（送迎･同乗）

⑦タクシー

⑧徒歩のみ

⑨自転車のみ

⑩その他の送迎

⑪その他
[n=37]

0.0%
0.0%
0.0%
5.9%

67.6%
26.5%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60%

①JR小浜線

②その他の鉄道

③路線バス

④コミュニティバス･巡回バス等

⑤クルマ（自分で運転）

⑥クルマ（送迎･同乗）

⑦タクシー

⑧徒歩のみ

⑨自転車のみ

⑩その他の送迎

⑪その他
[n=34]

美浜町･ 

若狭町から 

若狭町･おおい町 
･高浜町から 

大半が 
クルマで来院 

 
●●来来院院後後、、買買いい物物先先等等にに立立ちち寄寄るる人人がが多多いい。。立立ちち寄寄りり先先はは、、大大半半がが市市内内 

 

 
２病院単純計 

 

《来院者の意向等について》 

●●ででききれればば、、ババスス･･小小浜浜線線等等でで通通院院ししたたいい人人がが存存在在 

 
２病院単純計 

30.0%

70.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①そのまま帰ることが多い

②立ち寄ることが多い

来院後の立ち寄りの有無

[n=70]

83.7%

38.8%

2.0%

0.0%

2.0%

2.0%

6.1%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①買い物

②食事

③他の病院への通院

④趣味･遊び

⑤家族･知人と会う

⑥役所･銀行等

⑦仕事･通学

⑧その他

来院後の立ち寄りの用事

[n=49]

6.9%

24.1%

58.6%

10.3%

0% 20% 40% 60%

①思う

②少し思う

③思わない

④考えたことがない

バスや小浜線で通院したいと思うか

[n=58]

病院のあと 
立ち寄りが多い 

病院のあと 

買い物･食事 

バス･小浜線で 
通院したい人が 

存在 

バスや小浜線等で通院したいと思うか 
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●●「「ククルルママ以以外外ででのの通通院院をを考考ええたたここととががなないい」」人人もも多多数数  

 
２病院単純計 

40.8%

23.9%

8.5%

7.0%

25.4%

23.9%

25.4%

8.5%

7.0%

12.7%

15.5%

5.6%

5.6%

0.0%

2.8%

5.6%

2.8%

2.8%

1.4%

4.2%

21.1%

0% 20% 40%

①特に理由はない

･考えたことがない

②いくつかの場所を

回るのに不便だから

③全体的にお金が

高くつくから

④遅延･運休が

あるから

⑤バス等のダイヤが

合わないから

⑥小浜線のダイヤが

合わないから

⑦いつでもすぐ乗れる

わけではないから

⑧ダイヤや乗継を

調べるのが面倒だから

⑨出かけた先のバス等が

わかりにくい･不安

⑩全体的に時間が

かかるから

⑪乗り降りが

大変（疲れる）

⑫自宅からバス停

･駅までが遠い

⑬病院からバス停

･駅までが遠い

⑭他の人に

気を遣うから

⑮バス･小浜線で行くと、乗り換えが

あり、面倒（乗り換えが１回）

⑯バス･小浜線で行くと、乗り換え

があり、面倒（乗り換えが2回以上）

⑰荷物があるから

⑱待つ場所が良くないから

⑲体の具合が良くないから

⑳クルマやタクシーが好きだから

㉑その他

バスや小浜線等で通院しない理由

[n=71]

クルマ以外を 
考えたことが 
ない人が多数 

ダイヤの理由 

疲れる等 

わかりにくい 
面倒 
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●●「「ククルルママ以以外外ででのの通通院院をを考考ええたたここととががなないい」」人人もも多多数数  

 
２病院単純計 

40.8%

23.9%

8.5%

7.0%

25.4%

23.9%

25.4%

8.5%

7.0%

12.7%

15.5%

5.6%

5.6%

0.0%

2.8%

5.6%

2.8%

2.8%

1.4%

4.2%

21.1%

0% 20% 40%

①特に理由はない

･考えたことがない

②いくつかの場所を

回るのに不便だから

③全体的にお金が

高くつくから

④遅延･運休が

あるから

⑤バス等のダイヤが

合わないから

⑥小浜線のダイヤが

合わないから

⑦いつでもすぐ乗れる

わけではないから

⑧ダイヤや乗継を

調べるのが面倒だから

⑨出かけた先のバス等が

わかりにくい･不安

⑩全体的に時間が

かかるから

⑪乗り降りが

大変（疲れる）

⑫自宅からバス停

･駅までが遠い

⑬病院からバス停

･駅までが遠い

⑭他の人に

気を遣うから

⑮バス･小浜線で行くと、乗り換えが

あり、面倒（乗り換えが１回）

⑯バス･小浜線で行くと、乗り換え

があり、面倒（乗り換えが2回以上）

⑰荷物があるから

⑱待つ場所が良くないから

⑲体の具合が良くないから

⑳クルマやタクシーが好きだから

㉑その他

バスや小浜線等で通院しない理由

[n=71]

クルマ以外を 
考えたことが 
ない人が多数 

ダイヤの理由 

疲れる等 

わかりにくい 
面倒 

③買い物客への聞き取り調査 

買い物客への聞き取り調査について、調査結果から、ポイントになると考えられる事項を以下に

示します。  
 

《市外からの来店状況について》 

●●敦敦賀賀市市（（駅駅周周辺辺））のの店店舗舗へへはは、、美美浜浜町町、、若若狭狭町町、、そそのの他他福福井井県県、、関関西西かからら  

小小浜浜市市（（駅駅周周辺辺））のの店店舗舗へへはは、、若若狭狭町町、、おおおおいい町町、、高高浜浜町町かかららのの来来店店がが多多いい。。  

お住まい 

A 店（敦賀駅周辺） B 店（小浜駅周辺） 

  
 

 
●●市市外外かかららのの来来店店客客はは、、いいずずれれももククルルママのの来来店店がが多多くく、、送送迎迎･･同同乗乗もも多多いい。。  

敦敦賀賀市市（（駅駅周周辺辺））でではは電電車車･･ババススででのの来来店店がが比比較較的的多多いい。。  

来店手段 

A 店（敦賀駅周辺） B 店（小浜駅周辺） 

  
  

  

3.0%

33.3%

15.2%

3.0%

0.0%

3.0%

21.2%

0.0%

0.0%

15.2%

0.0%

6.1%

0% 20% 40%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県･富山県

⑫その他

[n=33]

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

52.5%

25.0%

0.0%

2.5%

2.5%

5.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40%

①敦賀市

②美浜町

③若狭町

④小浜市

⑤おおい町

⑥高浜町

⑦その他の福井県

⑧舞鶴市

⑨舞鶴市以外の京都府

⑩その他関西

⑪石川県･富山県

⑫その他

[n=40]

18.2%
3.0%
18.2%

3.0%
39.4%

21.2%
0.0%
3.0%
3.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①JR小浜線

②その他の鉄道

③路線バス

④コミュニティバス･巡回バス等

⑤クルマ（自分で運転）

⑥クルマ（送迎･同乗）

⑦タクシー

⑧徒歩のみ

⑨自転車のみ

⑩その他の送迎

⑪その他

来店手段

[n=33]

2.5%
0.0%
0.0%
0.0%

85.0%
12.5%
0.0%
0.0%
2.5%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①JR小浜線

②その他の鉄道

③路線バス

④コミュニティバス･巡回バス等

⑤クルマ（自分で運転）

⑥クルマ（送迎･同乗）

⑦タクシー

⑧徒歩のみ

⑨自転車のみ

⑩その他の送迎

⑪その他
[n=40]

美浜町･ 
若狭町から 

若狭町･おおい町･ 
高浜町から 

クルマが多い 

クルマが 
ほとんど 
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●●他他店店のの買買いい物物等等にに立立ちち寄寄るる人人がが多多いい。。立立ちち寄寄りり先先はは、、大大半半がが市市内内  

  

 

 

 
２店舗単純計 

 

 
 

  

47.2%

20.8%

31.9%

0% 20% 40%

①立ち寄ることが多い

②ときどき立ち寄る

③ほとんど立ち寄らない

来店前の立ち寄りの有無

[n=72]

21.1%

32.4%

46.5%

0% 20% 40%

①立ち寄ることが多い

②ときどき立ち寄る

③ほとんど立ち寄らない

来店後の立ち寄りの有無

[n=71]

74.0%

24.0%

26.0%

6.0%

12.0%

2.0%

0.0%

2.0%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①他店での買い物

②食事

③通院

④趣味･遊び

⑤家族･知人と会う

⑥役所･銀行等

⑦仕事

⑧通学

⑨その他

来店前の立ち寄りの用事

[n=50]

来店前の 
立ち寄り 

来店後の 
立ち寄り 

来店前後に 
他店･食事･通院 
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●●他他店店のの買買いい物物等等にに立立ちち寄寄るる人人がが多多いい。。立立ちち寄寄りり先先はは、、大大半半がが市市内内  

  

 

 

 
２店舗単純計 

 

 
 

  

47.2%

20.8%

31.9%

0% 20% 40%

①立ち寄ることが多い

②ときどき立ち寄る

③ほとんど立ち寄らない

来店前の立ち寄りの有無

[n=72]

21.1%

32.4%

46.5%

0% 20% 40%

①立ち寄ることが多い

②ときどき立ち寄る

③ほとんど立ち寄らない

来店後の立ち寄りの有無

[n=71]

74.0%

24.0%

26.0%

6.0%

12.0%

2.0%

0.0%

2.0%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①他店での買い物

②食事

③通院

④趣味･遊び

⑤家族･知人と会う

⑥役所･銀行等

⑦仕事

⑧通学

⑨その他

来店前の立ち寄りの用事

[n=50]

来店前の 
立ち寄り 

来店後の 
立ち寄り 

来店前後に 
他店･食事･通院 

《来店客の意向について》 

●できれば、バス･小浜線等で来店したい人が存在 

 

 
２店舗単純計 

 

 
  

8.5%

22.0%

57.6%

11.9%

0% 20% 40% 60%

①思う

②少し思う

③思わない

④考えたことがない

バス･小浜線等で買い物に行きたいと思うか

[n=59]

バス･小浜線で 
買い物したい 
人が存在 
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●●ククルルママででのの来来店店のの理理由由はは、、「「ダダイイヤヤがが不不便便」」次次いいでで「「いいくくつつかかのの場場所所をを回回るるののにに便便利利」」 

 
２店舗単純計 

 

21.3%

36.1%

4.9%

1.6%

29.5%

23.0%

45.9%

14.8%

8.2%

24.6%

1.6%
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⑤バス等のダイヤが
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⑥小浜線のダイヤが
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わけではないから

⑧ダイヤや乗継を
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⑪乗り降りが

大変（疲れる）

⑫自宅からバス停

･駅までが遠い

⑬お店からバス停

･駅までが遠い

⑭他の人に

気を遣うから

⑮バス･小浜線で行くと、乗り換え

があり、面倒（乗り換えが１回）

⑯バス･小浜線で行くと、乗り換え

があり、面倒（乗り換えが2回以上）

⑰荷物があるから

⑱待つ場所が良くないから

⑲クルマやタクシーが好きだから

⑳その他

バスや小浜線等で買い物に行かない理由
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時間 
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1. 嶺南地域の公共交通を取り巻く現状 

地域、公共交通の状況、および各種調査結果を集約すると、嶺南地域の公共交通を取り巻く現状･

問題等として、以下の事項が挙げられます。 

 
    地域における公共交通の状況                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●高齢化が進展、外出支援はますます重要 

いずれの市町も少子高齢化が進展。今後、運転免許を返納する高齢者も増えることか

ら、高齢者等への外出支援は、ますます重要になる。 

●●日常生活に必要な施設は概ね各市町に立地、大きな病院・店舗等は敦賀・小浜に立地 

日常生活に必要な店舗や公共施設等は、概ね各市町に立地。ただし、大きな病院･店

舗等は、敦賀市、小浜市に立地。舞鶴市や関西方面等へ出向く人もいる。 

●●小浜線とバス等との接続がよくない 

小浜線利用前後の交通手段は徒歩や自転車が大半を占めており、家族の送迎も多く、

バス等へ乗り継ぐ人はほとんどいない。公共交通への改善希望として、電車とバスの

乗り継ぎに関することが多い。 

●●市町内の外出でコミバス等の充実への要望、市町内に不便地区が点在  

高齢者や公共交通利用者から、コミバス等の充実への要望がある。また、各市町内に

公共交通不便地区が点在している。 

●●小浜線の利用者の固定化  

小浜線の現在の主な利用者は通学･通勤目的であり、他の住民も含め、ほぼ決まった

区間しか利用していない。また、駅から徒歩圏に行く際の利用が大部分である。 

●●小浜線の利便性向上への要望が多い  

特定箇所の大雨や暴風の際に全線が運休する場合があることや、日中、運行間隔が

２時間以上空く時間帯があるなど、ダイヤや運行方法の改善への要望が多い。 

嶺南地域の公共交通の現状と課題 

●●小浜線と主要駅に発着する路線バス、市町内のコミバス等によるネットワークはあ

るが、市町間の移動には利用されていない 

小浜線が東西方向の基軸であり、路線バスやコミバス等が主要駅に発着している

が、概ね市町内のみで運行されている。現状では駅でのコミバス等の利用者が多い

わけではない（市町内での外出に利用されている）。 
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    地域における公共交通の状況                         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    観光周遊における公共交通の状況                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●●公共交通はいずれも利用者が少なく、運営面で厳しい状況 
小浜線、路線バス、各市町のコミバス等とも、利用者が減少しており、厳しい運営状

況にある。 

また、特にバス等については、運転手の確保が困難になっている。 

●●観光客が嶺南地域を回る移動手段として公共交通が選ばれていない  

敦賀駅までは鉄道利用者が大半だが、周遊する際に小浜線やバス等を利用する観光

客は少ない。「行きたいところを回るのに便利」、「ほかの手段が思いつかない」との

理由からクルマを選んでおり、鉄道やバス等を乗り継いで嶺南地域を周遊する観光

客はほとんど見られない。 

 

●●嶺南地域を周遊するスタイルの観光客は少数派、小浜線利用客は、駅徒歩圏等で観光  

  概ね単一の市町を訪れて帰る観光客が大半で、地域内を周遊するような観光客は少

数派。観光での小浜線利用客で、バス等に乗り継ぐ人はわずかで、ほぼ駅から徒歩

圏にしか訪れておらず、周遊できていない。 

●●公共交通による観光地へのアクセスが観光客にとって分かりにくく、公共交通で周

遊する観光イメージがない  

 嶺南地域全体の観光スポットと駅との位置関係や、徒歩、小浜線、バス、タクシー

等で行けるかどうかを知らない、分かりにくい等の声が多数。観光客には、公共交

通で周遊するイメージがない。 

●●北陸新幹線の敦賀開業で観光客の増加が期待されるが、現状のままでは、嶺南地域

全体には波及できないおそれ  

  北陸新幹線の敦賀開業によって、関東･信州方面から嶺南地域への観光客の増加が期

待される。敦賀駅から遠くないエリアの周遊観光にとどまってしまわないよう、北

近畿地域などとの連携が必要である。 

●●観光地が駅から離れて立地、各市町にとって観光振興は大きなテーマ 
嶺南地域では特色ある観光スポットが各市町にあるが、観光地が駅から離れて立地し

ており、大半が駅から徒歩ではアクセスできない位置にある。観光客入込数は海水浴

シーズンが多い。いずれの市町でも、観光は大きなテーマになっている。 

 

●●高校生の大半が小浜線・自転車等で通学、クルマでの送迎も多い  

 大半の高校生が小浜線、自転車等で通学する一方、ダイヤがあわず片道を家族等の

クルマで送迎してもらう生徒も多い。送迎が家族等の負担になっていると認識して

いる生徒も多い。 
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    地域における公共交通の状況                         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    観光周遊における公共交通の状況                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●●公共交通はいずれも利用者が少なく、運営面で厳しい状況 
小浜線、路線バス、各市町のコミバス等とも、利用者が減少しており、厳しい運営状

況にある。 

また、特にバス等については、運転手の確保が困難になっている。 

●●観光客が嶺南地域を回る移動手段として公共交通が選ばれていない  

敦賀駅までは鉄道利用者が大半だが、周遊する際に小浜線やバス等を利用する観光

客は少ない。「行きたいところを回るのに便利」、「ほかの手段が思いつかない」との

理由からクルマを選んでおり、鉄道やバス等を乗り継いで嶺南地域を周遊する観光

客はほとんど見られない。 

 

●●嶺南地域を周遊するスタイルの観光客は少数派、小浜線利用客は、駅徒歩圏等で観光  

  概ね単一の市町を訪れて帰る観光客が大半で、地域内を周遊するような観光客は少

数派。観光での小浜線利用客で、バス等に乗り継ぐ人はわずかで、ほぼ駅から徒歩

圏にしか訪れておらず、周遊できていない。 

●●公共交通による観光地へのアクセスが観光客にとって分かりにくく、公共交通で周

遊する観光イメージがない  

 嶺南地域全体の観光スポットと駅との位置関係や、徒歩、小浜線、バス、タクシー

等で行けるかどうかを知らない、分かりにくい等の声が多数。観光客には、公共交

通で周遊するイメージがない。 

●●北陸新幹線の敦賀開業で観光客の増加が期待されるが、現状のままでは、嶺南地域

全体には波及できないおそれ  

  北陸新幹線の敦賀開業によって、関東･信州方面から嶺南地域への観光客の増加が期

待される。敦賀駅から遠くないエリアの周遊観光にとどまってしまわないよう、北

近畿地域などとの連携が必要である。 

●●観光地が駅から離れて立地、各市町にとって観光振興は大きなテーマ 
嶺南地域では特色ある観光スポットが各市町にあるが、観光地が駅から離れて立地し

ており、大半が駅から徒歩ではアクセスできない位置にある。観光客入込数は海水浴

シーズンが多い。いずれの市町でも、観光は大きなテーマになっている。 

 

●●高校生の大半が小浜線・自転車等で通学、クルマでの送迎も多い  

 大半の高校生が小浜線、自転車等で通学する一方、ダイヤがあわず片道を家族等の

クルマで送迎してもらう生徒も多い。送迎が家族等の負担になっていると認識して

いる生徒も多い。 

 
    住民の暮らしにおける公共交通の状況                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

●●居住者のクルマ志向が強く、クルマ中心のライフスタイル  

いずれの市町の居住者も、クルマ（運転、送迎・同乗）中心のライフスタイルとなっ

ている。クルマ志向が強く、公共交通が移動手段の選択肢にない。 

●●嶺南地域の公共交通が住民に認知・理解されていない  

住民にとって、小浜線、バス等の魅力は親しみや安心感があること。ただし、決まっ

た区間しか利用されず、乗り継ぎ利用は敬遠されている。多くの住民が、小浜線やバ

ス等を使って、どこに行けるか認知･理解していない。よく知らないため、公共交通

を利用するのに抵抗感がある。 

●●将来の交通手段に対する不安や、公共交通と人が中心のにぎやかなまちへの意向  

現在は、クルマ志向・クルマ中心の考え方だが、将来、車の運転ができなくなること

や公共交通機関がなくなることに不安を感じる人が多い。また、将来については公共

交通と人が中心のにぎやかなまちを望む人が多い。 

●●自動車保有台数が多く、運転免許保有率が高い 
住民の自動車保有台数は増加し続け、近年においても微増しており、運転免許保有率

も極めて高い。 
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2. 嶺南地域の公共交通の施策の方向性 

公共交通の現状と、嶺南地域全体のまちづくりの方向性を照らし合わせ、今後、下記のような視点

で、公共交通を考えていくことが重要となります。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嶺南地域の公共交通の施策の方向性 

観光周遊に利用できる 

        公共交通の確保 
・北陸新幹線の敦賀開業に向け、より多くの集客

を促すとともに、嶺南地域全体への拡がりを図

れるよう、観光周遊手段を提供する必要があり

ます。 

・特に、現状では、公共交通による観光地へのア

クセスが分かりにくく、クルマでの来訪客が大

半です。また、周遊するには公共交通が不便な

面があり、嶺南地域を周遊するような観光客は

少数派です。移動手段の面から、この状況を改

善することが必要です。 

日常の移動手段としての    

      公共交通の利便性向上 
・小浜線を東西の基軸とし、通学や買い物、通院

など、日常の市町間での移動、各市町内での移

動等に、より便利となる公共交通の運行方法等

について、検討していく必要があります。 

・今後高齢化が進んだ状況においても、活発な外

出を支援するため、公共交通を充実させる必要

があります。 

・高齢者、高校生等にとって、公共交通は不可欠

ですが、利用客が少なく、また運転手の確保も

厳しい現状にあるため、より多くの人に利用さ

れ、将来まで持続する公共交通を目指す必要が

あります。 

公共交通を中心としたまちづくりや 

      ライフスタイルの定着 
・嶺南地域の住民は、現状では、クルマ志向が高

いため、仮に公共交通が充実したとしても、利

用されずクルマが選択されるおそれがありま

す。 

・地域住民には小浜線やバスのダイヤやルート

が知られておらず、利用するのに抵抗感があり

ます。 

・これらの現状を改善するため、移動手段選択の

考え方・ライフスタイル等を変えるとともに、

公共交通の利用に対する抵抗感を軽減するこ

とが必要です。 

地域における公共交通の状況 

●高齢化が進展、外出支援はますます重要 

●日常生活に必要な施設は概ね各市町に立地、大きな病院・

店舗等は敦賀・小浜に立地 

●小浜線の利用者の固定化 

●小浜線の利便性向上への要望が多い 

●市町内の外出でコミバス等の充実への要望、市町内に不

便地区が点在 

観光周遊における公共交通の状況 

●観光地が駅から離れて立地、各市町にとって観光振興は大

きなテーマ 

●観光客が嶺南地域を回る移動手段として公共交通が選ば

れていない 

●嶺南地域を周遊するスタイルの観光客は少数派、小浜線

利用客は、駅徒歩圏等で観光 

●公共交通による観光地へのアクセスが観光客にとって分か

りにくく、公共交通で周遊する観光イメージがない 

●北陸新幹線の敦賀開業で観光客の増加が期待されるが、

現状のままでは、嶺南地域全体には波及できないおそれ 

●自動車保有台数が多く、運転免許保有率が高い 

●居住者のクルマ志向が強く、クルマ中心のライフスタイル  

●嶺南地域の公共交通が、居住者にも認知・理解されていな

い  

●将来の交通手段に対する不安や、公共交通と人が中心の

にぎやかなまちへの意向 

●高校生の大半が小浜線、自転車で通学、クルマでの送迎も

多い 

●小浜線と主要駅に発着する路線バス、市町内のコミバス等

によるネットワークはあるが、市町間の移動には利用されて

いない 

住民の暮らしにおける公共交通の状況 

●小浜線とバス等との接続がよくない 

●公共交通はいずれも利用者が少なく、運営面で厳しい状況 
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2. 嶺南地域の公共交通の施策の方向性 

公共交通の現状と、嶺南地域全体のまちづくりの方向性を照らし合わせ、今後、下記のような視点

で、公共交通を考えていくことが重要となります。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嶺南地域の公共交通の施策の方向性 

観光周遊に利用できる 

        公共交通の確保 
・北陸新幹線の敦賀開業に向け、より多くの集客

を促すとともに、嶺南地域全体への拡がりを図

れるよう、観光周遊手段を提供する必要があり

ます。 

・特に、現状では、公共交通による観光地へのア

クセスが分かりにくく、クルマでの来訪客が大

半です。また、周遊するには公共交通が不便な

面があり、嶺南地域を周遊するような観光客は

少数派です。移動手段の面から、この状況を改

善することが必要です。 

日常の移動手段としての    

      公共交通の利便性向上 
・小浜線を東西の基軸とし、通学や買い物、通院

など、日常の市町間での移動、各市町内での移

動等に、より便利となる公共交通の運行方法等

について、検討していく必要があります。 

・今後高齢化が進んだ状況においても、活発な外

出を支援するため、公共交通を充実させる必要

があります。 

・高齢者、高校生等にとって、公共交通は不可欠

ですが、利用客が少なく、また運転手の確保も

厳しい現状にあるため、より多くの人に利用さ

れ、将来まで持続する公共交通を目指す必要が

あります。 

公共交通を中心としたまちづくりや 

      ライフスタイルの定着 
・嶺南地域の住民は、現状では、クルマ志向が高

いため、仮に公共交通が充実したとしても、利

用されずクルマが選択されるおそれがありま

す。 

・地域住民には小浜線やバスのダイヤやルート

が知られておらず、利用するのに抵抗感があり

ます。 

・これらの現状を改善するため、移動手段選択の

考え方・ライフスタイル等を変えるとともに、

公共交通の利用に対する抵抗感を軽減するこ

とが必要です。 

地域における公共交通の状況 

●高齢化が進展、外出支援はますます重要 

●日常生活に必要な施設は概ね各市町に立地、大きな病院・

店舗等は敦賀・小浜に立地 

●小浜線の利用者の固定化 

●小浜線の利便性向上への要望が多い 

●市町内の外出でコミバス等の充実への要望、市町内に不

便地区が点在 

観光周遊における公共交通の状況 

●観光地が駅から離れて立地、各市町にとって観光振興は大

きなテーマ 

●観光客が嶺南地域を回る移動手段として公共交通が選ば

れていない 

●嶺南地域を周遊するスタイルの観光客は少数派、小浜線

利用客は、駅徒歩圏等で観光 

●公共交通による観光地へのアクセスが観光客にとって分か

りにくく、公共交通で周遊する観光イメージがない 

●北陸新幹線の敦賀開業で観光客の増加が期待されるが、

現状のままでは、嶺南地域全体には波及できないおそれ 

●自動車保有台数が多く、運転免許保有率が高い 

●居住者のクルマ志向が強く、クルマ中心のライフスタイル  

●嶺南地域の公共交通が、居住者にも認知・理解されていな

い  

●将来の交通手段に対する不安や、公共交通と人が中心の

にぎやかなまちへの意向 

●高校生の大半が小浜線、自転車で通学、クルマでの送迎も

多い 

●小浜線と主要駅に発着する路線バス、市町内のコミバス等

によるネットワークはあるが、市町間の移動には利用されて

いない 

住民の暮らしにおける公共交通の状況 

●小浜線とバス等との接続がよくない 

●公共交通はいずれも利用者が少なく、運営面で厳しい状況 

    

 
 

嶺南地域の公共交通は、人口減少等により利用者は減少傾向にありますが、クルマを運転できない高齢者や

学生等の日常の移動手段として、その重要性はますます高まっており、地域の移動手段として、将来にわたっ

て持続可能な交通ネットワークを構築する必要があります。また、令和５年春には北陸新幹線敦賀開業を控え

ており、地域の軸となる小浜線の各駅を二次交通の拠点として、その開業効果を地域全体に波及させることが

重要です。さらに、小浜・京都ルートによる全線開業を視野に入れ、拠点となる新幹線駅を広域的な核として、

今後の地域の公共交通網の充実について検討していくことが必要です。 

一方、経済・社会・環境の課題を統合的に解決することをめざすＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取組み

が各地で始まっています。ＳＤＧｓの基本理念をふまえ、本計画においても、行政や事業者、地域住民などあら

ゆる主体がそれぞれ連携しながら、課題に積極的に取り組み、将来まで持続する公共交通の実現を目指します。 

 
1. 嶺南地域の公共交通が目指す姿（基本目標） 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

嶺南地域の公共交通が目指す施策の方向性 

 
日常の移動手段としての 
公共交通の利便性向上 

観光周遊に利用できる 
公共交通の確保 

 公共交通を中心とした 
まちづくりやライフスタイルの定着 

基本目標 

将来にわたって 

地域の移動手段として 

持続可能な 

交通ネットワークの構築 

北陸新幹線敦賀開業効果を 

嶺南地域全体に 

波及させるための 

利便性の高い 

二次交通の整備 

 



92

    

2. 今後の取組み（事業） 
本計画の基本目標と施策の方向性に基づき、計画期間において、以下の取組み（事業）を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

観光周遊に利用できる 

公共交通の確保 

公共交通を中心とした 

まちづくりや 

ライフスタイルの定着 

施策の方向性 

日常の移動手段としての 

公共交通の利便性向上 

今後の取組み（事業） 
 

１ 小浜線の増便・利便性の高いダイヤの設定 

２ 敦賀～京都北部（舞鶴市）間の時間短縮 

３ 列車運休時の代替交通手段の確保などの運休対策の強化 

４ 小浜線を補完するバスの運行 

５ 小浜線の運行に応じた接続するバスのダイヤの調整 

６ 各市町現行バス路線等の持続的な運行 

７ 市町を跨ぐ移動手段の充実 

８ 公共交通不便地区における移動手段の確保 

９ バスの運転手の確保・育成 

１０ キャッシュレス化の推進 

１１ ＡＩやＩｏＴ等を活用した新モビリティサービスの導入 

事業１ 公共交通の利便性向上 

１２ 駅周辺への都市機能・居住誘導 

１３ 利用しやすい駅やバス停となるよう環境を整備 

事業２ まちづくりと連携した施策の展開 

１４ 嶺南地域の鉄道・バス等の路線全体が分かる乗り換え 

マップなどの作成 

１５ 嶺南地域内外の移動案内の充実 

１６ 鉄道やバス・タクシー・レンタサイクル等が一体となった

乗り継ぎサービスの提供 

１７ 経路検索システムへのバス情報の掲載 

１８ スマートフォンアプリ等を活用したコンテンツの作成や 

情報発信 

事業３ 公共交通サービス情報の充実 

１９ 観光スポットを周遊する広域バスの運行 

２０ 嶺南の周遊観光に資する観光列車・イベント列車の運行 

２１ 特徴あるバス車両の運行 

２２ 小浜線とバス等を乗り継げる周遊切符の企画 

２３ 小浜線の駅からの移動手段の確保 

２４ 自転車による周遊の促進 

２５ 旅雑誌等による情報発信 

事業４ 観光周遊手段の提供 

２６ 地域住民を対象としたモビリティ・マネジメント 

２７ 児童・生徒を対象としたモビリティ・マネジメント 

２８ 事業所を対象としたモビリティ・マネジメント 

２９ 住民が主体となった活動組織の育成 

３０ 公共交通利用促進グッズの製作 

３１ 沿線自治体による小浜線利用促進助成 

事業５ 公共交通利用を促進する意識の醸成 
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2. 今後の取組み（事業） 
本計画の基本目標と施策の方向性に基づき、計画期間において、以下の取組み（事業）を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

観光周遊に利用できる 

公共交通の確保 

公共交通を中心とした 

まちづくりや 

ライフスタイルの定着 

施策の方向性 

日常の移動手段としての 

公共交通の利便性向上 

今後の取組み（事業） 
 

１ 小浜線の増便・利便性の高いダイヤの設定 

２ 敦賀～京都北部（舞鶴市）間の時間短縮 

３ 列車運休時の代替交通手段の確保などの運休対策の強化 

４ 小浜線を補完するバスの運行 

５ 小浜線の運行に応じた接続するバスのダイヤの調整 

６ 各市町現行バス路線等の持続的な運行 

７ 市町を跨ぐ移動手段の充実 

８ 公共交通不便地区における移動手段の確保 

９ バスの運転手の確保・育成 

１０ キャッシュレス化の推進 

１１ ＡＩやＩｏＴ等を活用した新モビリティサービスの導入 

事業１ 公共交通の利便性向上 

１２ 駅周辺への都市機能・居住誘導 

１３ 利用しやすい駅やバス停となるよう環境を整備 

事業２ まちづくりと連携した施策の展開 

１４ 嶺南地域の鉄道・バス等の路線全体が分かる乗り換え 

マップなどの作成 

１５ 嶺南地域内外の移動案内の充実 

１６ 鉄道やバス・タクシー・レンタサイクル等が一体となった

乗り継ぎサービスの提供 

１７ 経路検索システムへのバス情報の掲載 

１８ スマートフォンアプリ等を活用したコンテンツの作成や 

情報発信 

事業３ 公共交通サービス情報の充実 

１９ 観光スポットを周遊する広域バスの運行 

２０ 嶺南の周遊観光に資する観光列車・イベント列車の運行 

２１ 特徴あるバス車両の運行 

２２ 小浜線とバス等を乗り継げる周遊切符の企画 

２３ 小浜線の駅からの移動手段の確保 

２４ 自転車による周遊の促進 

２５ 旅雑誌等による情報発信 

事業４ 観光周遊手段の提供 

２６ 地域住民を対象としたモビリティ・マネジメント 

２７ 児童・生徒を対象としたモビリティ・マネジメント 

２８ 事業所を対象としたモビリティ・マネジメント 

２９ 住民が主体となった活動組織の育成 

３０ 公共交通利用促進グッズの製作 

３１ 沿線自治体による小浜線利用促進助成 

事業５ 公共交通利用を促進する意識の醸成 

    

３ 本計画に定める事業 
 

 
 
 
 
 
 
【取組み概要】 

 
１ 小浜線の増便・利便性の高いダイヤの設定 

・小浜線は、朝夕の時間帯に通勤・通学客が集中することや、日中時間帯は運行間隔が大きく空

くこともあり、日常生活利用・観光利用の両面から、増便・増結を望む声がある。 

・住民が日常的に使いやすいダイヤや、令和５年３月の北陸新幹線敦賀開業を見据え観光客がよ

り利用しやすいダイヤの実現に向けて、引き続き検討・調整する。 

 ※令和２年３月ダイヤ改正により朝の増便を実施 

 

２ 敦賀～京都北部（舞鶴市）間の時間短縮 

・現在、小浜線では敦賀～舞鶴間の移動に約２時間を要しており、沿線住民から所要時間の短縮

を求める声が上がっている。また、京都北部との連携を含め、北陸新幹線敦賀開業後の小浜線

の観光利用を促進するためにも所要時間の短縮が望ましいことから、実現可能な方策について

の調査・研究を行う。 

 

３ 列車運休時の代替交通手段の確保などの運休対策の強化 

・小浜線には、山沿いなど自然条件の厳しい運行区間も含まれており、安全確保のため大雨や暴

風などによる運休を余儀なくされている。嶺南地域の公共交通の要として大きな役割を担って

いるため、運休した場合には住民生活に与える影響が大きい。 

・このため、運休時の情報提供の拡充に努めるとともに代替交通手段の確保、運休区間の減少の

ための対策などについての調査・研究を行う。 

 

４ 小浜線を補完するバスの運行 

・小浜線が運休した場合に住民に与える影響が大きいことや、小浜線の運行間隔が空いている時

間帯に移動する観光客の移動手段の確保など、需要に応じて小浜線の便を補完する広域バスを

運行する。 

 

５ 小浜線の運行に応じた接続するバスのダイヤの調整 

・小浜線の運行に応じて、利用客の利便性を確保できるよう、接続する路線バス、コミュニティ

バスのダイヤを調整する。 

 

６ 各市町現行バス路線等の持続的な運行 

・市町の状況に応じた現行の路線バス、コミュニティバス等のダイヤやルート、運行方法の見直

しを引き続き実施する。 

 

 

 

 

事業１ 公共交通の利便性向上 

前章までに行った現状把握や課題分析の結果を踏まえ、以下に示す事業・対策を順次検討することと

し、実現可能なものから着手するものとします。なお、社会情勢が変化した場合などは、必要に応じて見

直しを行います。 
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【取組み概要】 

  

７ 市町を跨ぐ移動手段の充実 

・地域住民の利用が多い他市町の病院や大型店などへの移動を容易にするため、路線バスの乗り

継ぎ等を充実させる。 

・コミュニティバスの隣接市町などへの延伸について検討する。 

・市町間の連携・調整を行うため、各市町の地域公共交通会議等で意見交換や議論を実施する。 

  

８ 公共交通不便地区における移動手段の確保 

・バス停や駅から距離のある公共交通不便地区について、地域住民の移動手段を確保するため、

市町の状況に合わせてデマンド型交通や自家用有償旅客運送の導入、タクシー利用への助成等

を行う。 

 

９ バスの運転手の確保・育成 

・少子高齢化や人口減少に伴い、公共交通の運転手の高齢化や人手不足が課題となっている。運

転手を確保・育成するため、交通事業者等が行う働きやすい職場環境の改善や第二種運転免許

取得への補助、運転手のイメージアップに向けたＰＲ活動等を支援する。 

 

１０ キャッシュレス化の推進 

・北陸本線では平成３０年９月に交通系ＩＣカード「ＩＣＯＣＡ」が導入されたことにより、定

期利用者や、県外からの観光客の利便性が大きく向上した。嶺南地域の公共交通機関において

も、このような交通系ＩＣカード等の導入によりキャッシュレス化を推進する。 

 

１１ ＡＩやＩｏＴ等を活用した新モビリティサービスの導入 

・公共交通利用者の利便性や事業者の効率性を向上させるため、ＡＩ運行バスやクルマの自動走

行、グリーンスローモビリティ等、新しい技術による公共交通サービスの実証を行う。 

・民間事業者等の新たな交通手段の研究開発や技術開発等へ支援する。 

※グリーンスローモビリティ…電動で時速 20 ㎞未満で公道を走ることが可能な４人乗り以上の 

パブリックモビリティ 
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【取組み概要】 

  

７ 市町を跨ぐ移動手段の充実 

・地域住民の利用が多い他市町の病院や大型店などへの移動を容易にするため、路線バスの乗り

継ぎ等を充実させる。 

・コミュニティバスの隣接市町などへの延伸について検討する。 

・市町間の連携・調整を行うため、各市町の地域公共交通会議等で意見交換や議論を実施する。 

  

８ 公共交通不便地区における移動手段の確保 

・バス停や駅から距離のある公共交通不便地区について、地域住民の移動手段を確保するため、

市町の状況に合わせてデマンド型交通や自家用有償旅客運送の導入、タクシー利用への助成等

を行う。 

 

９ バスの運転手の確保・育成 

・少子高齢化や人口減少に伴い、公共交通の運転手の高齢化や人手不足が課題となっている。運

転手を確保・育成するため、交通事業者等が行う働きやすい職場環境の改善や第二種運転免許

取得への補助、運転手のイメージアップに向けたＰＲ活動等を支援する。 

 

１０ キャッシュレス化の推進 

・北陸本線では平成３０年９月に交通系ＩＣカード「ＩＣＯＣＡ」が導入されたことにより、定

期利用者や、県外からの観光客の利便性が大きく向上した。嶺南地域の公共交通機関において

も、このような交通系ＩＣカード等の導入によりキャッシュレス化を推進する。 

 

１１ ＡＩやＩｏＴ等を活用した新モビリティサービスの導入 

・公共交通利用者の利便性や事業者の効率性を向上させるため、ＡＩ運行バスやクルマの自動走

行、グリーンスローモビリティ等、新しい技術による公共交通サービスの実証を行う。 

・民間事業者等の新たな交通手段の研究開発や技術開発等へ支援する。 

※グリーンスローモビリティ…電動で時速 20 ㎞未満で公道を走ることが可能な４人乗り以上の 

パブリックモビリティ 

 

  

    

 
 

事業内容 
事業主体 

新規 継続 拡充 
行政

交通 
事業者 地域 

 
● 

 
 

 

 
●  
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【取組み概要】 

  

１２ 駅周辺への都市機能・居住誘導 

・各市町が策定する立地適正化計画や都市計画マスタープラン等の各種計画と連携したまちづく

りをすすめる。 

・嶺南各市町の地域特性を踏まえ、駅周辺に公共施設など各種都市機能の集約や、スマートタウ

ンを整備することにより、居住を誘導する。 

  ※スマートタウン…太陽光発電装置、蓄電池、HEMS（ホーム・エネルギー・マネジメント・システム）を 

搭載したスマートハウスで構成するコンパクトな住宅団地） 

・市街地と郊外を結ぶ公共交通の充実を図り、住民が移動しやすい交通手段を構築する。 

  

１３ 利用しやすい駅やバス停となるよう環境を整備 

・公共交通を利用しやすいまちづくりの一環として小浜線をより快適に利用できるよう、地域性

に合わせた様々な駅の環境整備を実施する。例えば、駅前広場等や待合室の整備、バスやレン

タサイクル等二次交通との結節・案内機能の強化、駅のバリアフリー化を推進する。 

・バスの乗り継ぎ拠点となる待合環境の充実や、民間施設等を活用して待合場所を整備する。 

 
 
 

事業内容 
事業主体 

新規 継続 拡充 
行政

交通 
事業者 地域 

 
  

 
 
  

事業２ まちづくりと連携した施策の展開 
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【取組み概要】 

  

１２ 駅周辺への都市機能・居住誘導 

・各市町が策定する立地適正化計画や都市計画マスタープラン等の各種計画と連携したまちづく

りをすすめる。 

・嶺南各市町の地域特性を踏まえ、駅周辺に公共施設など各種都市機能の集約や、スマートタウ

ンを整備することにより、居住を誘導する。 

  ※スマートタウン…太陽光発電装置、蓄電池、HEMS（ホーム・エネルギー・マネジメント・システム）を 

搭載したスマートハウスで構成するコンパクトな住宅団地） 

・市街地と郊外を結ぶ公共交通の充実を図り、住民が移動しやすい交通手段を構築する。 

  

１３ 利用しやすい駅やバス停となるよう環境を整備 

・公共交通を利用しやすいまちづくりの一環として小浜線をより快適に利用できるよう、地域性

に合わせた様々な駅の環境整備を実施する。例えば、駅前広場等や待合室の整備、バスやレン

タサイクル等二次交通との結節・案内機能の強化、駅のバリアフリー化を推進する。 

・バスの乗り継ぎ拠点となる待合環境の充実や、民間施設等を活用して待合場所を整備する。 

 
 
 

事業内容 
事業主体 

新規 継続 拡充 
行政

交通 
事業者 地域 

 
  

 
 
  

事業２ まちづくりと連携した施策の展開 

    

 
 
 

【取組み概要】 

  

１４ 嶺南地域の鉄道・バス等の路線全体が分かる乗り換えマップなどの作成 

・嶺南地域では、交通事業者や市町等がそれぞれ単独で時刻表や路線マップなどを作成してお

り、小浜線とバスを乗り継いだり、市町間を移動したりする場合にわかりにくい。このため、

小浜線、バス等の乗り換え全体が分かるようなマップを作成し、紙版の配布、パンフレットへ

の掲載、ホームページ・駅の案内板等への掲示を行う。 

・外国人観光客向けに多言語版を作成する。 

 

１５ 嶺南地域内外の移動案内の充実 

・主要駅において、乗り継ぎ可能な小浜線やバス等の公共交通を案内するとともに、案内の多言

語化を進める。 

・若江線や高速バス等、隣接市町や県外への外出に利用可能な公共交通について、案内情報を充

実させ、ＰＲ広報を実施する。 

 

１６ 鉄道やバス・タクシー・レンタサイクル等が一体となった乗り継ぎサービスの提供 

・既存の交通手段を見直し、新たにＭａａＳ概念を取り入れた公共交通サービスの提供について

研究し、導入を進める。 

  ※ＭａａＳ…「Mobility as a Service」の略。出発地から目的地までの移動ニーズに対して最適な移動手段

をシームレスに一つのアプリで提供するなど、移動を単なる手段としてではなく、利用者に

とっての一元的なサービスとして捉える概念 

  

１７ 経路検索システムへのバス情報の掲載 

・国土交通省が定める「標準的なバス情報フォーマット」に基づいたデータ作成を進め、経路検

索事業者に提供し、インターネット等の経路検索におけるバス情報を掲載する。 

 

１８ スマートフォンアプリ等を活用したコンテンツの作成や情報発信 

・公共交通を利用して外出した場合に目的地でポイントが得られる等、楽しみながら公共交通を

利用して外出したくなるコンテンツを作成するとともに、公共交通に関する情報を積極的に発

信する。 
 
 

事業内容 
事業主体 

新規 継続 拡充 
行政

交通 
事業者 地域 

● 
● 

 

● 
 

● 
 

  

 

事業３ 公共交通サービス情報の充実     
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【取組み概要】 

  

１９ 観光スポットを周遊する広域バスの運行 

・北陸新幹線敦賀開業後、敦賀駅から他市町への観光を促すため、嶺南地域の主要な観光スポッ

トを巡る広域バスを運行する。 

 

２０ 嶺南の周遊観光に資する観光列車・イベント列車の運行 

・嶺南地域を周遊する観光列車やイベント列車の運行などにより、小浜線の観光利用を促進す

る。 

  ※令和元年度 観光列車「丹後くろまつ号」の小浜線乗入れ運行を実施 

・観光列車やイベント列車の運行の際に実施する「おもてなし」の内容を自治体、交通事業者、

地域団体等が連携して企画し、地域の魅力を発信する。 

 

２１ 特徴あるバス車両の運行 

・観光客を来訪させる動機づけとするため、観光地を周遊しながら地元の特産品などを味わえる

レストランバスや、水素エネルギーで走る燃料電池バス等の特徴ある車両を運行する。 

 
２２ 小浜線とバス等を乗り継げる周遊切符の企画 

・観光スポットの周遊が可能となるよう小浜線とバス・タクシー等を組み合わせた切符の企画を

検討する。 

・周遊切符の企画にあわせて、バス等の乗り継ぎダイヤ等を調整する。 

 

２３ 小浜線の駅からの移動手段の確保 

・自身の観光スタイルに合う移動手段を容易に選択できるよう、複数市町を跨いで移動する観光

地間を定額で周遊できる観光タクシーを運行する。 

・各市町の主要駅に観光客が利用できるシェア EV を整備する。 

 

２４ 自転車による周遊の促進 

・自転車での周遊を促すため、各市町の主要駅に設置されているレンタサイクルのシェアサイク

ル化、ＩＣＴを活用した貸出システム等を導入する。 

 

２５ 旅雑誌等による情報発信 

・小浜線を利用した旅の魅力を県内外に発信するため、引き続き旅雑誌等を活用したＰＲを実施

する。 

 

 
 

  

事業４ 観光周遊手段の提供     
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【取組み概要】 

  

１９ 観光スポットを周遊する広域バスの運行 

・北陸新幹線敦賀開業後、敦賀駅から他市町への観光を促すため、嶺南地域の主要な観光スポッ

トを巡る広域バスを運行する。 

 

２０ 嶺南の周遊観光に資する観光列車・イベント列車の運行 

・嶺南地域を周遊する観光列車やイベント列車の運行などにより、小浜線の観光利用を促進す

る。 

  ※令和元年度 観光列車「丹後くろまつ号」の小浜線乗入れ運行を実施 

・観光列車やイベント列車の運行の際に実施する「おもてなし」の内容を自治体、交通事業者、

地域団体等が連携して企画し、地域の魅力を発信する。 

 

２１ 特徴あるバス車両の運行 

・観光客を来訪させる動機づけとするため、観光地を周遊しながら地元の特産品などを味わえる

レストランバスや、水素エネルギーで走る燃料電池バス等の特徴ある車両を運行する。 

 
２２ 小浜線とバス等を乗り継げる周遊切符の企画 

・観光スポットの周遊が可能となるよう小浜線とバス・タクシー等を組み合わせた切符の企画を

検討する。 

・周遊切符の企画にあわせて、バス等の乗り継ぎダイヤ等を調整する。 

 

２３ 小浜線の駅からの移動手段の確保 

・自身の観光スタイルに合う移動手段を容易に選択できるよう、複数市町を跨いで移動する観光

地間を定額で周遊できる観光タクシーを運行する。 

・各市町の主要駅に観光客が利用できるシェア EV を整備する。 

 

２４ 自転車による周遊の促進 

・自転車での周遊を促すため、各市町の主要駅に設置されているレンタサイクルのシェアサイク

ル化、ＩＣＴを活用した貸出システム等を導入する。 

 

２５ 旅雑誌等による情報発信 

・小浜線を利用した旅の魅力を県内外に発信するため、引き続き旅雑誌等を活用したＰＲを実施

する。 

 

 
 

  

事業４ 観光周遊手段の提供     

    

 

事業内容 
事業主体 

新規 継続 拡充 
行政

交通 
事業者 地域 

●
 

● 
 

● 
 

● 
 

● 
 

● 
 

● 
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【取組み概要】 

  

２６ 地域住民を対象としたモビリティ・マネジメント 

・地域住民を対象に、広報活動のほか、小浜線やバス等に親しむイベント、公共交通で出かける

スタンプラリー等を実施する。 

・地域で開催するイベントにおいて、公共交通による公共施設等へのアクセス方法の紹介など公

共交通の利用を呼びかける。 

・決まった路線にしか乗らない高齢者向けに、マイ時刻表の入手方法や使用法の案内、出張Ｐ

Ｒ、調べ方・乗り方相談会の開催、公共交通による外出支援等を実施する。 

 

２７ 児童・生徒を対象としたモビリティ・マネジメント 

・児童や生徒を対象に、学校での乗り方教室を実施する。 

・夏休み等に合わせて無料乗車体験を開催する。 

・高校生を対象に、乗車マナーの出張教室や広報などを実施する。 

 

２８ 事業所を対象としたモビリティ・マネジメント 

・事業所に対し、通勤時とともに会議・出張時の公共交通利用を呼びかける。 

・公共交通を利用するメリットを呼びかけ、クルマ以外の交通手段の利用を促す取組み（カー･

セーブ運動等）を実施する。 

 ※モビリティ・マネジメント…地域や都市を「過度に自動車に頼る状態」から「公共交通や徒歩などを含めた

多様な交通手段を適度に利用する状態」へ変えていく仕組み 

 

２９ 住民が主体となった活動組織の育成 

・地域住民を対象とした公共交通に関するイベント等の開催や、駅やバス停等の環境美化活動等

を通じて、公共交通の存続と地域の活性化に向けて主体的に活動する組織の設立・育成を促

す。 

  

３０ 公共交通利用促進グッズの製作 

・チョロＱ、Ｎゲージ等公共交通利用を啓発するグッズの製作・配布により、公共交通への関心

を高める。 

 

３１ 沿線自治体による小浜線利用促進助成 

・小浜線の利用促進のため、沿線自治体では定期・回数券利用者や団体利用者などに対し運賃の

一部を助成する取組みを行っており、引き続き実施していく。 

 
  

事業５ 公共交通利用を促進する意識の醸成     
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【取組み概要】 

  

２６ 地域住民を対象としたモビリティ・マネジメント 

・地域住民を対象に、広報活動のほか、小浜線やバス等に親しむイベント、公共交通で出かける

スタンプラリー等を実施する。 

・地域で開催するイベントにおいて、公共交通による公共施設等へのアクセス方法の紹介など公

共交通の利用を呼びかける。 

・決まった路線にしか乗らない高齢者向けに、マイ時刻表の入手方法や使用法の案内、出張Ｐ

Ｒ、調べ方・乗り方相談会の開催、公共交通による外出支援等を実施する。 

 

２７ 児童・生徒を対象としたモビリティ・マネジメント 

・児童や生徒を対象に、学校での乗り方教室を実施する。 

・夏休み等に合わせて無料乗車体験を開催する。 

・高校生を対象に、乗車マナーの出張教室や広報などを実施する。 

 

２８ 事業所を対象としたモビリティ・マネジメント 

・事業所に対し、通勤時とともに会議・出張時の公共交通利用を呼びかける。 

・公共交通を利用するメリットを呼びかけ、クルマ以外の交通手段の利用を促す取組み（カー･

セーブ運動等）を実施する。 

 ※モビリティ・マネジメント…地域や都市を「過度に自動車に頼る状態」から「公共交通や徒歩などを含めた

多様な交通手段を適度に利用する状態」へ変えていく仕組み 

 

２９ 住民が主体となった活動組織の育成 

・地域住民を対象とした公共交通に関するイベント等の開催や、駅やバス停等の環境美化活動等

を通じて、公共交通の存続と地域の活性化に向けて主体的に活動する組織の設立・育成を促

す。 

  

３０ 公共交通利用促進グッズの製作 

・チョロＱ、Ｎゲージ等公共交通利用を啓発するグッズの製作・配布により、公共交通への関心

を高める。 

 

３１ 沿線自治体による小浜線利用促進助成 

・小浜線の利用促進のため、沿線自治体では定期・回数券利用者や団体利用者などに対し運賃の

一部を助成する取組みを行っており、引き続き実施していく。 

 
  

事業５ 公共交通利用を促進する意識の醸成     

    

 

事業内容 
事業主体 

新規 継続 拡充 
行政

交通 
事業者 地域 

 
●●  

● 
 

● 
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４ 取組み（事業）のスケジュール 
 
事業１ 公共交通の利便性向上 

取取組組みみ（（事事業業）） 
新新規規// 

継継続続 

ススケケジジュューールル 

２年度 ３３年年度度 ４４年年度度 ５５年年度度 ６６年年度度 

１ 
小浜線の増便・利便性の高いダイヤの設

定 
拡充 

     

２ 敦賀～京都北部（舞鶴市）間の時間短縮 新規 
     

３ 
列車運休時の代替交通手段の確保など

の運休対策の強化 
拡充 

     

４ 小浜線を補完するバスの運行 新規 
     

５ 
小浜線の運行に応じた接続するバスのダ

イヤの調整等 
継続 

     

６ 各市町現行バス路線の持続的な運行 継続 
     

７ 市町を跨ぐ移動手段の充実 拡充 
     

８ 
公共交通不便地区における移動手段の

確保 
拡充 

     

９ バスの運転手の確保・育成 継続 
     

１０ キャッシュレス化の推進 新規 
     

１１ 
ＡＩやＩｏＴ等を活用した新モビリティサービ

スの導入 
新規 

     

 
 
 
 
事業２ まちづくりと連携した施策の展開 

取取組組みみ（（事事業業）） 
新新規規// 

継継続続 

ススケケジジュューールル 

２年度 ３３年年度度 ４４年年度度 ５５年年度度 ６６年年度度 

１２ 駅周辺への都市機能・居住誘導 継続 
     

１３ 
利用しやすい駅やバス停となるよう環境

を整備 
拡充 

     

 
  

北陸新幹線 

敦賀開業予定 

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

検討・調整・準備 本格実施 

継続的に実施 

検討・調整・準備 本格実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

検討・調整 
・準備 試行実施 本格実施 

本格実施 検討・調整 
・準備 試行実施 

検討・調整・準備 本格実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 
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４ 取組み（事業）のスケジュール 
 
事業１ 公共交通の利便性向上 

取取組組みみ（（事事業業）） 
新新規規// 

継継続続 

ススケケジジュューールル 

２年度 ３３年年度度 ４４年年度度 ５５年年度度 ６６年年度度 

１ 
小浜線の増便・利便性の高いダイヤの設

定 
拡充 

     

２ 敦賀～京都北部（舞鶴市）間の時間短縮 新規 
     

３ 
列車運休時の代替交通手段の確保など

の運休対策の強化 
拡充 

     

４ 小浜線を補完するバスの運行 新規 
     

５ 
小浜線の運行に応じた接続するバスのダ

イヤの調整等 
継続 

     

６ 各市町現行バス路線の持続的な運行 継続 
     

７ 市町を跨ぐ移動手段の充実 拡充 
     

８ 
公共交通不便地区における移動手段の

確保 
拡充 

     

９ バスの運転手の確保・育成 継続 
     

１０ キャッシュレス化の推進 新規 
     

１１ 
ＡＩやＩｏＴ等を活用した新モビリティサービ

スの導入 
新規 

     

 
 
 
 
事業２ まちづくりと連携した施策の展開 

取取組組みみ（（事事業業）） 
新新規規// 

継継続続 

ススケケジジュューールル 

２年度 ３３年年度度 ４４年年度度 ５５年年度度 ６６年年度度 

１２ 駅周辺への都市機能・居住誘導 継続 
     

１３ 
利用しやすい駅やバス停となるよう環境

を整備 
拡充 

     

 
  

北陸新幹線 

敦賀開業予定 

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

検討・調整・準備 本格実施 

継続的に実施 

検討・調整・準備 本格実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

検討・調整 
・準備 試行実施 本格実施 

本格実施 検討・調整 
・準備 試行実施 

検討・調整・準備 本格実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

    

 
事業３ 公共交通サービス情報の充実 

取取組組みみ（（事事業業）） 
新新規規// 

継継続続 

ススケケジジュューールル 

２年度 ３３年年度度 ４４年年度度 ５５年年度度 ６６年年度度 

１４ 
嶺南地域の鉄道・バス等の路線全体が

分かる乗り換えマップなどの作成 
新規 

     

１５ 嶺南地域内外の移動案内の充実 拡充 
     

１６ 
鉄道やバス・タクシー・レンタサイクル等

が一体となった乗り継ぎサービスの提供 
新規 

     

１７ 経路検索システムへのバス情報の掲載 継続 
     

１８ 
スマートフォンアプリ等を活用したコンテ

ンツの作成や情報発信 
継続 

     

 

 

 

 

事業４ 観光周遊手段の提供 

取取組組みみ（（事事業業）） 
新新規規// 

継継続続 

ススケケジジュューールル 

２年度 ３３年年度度 ４４年年度度 ５５年年度度 ６６年年度度 

１９ 観光スポットを周遊する広域バスの運行 新規 
     

２０ 
嶺南の周遊観光に資する観光列車・イベ

ント列車の運行 
拡充 

     

２１ 特徴あるバス車両の運行 拡充 
     

２２ 
小浜線とバス等を乗り継げる周遊切符の

企画 
新規 

     

２３ 小浜線の駅からの移動手段の確保 新規 
     

２４ 自転車による周遊の促進 拡充 
    

２３ 

２５ 旅雑誌等による情報発信 継続 
     

 

  

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

検討・調整・準備 本格実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

検討・調整・準備・可能な段階で実施 

本格実施 検討・調整 
・準備 試行実施 

本格実施 検討・調整 
・準備 試行実施 

本格実施 検討・調整 
・準備 試行実施 

検討・調整・準備 本格実施 

本格実施 検討・調整 
・準備 試行実施 

検討・調整 
・準備 

本格実施 
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事業５ 公共交通利用を促進する意識の醸成 

取取組組みみ（（事事業業）） 
新新規規// 

継継続続 

ススケケジジュューールル 

２年度 ３３年年度度 ４４年年度度 ５５年年度度 ６６年年度度 

２６ 
地域住民を対象としたモビリティ・マネジ

メント 
継続 

     

２７ 
児童・生徒を対象としたモビリティ・マネジ

メント 
継続 

     

２８ 
事業所を対象としたモビリティ・マネジメン

ト 
継続 

     

２９ 住民が主体となった活動組織の育成 拡充 
     

３０ 公共交通利用促進グッズの製作 継続 
     

３１ 沿線自治体による小浜線利用促進助成 継続 
     

 

 

５ 事業の実施にあたって 
○当計画の基本目標を実現するため、事業の検討・調整・準備・実施の各段階において県や市町・交通事業者等

の関係者が密接に協力していくとともに、それぞれの役割分担の下、嶺南地域の公共交通網の活性化や充実に

主体的に取り組むものとします。 

○当計画に定める事業の内容やその関係者は多岐にわたるため、必要に応じて協議会の下に分野別ワーキング

グループを設置するなど、効率的かつきめ細かな検討を実施できる体制を整備します。 

○事業実施のために必要となる財源については、国庫補助金等を最大限活用するほか、各事業主体に対し県や市

町による財政支援が必要となる場合には適宜予算を確保するよう努めるものとします。なお、公共交通の利便

性向上等に資する事業のうち、県と市町が合意した事業について、嶺南快速鉄道基金（県：地域振興基金、市

町：嶺南鉄道整備促進基金）を財源として活用します。 

 

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

検討・調整 
・準備 

本格実施 



105 

 

  
  

《達成状況の評価》 

  計画を進めるにあたっては、PDCA（Plan･Do･Check･Action）のサイクルによる継続的な取組

みを行い、必要に応じて適宜改善を図っていきます。 

目指す目標を実現するための取組みの詳細を計画立案･調整、実行し、各取組み（事業）について

の進捗状況の確認、得られた結果についての評価･検証を行います。得られた結果のほか今後の地域

や社会の情勢、交通手段に関する技術革新の動向、人々の意識･行動や嗜好･流行の変化等によっては、

計画内容の更新、見直し等を行うことも必要となります。 

   

   
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《評価指標と目標》 

   本計画の達成状況を評価するため、施策の方向性として設定した「日常の移動手段としての公共

交通の利便性向上」、「観光周遊に利用できる公共交通の確保」、「公共交通を中心としたまちづくり

やライフスタイルの定着」の３つの観点から、期間中に達成すべき目標と評価指標を以下のように設

定します。 

    ・当地域の公共交通の利用促進は、路線網・運行方法や利用環境の充実等だけでなく、居住者の

考え方、ライフスタイルの変容、観光客へのコンテンツの魅力、アピール性等による部分が大

きい。具体的には今後検討するものであり、それらの複合効果を現時点で想定することは難し

いため、居住者、関係者等が共有する努力目標として目標値を設定する。 

    ・北陸新幹線敦賀開業に伴い、敦賀駅の乗降客数や来訪客数等の母数は、嶺南地域の公共交通の

取組みに関わらず増加するものと想定され、例えば小浜線各駅の単純な乗降客数だけでは評

価できないため、周遊等の指標については工夫を要する。 

    ・嶺南地域全体の目標を設定するものの、市町の規模等に差異があるため、大きな市の動向に結

果が左右される面がある。したがって、各市町でも取組み結果を個別にチェックできる指標が

あることが望ましい。 

    ・地域全体の目標であり、6 市町にわたる状況を把握する必要があるため、定期的な数値をなる

べく容易に取得可能な指標であることが望ましい。 
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指標 現状 目標 

（指標１）    

ＪＲ小浜線の年間利用者数 

 

1,557 千人 

（4,265 人／日） 

 

1,635 千人 

（約 4,500 人／日） 

 

（５％増を目指す） 

（指標２）    

ＪＲ小浜線の定期利用者数 

 

1,215 千人 

（3,329 人／日） 

 

1,276 千人 

（約 3,500 人／日） 

 
（５％増を目指す） 

（指標３） 

バス･乗合タクシー等の 

年間利用者数 

 

862 千人 

 

862 千人 

 

（現状維持を目指す） 

 

 

 

 

 

指標 現状 目標 

（指標 1） 

嶺南地域を回る際に 

公共交通を利用する 

観光客の割合 

37.9％ ５0％ 

（指標２） 

経路検索サイト等への 

バス情報掲載率 

52.8％ 

 

100％ 

（全路線の掲載を目指す） 

（指標３） 

レンタサイクルの 

年間利用者数 

7,565 人 10,000 人 

（30％増を目指す） 

 

■（施策の方向性） 日常の移動手段としての公共交通の利便性向上 

■（施策の方向性） 観光周遊に利用できる公共交通の確保 

〈H30 敦賀駅でのアンケート調査〉 

 ・ＪＲ小浜線 13.8％ 

 ・バス    24.1％ 

〈H30 実績〉 

嶺南地域レンタサイクル 

〈敦賀駅でのアンケート調査〉 

「クルマ」と回答した観光客

（29.3％）の約半数が公共交通

を利用するよう目指す 

〈Ｈ30 実績〉 

 ・路線バス 384,760 人 

 ・敦賀市  330,501 人 

 ・美浜町  12,817 人 

 ・若狭町  31,581 人 

 ・小浜市  82,853 人 

 ・高浜町  19,871 人 

〈R１実績〉 

19 路線／36 路線 

〈Ｈ30 実績〉 

小浜線の敦賀駅～東舞鶴駅の各駅

乗車人員の計（ＪＲ西日本提供） 

〈Ｈ30 実績〉 

小浜線の敦賀駅～東舞鶴駅の各駅

乗車人員の計（ＪＲ西日本提供） 
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指標 現状 目標 

（指標１） 

ＪＲ小浜線の年間利用者数 

【再掲】 

1,55７千人 

（4,265 人／日） 

1,635 千人 

（約 4,500 人／日） 

 

（５％増を目指す） 

（指標２） 

バス･乗合タクシー等の 

年間利用者数 

【再掲】 

862 千人 

 

 

862 千人 

 

（現状維持を目指す） 

（指標３） 

モビリティ・マネジメントに

関するイベント、乗り方教室

等開催件数 

 22 件 

 

50 件 

 

   

 

 《進捗管理》 

計画全体の取組みの進捗確認や結果の評価･検証（PDCAの“C”）を行う主体が必要であり、

「福井県嶺南地域公共交通活性化協議会」において行います。 

 

  

 ■（施策の方向性） 公共交通を中心としたまちづくりやライフスタイルの定着 

〈Ｈ30 実績〉 

 ・敦賀市   9 件 

 ・美浜町   0 件 

 ・若狭町   0 件 

 ・小浜市  13 件 

 ・おおい町  0 件 

 ・高浜町   0 件 

各市町が期間中に 10 回程度 

実施することを目指す 

〈Ｈ30 実績〉 

 ・路線バス 384,760 人 

 ・敦賀市  330,501 人 

 ・美浜町  12,817 人 

 ・若狭町  31,581 人 

 ・小浜市  82,853 人 

 ・高浜町  19,871 人 
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【付属資料】 

 

１.補助系統の地域公共交通における位置付け、役割について 

位置づけ 系統名 実施主体 役割 確保・維持策 

広域幹線 小浜線 JR 西日本 
敦賀駅を発着地として、嶺南地域なら

びに舞鶴市の各拠点を連絡する 

交通事業者と協議

の上、一定以上の

運行水準を確保 

地域内幹線 

若狭線 

福井鉄道 

敦賀駅を発着地として、敦賀市内なら

びに美浜町の各拠点を連絡する 

地域公共交通確保

維持事業（幹線補

助）を活用し、持

続可能な運行 

菅浜線 
敦賀駅を発着地として、敦賀市内なら

びに美浜町の各拠点を連絡する 

名田庄線 大和交通 
流星館を発着地として、おおい町内な

らびに小浜市の各拠点を連絡する 

高浜線 京都交通 
高浜駅前を発着地として、高浜町内な

らびに舞鶴市の各拠点を連絡する 

若江線 
西日本ジェイ 

アールバス 

小浜駅を発着地として、小浜市内なら

びに若狭町、高島市の各拠点を連絡す

る 

 

 ○路線図 

 

 

敦賀駅 

白木 

美浜駅前 

近江今津駅 

小浜駅 

高浜駅前 

東舞鶴駅前 

流星館 

小浜第二中 
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２.地域公共交通確保維持事業の必要性 

○ 若狭線 

   主に通勤、通学、通院において、美浜町と敦賀市をまたいだ利用が多くみられ、地域住民の日常的

な交通手段となっている。特に、学生や高齢者など自動車を運転できない方にとって必要なバス路線

である。一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事

業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

○ 菅浜線 

   主に通勤、通学、通院において、美浜町と敦賀市をまたいだ利用が多くみられ、地域住民の日常的

な交通手段となっている。特に、学生や高齢者など自動車を運転できない方にとって必要なバス路線

である。また、敦賀市白木地区を運行するバスは当路線のみとなっており、維持して行く必要があ

る。一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業に

より運行を確保・維持する必要がある。 

 

○ 名田庄線 

   名田庄地区から小浜市内に通学する中高生の通学手段や高齢者の移動手段として重要な交通手段

であり、運行を維持継続していく必要がある。一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維

持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

○ 高浜線 

   高浜町と舞鶴市は生活圏が同一であり、特に医療機関と買物施設は舞鶴市に集中しており、当路

線は地域住民の生活に欠かせない存在となっている。自動車を運転できない学生や高齢者にとって

必要なバス路線であり、維持していく必要がある。一方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線

の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

○ 若江線 

   若狭と関西圏を繋ぐ広域路線であり、通勤・通学や高齢者等の通院、さらには観光利用と幅広く利

用されている。また御食国、鯖街道に係る観光事業等にも当該路線を活用しており、地域住民の利用

と観光客の利用が融合された路線であり、県境を越える広域の移動手段として今後も重要である。一

方で、事業者や自治体の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運

行を確保・維持する必要がある。 
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３.各路線の事業および事業主体の概要 

系統名 起点 経由地 終点 
事業許可

区分 
運行態様 実施主体 

補助事業の

活用 

若狭線 敦賀駅 美浜農協前 美浜駅前 ４条乗合 路線定期 交通事業者 
幹線補助 

車両購入補助 

菅浜線 敦賀駅 
北田口・

関電事務所 
白木 ４条乗合 路線定期 交通事業者 

幹線補助 

車両購入補助 

名田庄線 流星館 井上・谷口 
小浜第二

中 
４条乗合 路線定期 交通事業者 

幹線補助 

車両購入補助 

高浜線 東舞鶴駅前 松尾寺駅前 高浜駅前 ４条乗合 路線定期 交通事業者 
幹線補助 

車両購入補助 

若江線 近江今津駅 仮屋 小浜駅 ４条乗合 路線定期 交通事業者 
幹線補助 

車両購入補助 

 

 ○目標値（地域幹線系統関係） 

目標 数値指標 データ取得方法 現状（R元） 目標値（R6） 

交通事業者との連

携強化による路線

の維持・改善 

路線バス（地域間幹線

系統）の年間利用者数 

バス事業者保有の

乗降データにより

毎年計測 

2５４千人 2５４千人 

地域全体で支える

持続可能な公共交

通 

路線バス（地域間幹線

系統）への県補助額 

普通会計決算によ

り毎年整理 
２８，３７４千円 ２８，３７４千円 

路線バス（地域間幹線

系統）の収支率 

事業者報告書、決算

報告書等の資料か

ら毎年計測 

４７．７％ ４７．７％ 
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【参考資料】 

 

 １ 計画策定の経緯 

本計画の策定に関し、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく協議会として、

学識経験者、県・市町、交通事業者、住民および利用者の代表等で組織する「嶺南地域公共交通

活性化協議会」を開催するとともに、鉄道・バス・観光の分野ごとに、計画において実施する具

体的な施策の内容、実施主体、各事業の実施スケジュールおよび評価指標等について、関係者と

協議しました。 

 

協議会の開催状況 

開催日 主な内容 

平成３０年  4 月  ６日 

設立総会 

・計画の目標 

・策定までのスケジュールについて 等 

平成３０年  ６月１１日 

第１回  

・計画策定に向けた今後の進め方について 等 

平成３０年１１月２６日 

第２回  

・現況調査、利用実態調査結果について  

・公共交通における今後の取組みメニューについて 等 

平成３１年  ２月１２日 

第３回  

・嶺南地域の交通施策について 

令和  元年  ８月２７日 

第４回 

・嶺南地域公共交通網形成計画（骨子案）について 

令和  ２年  １月３０日 

第５回 

・嶺南地域公共交通網形成計画（案）について 
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２ 嶺南地域公共交通活性化協議会委員名簿 

（令和６年３月時点） 

 所属 役職 氏名 

会長 福井大学大学院 教授 川本 義海 

委員 福井県 交通まちづくり課長 廣瀬 貴之 

西日本旅客鉄道株式会社金沢支社 地域共生室交通企画室長 鹿野 剛史 

福井鉄道株式会社 常務（自動車事業本部長） 惣宇利 健善 

西日本ジェイアールバス株式会社 近江今津営業所長 向平 章浩 

京都交通株式会社 舞鶴営業所長 河本 行彦 

大和交通株式会社 常務 今井 正美 

敦賀市 ふるさと創生課長 石丸 寛 

敦賀市 生活安全課長 大家 学 

敦賀市 観光交流課長 河端 慎 

小浜市 企画部次長（未来創造課長）  四方 宏和 

小浜市 企画部次長（新幹線・交通まちづくり課長） 角野 覚 

小浜市 文化観光課長 下仲 隆浩 

美浜町 まちづくり推進課長 片山 真一郎 

美浜町 住民環境課長 浜野 有美 

美浜町 観光誘客課長 渡辺 強 

高浜町 総合政策課長 永禮 義己 

高浜町 産業振興課長 吉田 義孝 

おおい町 まちづくり課長 細川 和夫 

おおい町 総務課長 川尻 孝司 

おおい町 商工観光課長 松宮 辰弥 

若狭町 総合政策課長 岸本 晃浩 

若狭町 観光商工課長 佐野 明子 

嶺南広域行政組合 次長 木村 和美 

内外海コミュニティセンター センター長 野村 德夫 

福井河川国道事務所 計画課長 大森 功一 

福井県警察本部 交通部交通規制課長 清水 孝一 

オブザーバー 国土交通省中部運輸局鉄道部 計画課長 二輪 昭宏 

国土交通省中部運輸局福井運輸支局 首席運輸企画専門官 五十嵐 重晃 

舞鶴市 企画政策課長 松岡 幸治 

福井県嶺南振興局 若狭企画振興室長 久世 東洋晴  

福井県嶺南振興局 二州企画室振興室長 松井 秀幸 

事務局 福井県 交通まちづくり課  

嶺南６市町 企画担当課  
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 ３ 県や各市町における関連計画 

（１）福井県 

計画等の名称 公共交通に関する記載等（抜粋・概要） 
（＊その他関連する事項は、主に交通機関・人の移動・観光・にぎわい創出等の関連） 

福井県高速交通開通  

アクション･プログラム 

（平成 30 年 3 月改定） 

《公共交通に関する事項》 

・若狭湾エリアの地域交通施策の方向性として、スムーズにエリア内を周遊
できるよう、広域バス路線の整備や小浜線の利便性を向上 

・高速化、運行本数の増加など対策を具体化 

・小浜線各駅からのシェアサイクル、新幹線駅から海湖に向かうバス路線、
景色･食事を楽しめる旅客列車や船の誘致により、自由に行き来できる周
遊ネットワークを実現 

《その他関連する事項》 

・海湖と歴史を活かした交流の拡大（各駅周辺の機能強化、拡大若狭湾エリ
ア全体での観光の呼び込み）、若狭フード･コーストの形成、自然環境の活
用とエネルギー開発の共立（拠点戦略）、都市との交流を通したライフス
タイル先進地の形成（定住戦略） 

ふくい創生・人口減少対策戦略

（第５版） 

（令和元年 7 月改定） 

（計画期間 

平成 27 年度～令和元年度） 

《公共交通に関する事項》 

・人口減少時代に適した二次交通として、生活バス路線の運行を支援する。
中山間地域における高齢者等の移動手段として、自動走行に関する安全対
策等の検証、早期実用化、県内への普及をめざす。 

・敦賀開業を控え、県民や観光客にも利便性の高い地域公共交通ネットワー
ク整備を進めるとともに、市町と一体となり、公共交通機関や自転車等を
利用する県民運動を展開 

・嶺南全域に新幹線敦賀開業の効果を取り込むため、二次交通の強化や観光
まちづくりなどの施策を市町と連携して実施する。敦賀駅の転車台やレト
ロ列車について、観光資源としての活用を検討 

・高速交通を活用した誘客強化として、北陸新幹線や中部縦貫道、若狭さと
うみハイウェイ、京都縦貫道を利用した首都圏や関西･中京圏からの誘客
強化とともに、市町が連携した周遊･滞在型の観光を推進 

《その他関連する事項》 

・幸せ巡遊プロジェクト推進事業として、県内各地の各スポットを巡遊する
コースを設定し、全国に発信 

・観光地の魅力アップと県内交流として、嶺南･嶺北の住民が、互いに観光
地や観光情報等を知る仕組みをつくり、地域間の相互交流を促す。 

・北陸新幹線敦賀開業に向けて、新幹線駅周辺をはじめとする市街地や観光
拠点周辺における店舗等の新設改装、土産品の開発等を支援 

福井県長期ビジョン 策定中 

 

 

ＦＩＲＳＴ291～北陸新幹線

開業プラン～ 

（令和 2 年 3 月） 

（計画期間 

令和２年度～令和６年度） 

《公共交通に関する事項》 

・新幹線駅から人気の観光地への直行バスや周遊バスを拡大、路線バスやコ
ミュニティバスの活用、観光タクシーや地域の鉄道ダイヤの充実を図る。 

・公共交通のダイヤやルート等をオープンデータ化し、スマートフォン等に
よりスムーズな検索を可能にする。 

・ＩＣカードやＱＲコード等によるキャッシュレス化を進める。 

・鉄道やバス、タクシー、レンタカー、レンタサイクル等の交通サービスを
一括検索・予約・決済が可能とし、観光施設や宿泊施設など地域と連携し
たサービスを一体的に提供する仕組みを作り、観光地間のシームレス化を
進める。 

・インバウンド客に対するインフラの充実（駅や車両内等におけるキャッシ
ュレス化やＷｉ-Ｆｉ、多言語案内放送、デジタルサイネージによる多言
語表記）を図る。 

・嶺南の玄関口となる敦賀駅における広域観光案内を充実 
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・周遊バスや小浜線の利活用を促進するとともに、レンタサイクルを充実す
るなど交通の利便性を向上 

ふくい観光ビジョン 

（令和 2 年 3 月） 

（計画期間 

令和２年度～令和６年度） 

《公共交通に関する事項》 

・公共交通機関の経路検索がスマートフォンで行えるようダイヤやルート
等をオープンデータ化 

・地域の鉄道や路線バスのダイヤを充実させ、駅から人気の観光地への直行
バスや周遊バスを拡充 

・IC カードや QR コード等によるキャッシュレス化や、複数の交通機関が
利用可能な共通フリー切符などの開発を進める。 

・鉄道、バス、タクシー、レンタカー、レンタサイクルなどの交通サービス
の情報を統合し、予約・決済手段をシームレスにつなぐ観光型ＭａａＳの
構築を進めるなど、新たな交通サービスを提供 

《その他関連する事項》 

・（全県で）６年に観光客入込数 2,000 万人を目指す。 

・（嶺南地域について）豊かな自然を活かしたサイクリング、SUP、トレイ
ル、遊覧船、グランピングなどアクティビティコンテンツを充実 

・神社仏閣等の歴史資源を活かしたツーリズム造成、漁港での新鮮な海の幸
の提供や養殖地の観光活用、民宿を活かした滞在型観光の促進、観光列車
のなど、嶺南地域ならではのコンテンツを最大限活用し更なる魅力向上に
取り組む。 

嶺南Ｅコースト計画 

（令和 2 年 3 月） 

（計画期間 

令和 2 年度～11 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・コンパクトなスマートタウン、シェア EV 等が整備され、それらを制御し
てエネルギー利用を効率化した、「広域的なスマートエリア」を形成 

・駅前に観光客向けのシェア EV を整備 

 

（２）敦賀市 

計画等の名称 公共交通に関する記載等（抜粋・概要） 
（＊その他関連する事項は、主に交通機関・人の移動・観光・にぎわい創出等の関連） 

第 6 次敦賀市総合計画後期基

本計画 

（平成 28 年 8 月） 

（計画期間 

平成 28 年度～令和２年度） 

《公共交通に関する事項》 

・コンパクトなまちづくりのため、市街地と郊外を結ぶネットワークの観点
から、市内幹線道路整備、公共交通機関の充実に取り組む。多極化した都
市機能を有機的につなぐため、コミュニティバス等の再編に取り組むとと
もに、安定的な運営に向けた利用促進に取り組む。 

・新幹線利用者等がストレスなく市内の観光地にアクセスできるよう、コミ
ュニティバス等の再編や、レンタサイクルの充実を行い、二次交通を充実
する。 

《その他関連する事項》 

・敦賀駅周辺を拠点とし、にぎわいづくり・交流拠点の形成を目指す。 

・人が訪れやすく回遊しやすいまちづくりを推進、中心市街地の活性化を目
指す。 

・敦賀港周辺地域は、国際港や鉄道といった地域資源が集積する往時の敦賀
の魅力を体感できるエリアであり、新幹線で来訪した観光客の受け皿とな
るよう人道の港ムゼウムの充実など、魅力の磨き上げを行うとともに、敦
賀駅周辺エリア等との回遊性を向上させる。 

・地域経済の活性化のため、短期・中期的には、観光振興による交流人口の
拡大、特産品の販路拡大等を図り、長期的には、産業構造の複軸化を図る。 

・観光の振興のため、敦賀のブランドイメージの構築やイメージ戦略に則し
た観光資源の開発、二次交通の充実に取り組む。 

敦賀市都市計画マスタープラン 

（平成 21 年 7 月） 

（令和 2 年目標） 

《公共交通に関する事項》 

・公共交通は、高齢社会への対応や、まちづくりによる地域活性化、環境負
荷の小さいコンパクトシティ創造においても重要 

・コミュニティバス、周遊バスとの連結強化によって利用を促進し、市街地
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の公共交通の更なる充実によって中心市街地活性化を支援する。 

・敦賀駅の拠点性を高め、中心市街地活性化を促すため、既存のバス交通の
他、コミュニティバスや駅東地区でのパーク&ライドシステム、広域観光
拠点等を含めた、複合交通ターミナルとしての機能強化を目指す。 

・自家用車だけに依存せず様々な交通手段を活用した交通環境をつくる。 

敦賀市立地適正化計画 

（平成 31 年 3 月） 

（令和 17 年目標） 

《公共交通に関する事項》 

・公共交通利用圏域における居住環境の整備等により、公共交通利用者を確
保、コミュニティバス交通網の維持を図る。 

・若年層や高齢者が便利に暮らせる環境を支えるため、公共交通の基盤を整
備する。 

《その他関連する事項》 

・居住を誘導する施策を講じることにより、生産年齢人口のまちなかへの回
帰を目指す。 

敦賀市人口減少対策計画（敦

賀市地方版総合戦略） 

（平成 27 年 10 月） 

（令和元年目標） 

《公共交通に関する事項》 

・コミュニティバスを再編し、市全体の一体的な経済･生活圏を維持すると
ともに、敦賀開業に向けた交通二次アクセスを整える。 

《その他関連する事項》 

・港と鉄道の資源が集積する金ヶ崎周辺における観光客等の誘客を促進す
る。また、氣比神宮～博物館通りにおいて、集客施設や景観等を整備し、
回遊性を向上させることによって、周辺商店街の活性化を図る。 

敦賀市観光振興計画 

（平成 25 年 3 月） 

（計画期間 

平成 25 年度～令和 4 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・観光客の満足度向上、市内の周遊性向上のため、関係機関と連携し、二次
アクセスの充実・改善を図る。 

《その他関連する事項》 

・「港と鉄道のまち」を象徴するエリアの形成、既存観光資源の保全とブラ
ッシュアップ、市内観光周遊コースの充実等を図る。 

・観光客が必要とする情報を的確に、かつスピーディーに提供できる環境を
整備する。 

・観光客が不便を感じないよう、必要性の高い案内板･看板等の整備充実を
図る。 

・嶺南地域や滋賀県湖北地域をはじめとする近隣地域との相互連携により
広域観光圏を形成し、相互補完・相乗効果による観光振興事業の推進を図
る。 

北陸新幹線敦賀開業に向けた

敦賀市行動計画 

（平成 31 年 3 月） 

（計画期間 

令和元年度～令和 5 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・北陸新幹線敦賀開業を見据え、各分野に横断する施策を取りまとめ、一体
的に推進するための具体的な取組み方針を定める。 

・市内の拠点整備と回遊性の向上や高速交通基盤を活かした拠点性の強化
等を図る。 

 

（３）美浜町 

計画等の名称 公共交通に関する記載等（抜粋・概要） 
（＊その他関連する事項は、主に交通機関・人の移動・観光・にぎわい創出等の関連） 

第五次美浜町総合振興計画 

（平成 28 年 3 月） 

（計画期間 

平成 28 年度～令和 7 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・地域福祉の推進として、誰もが移動しやすい公共交通体系づくりに努め、
バリアフリー化に計画的に取り組む。 

・観光振興のため、来訪者の視点に立った交通案内体制を整備する。効果
的、効率的な情報発信や県内外にわたる広域連携、広域観光を推進する。
敦賀開業を見据えた観光プロモーションを進める。 

・調和のとれた都市計画の推進として、町をコンパクト化する。中心部へ
施設等を集中させ、移動しやすい交通手段を構築する。 

・交通体系として、交通弱者にやさしい交通環境を整備する。コミュニテ
ィバス運行の細かな調整･改善を行い、利用者数増加、乗合率向上のため
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利用促進、住民への浸透に取り組む。将来の利用者になりうる保育園･小
中学生への公共交通利用の働きかけを推進する。小さな拠点構想で、各
集落との交通としてコミュニティバスを活用する。小浜線や路線バスの
乗客減少に歯止めをかけるため、積極的に乗る運動をさらに展開する。
住民の意識高揚とともに、コミュニティバスと連携等で利用者の利便性
向上を図る。敦賀開業を控え、県市町と連携し、小浜線の利用促進を図
る。 

《その他関連する事項》 

・水産業の振興として、地域資源を活用した漁業体験を拡充、交流人口増
加 

・商工業の振興（にぎわいづくり）として、魅力ある町内商店･商店街づく
りを図る。 

・観光の振興として、観光施設の整備と地域資源を掘り起こす。地域観光
のイメージアップと多様な観光魅力づくり、国内外の誘客プロモーショ
ン活動等を進める。 

・地球温暖化防止に向け、省資源･省エネ･再生可能エネルギー導入等で、
地域の低炭素化を推進 

・住環境と、敦賀市までのアクセスなどの条件に優れた宅地分譲を行い、
若者定住移住を促進 

美浜町都市計画マスタープラン 

（平成 23 年 9 月） 

（計画期間 

平成 22 年度～令和 12 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・交通体系の整備方針として、すべての世代にやさしい公共交通ネットワ
ークを強化･充実（小浜線を軸とした公共交通ネットワーク） 

《その他関連する事項》 

・住民の意識･行動のよりどころとなる町の中心をつくる（町役場から JR
美浜駅一体をコンパクトで人が集まりやすくする）。 

美浜町立地適正化計画 

（平成 31 年 3 月） 

（令和 22 年目標） 

 

《公共交通に関する事項》 

・20 年後の美浜町を見据えた「コンパクト・プラス・ネットワーク」のま
ちづくりを推進していく計画 

・鉄道や路線バスの利用圏を基本とした区域に居住を誘導する。人口密度
や公共交通ネットワークを維持することにより、JR 美浜駅付近と各集
落が、利便性の高い公共交通網で結ばれ、将来にわたり、様々な生活サ
ービスを受けることができる街づくりを目指す。 

美浜町観光振興計画 

（平成 26 年 3 月） 

（計画期間 

平成 26 年度～令和 5 年度） 

《その他関連する事項》 

・わかりやすい観光案内誘導標識で町内周遊を促す。統一感ある観光案内
誘導で観光イメージを向上させる。 

・観光プロモーションで、バスツアー旅行会社やマスメディアへ情報発信
する。 

・広域周遊への対応のため、オール若狭での取組みが不可欠 

美浜創生総合戦略 

（平成 28 年 3 月） 

（計画期間 

平成 27 年度～令和２年度） 

《公共交通に関する事項》 

・小さな拠点づくりのため、バスや JR、タクシーなど既存公共交通を利用
する人の利便性を向上させるための支援サービスや、高齢者や障がい者、
児童など、交通手段を持たない人のニーズに応じた新しい公共交通の導
入を検討 

《その他関連する事項》 

・誘客拡大戦略として、四季を通じた自然体験観光事業、スマホ等対応観
光アプリの開発、国内外誘客プロモーション活動の推進等 

・都市部からの移住･定住促進、都市部の若者等との交流促進（スポーツ･
文化合宿等）、魅力ある子育て環境づくり等 

・アクティブシニアの活躍のため、介護タクシーによる外出支援サービス
だけでなく、支援が必要な高齢者が外出しやすいよう、ボランティア団
体等と協力し体制を構築 

美浜町地域づくり拠点化整備基

本計画 

（平成 30 年 3 月） 

《公共交通に関する事項》 

・「美浜町道の駅」の整備に関する計画 

・交流の場としてにぎわい空間の創出を図る。 
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・交通連携機能として、JR 利⽤者と⾃動⾞、バス、⾃転 ⾞等との連携を
促し、「地域づくり拠点化施設」から観光地や地域の施設へつなぐ拠点と
して整備する。将来、レンタカーやカーシェアリングの導⼊も検討する。
町内への回遊性を促進するため、駅前広場の改修にあわせて、路線バス、
コミュニティバスの立寄など。 

JR 美浜駅前広場等活用基本計

画 

 

策定中 

 

（４）若狭町 

計画等の名称 公共交通に関する記載等（抜粋・概要） 
（＊その他関連する事項は、主に交通機関・人の移動・観光・にぎわい創出等の関連） 

第２次若狭町総合計画 

（平成 30 年 12 月） 

（計画期間 

平成 30 年度～令和 4 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・敦賀開業に向けた取組みとして、関係機関と一体となって、2 次交通の
整備による観光誘客促進施策を検討する。利用者の利便性を向上させる
よう、小浜線の更なる充実を要望していく。 

・町の幹線交通を繋ぎ、町内の高齢者等交通弱者の日常生活に必要不可欠
な移動手段であるデマンドタクシーは継続運行する。町内文化施設･医療
施設等へのアクセスを充実 

・タクシーが自宅近くまで乗り入れることにより、バス停が遠く利用しづ
らかった人々の外出が増え、地域内の高齢者の活性化にも寄与 

・町営バス常神三方線についても、貨客混載など、効率的で住民サービス
の向上となる運行方法を検討 

《その他関連する事項》 

・空き家の活用に代表されるシェアリング事業として、カーシェアやサイ
クルシェアなどを検討 

・高齢者福祉として、生活援助や交通手段の確保など日常生活の支援に努
める。 

・歴史的資源を活用したまちづくり 

若狭町観光振興ビジョン 

（平成 28 年 3 月） 

（計画期間 

平成 27 年度～令和元年度） 

《公共交通に関する事項》 

・分かりやすく公共交通を案内するとともに、JR 小浜線とバスとの乗り
継ぎがスムーズになるよう関係団体等へ改善要求 

・若狭町デマンドタクシーは、観光地巡りには適しておらず、来訪者の利
便性を向上する。公共交通の空白地域について、地域や住民協力による
運行など、総合的に検討する。レンタカー利用者への補助や、電車･バス･
タクシーの利用料金の助成について検討する。 

・周辺地域との連携を図りながら周遊性を高めたルートを確立し、ホーム
ページや SNS、パンフレット等でしっかりとした情報発信 

《その他関連する事項》 

・観光振興ビジョン推進基本施策が掲げられている。 

・来訪者に、長時間滞在していただくため、宿泊施設の魅力と価値が重要
であるとともに、地域資源を発掘し、体験メニューとしてコース提案が
必要 

・季節に応じ、旬な食材を利用した個性ある料理メニューを、京都や大阪、
名古屋等の都市部の方に提供するため、交通費を抑えた若狭町直通バス
の運行について検討。海水浴シーズンに合うサービスを提供するため、
京都や大阪、名古屋等の都市部からの若狭 町直通バスの運行について検
討する。 

・敦賀開業の効果を一過性で終わらせることなく、最大限に活用し、地域
の魅力を最大限にアピールし新たな顧客の獲得に取り組む。 
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若狭町総合戦略 

（平成 27 年 10 月） 

（計画期間 

平成 27 年度～令和元年度） 

《その他関連する事項》 

・きめ細かな移動手段を構築する。 

・公共交通の空白地帯について、運行時間、運行ルートなど利用者のニー
ズを把握して、地域や住民協力による運行など、総合的に検討するとと
もに、運行車両の整備を進め、快適便利な地域交通体系を構築する。 

・関西・中京圏からの人の流れをつくる。 

・特に関西・中京圏からの交通アクセスの利便性向上を集客好機とし、若
狭町の持つ豊富な観光資源ＰＲするとともに、国内外からの誘客活動を
行いながら、交流人口拡大し地域の活性化を図る必要がある。 

 

（５）小浜市 

計画等の名称 公共交通に関する記載等（抜粋・概要） 
（＊その他関連する事項は、主に交通機関・人の移動・観光・にぎわい創出等の関連） 

第 5 次小浜市総合計画 

（平成 23 年 3 月） 

（計画期間 

平成 23 年度～令和 2 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・小浜線について、列車の増発や接続改善、快速化など、効率･利便性向上
のための要望や、市民の利用意識の高揚を図るための事業を展開 

・あいあいバスは、利用者ニーズに応じ、効果的な路線を設定、ダイヤを
編成 

・小浜駅、東小浜駅周辺の環境美化ボランティアに支援 

・P&R のため、新平野駅、加斗駅周辺を整備 

《その他関連する事項》 

・人にやさしいまちづくりとして、バリアフリー、ユニバーサルデザイン
のまちづくりを推進 

・地球環境の保全のため、温室効果ガスの発生抑制に取り組む。 

・総合的な観光施策の推進、観光資源の整備･開発、食を活かした観光施策
の推進に取り組む。 

・広域連携による観光ルートを整備するなど、県境を超えた観光誘客施策
を展開。 

・まち歩き観光など、着地型観光メニューを開発 

・商業拠点として、中心市街地活性化のための諸事業等を積極的に推進し、
魅力ある産業集積を進める。にぎわい創出のためのイベント等、積極的
な商店街を支援。 

・コンパクトシティを目指す。 

小浜市都市計画マスタープラン 

（平成 24 年 4 月改定） 

（令和 2 年目標） 

《公共交通に関する事項》 

・エリア間を結ぶ幹線道路網の充実を図るとともに、公共交通網の充実や
自転車道の整備などにより、選択性のある移動ネットワークを形成 

・琵琶湖若狭湾快速鉄道や北陸新幹線（若狭ルート）について、実現に向
けた取組みを関係機関と連携 

・小浜線やあいあいバスを中心に、地域公共交通体系の確立を図るととも
に、駅周辺の整備に取り組む。 

・自動車に過度に依存することなく暮らせるまちをめざすため、きめ細か
い公共交通ネットワークの形成を図る。 

・自動車利用の抑制に対する市民･団･事業者の意識高揚を図るとともに、
カー･セーブデーへの参加を促すなど、公共交通の利用を促進 

・鉄道イベントの開催など鉄道事業者や近隣市町とも連携しながら、日常
生活や観光･交流における鉄道利用の促進に努める。 

・列車の増発や接続の改善、快速化などの鉄道サービスの充実を要望 

・結節点である駅の待合機能などの充実を図るとともに、パークアンドラ
イド駐車場を整備する。 

・観光案内などの情報発信機能の強化、観光タクシーやレンタサイクルの
充実 

・小浜駅等は、まちの玄関口･小浜の顔として、駅周辺の植栽や美化活動、
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良好な町並みの形成などに市民･団体･事業者と協働で取組み、質の高い
空間を形成 

《その他関連する事項》 

・持続的でコンパクトなまちを形成 

・魅力とにぎわいに満ちた中心市街地の活性化 

・市民の生活を支え、高齢化の進展や環境負荷低減などに対応した、歩い
て暮らせるまちの形成を図るため、人にやさしい交通環境づくりを進め
る。 

小浜市立地適正化計画 

（平成 30 年 3 月） 

（令和 10 年目標） 

《方向性》 

・人口、都市機能の集積が見られる中心拠点に、都市機能、人口を誘導（小
浜駅周辺が都市拠点） 

・小浜線、路線バス･市民バスを基幹的な公共交通軸とする。 

《公共交通に関する事項》 

・まちなかにぎわい拠点を中心として、これらの拠点を有機的に結びつけ
る公共交通を基軸としたネットワークづくりと連携による相乗効果を創
出 

・中心拠点と周辺市街地や郊外部、各主要拠点を結ぶ路線、恒常的な基幹
交通手段として、ネットワークの維持・充実、都市機能誘導区域へのア
クセス性の向上を図る。 

・JR 小浜線を嶺南地域と関西を結ぶ都市軸として、さらなる利便性の向
上を目指す。 

・JR 小浜線、あいあいバスの各種助成制度の周知、利用促進 

《その他関連する事項》 

・都市機能誘導区域の設定 

・まちなか居住の推進 

まち・ひと・しごと創生 小浜市総

合戦略 

（令和元年 8 月改定） 

（計画期間 

平成 27 年度～令和元年度） 

《公共交通に関する事項》 

・北陸新幹線小浜京都ルートを推進 

・小浜線の列車の増発や接続による利便性向上、さらなる利用促進を図る。 

・敦賀開業による交流人口拡大や周遊観光の促進に向けた駅周辺の機能整
備 

・免許を持たない市民の身近な公共交通として、環境にやさしいまちづく
りのため、あいあいバスを継続 

《その他関連する事項》 

・定住人口の維持、交流人口の拡大による出会いのあるまち 

・歴史･文化･食を活かした交流人口の拡大のため、観光スポットにストー
リー性を持たせて結びつけるなど、観光エリア化に取り組む。観光客の
交通利便性の確保、地域資源の活用による誘客力の向上と地域ブランド
の確立、地域活性化等の好循環を目指す。 

・若者の活用、町中のにぎわい創出、まちなか丸ごとテーマパーク化等に
取り組む。 

・コンパクトなまちづくりと地域交通の再編と連携により、コンパクトシ
ティ＋ネットワークを進める。 

 

御食国若狭おばま北陸新幹線敦

賀開業アクションプラン 

（平成 31 年 4 月） 

（計画期間 

令和元年度～令和 5 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・北陸新幹線敦賀開業を見据え、交流人口の拡大に向けた受け入れ体制や
二次交通の整備等、実施すべき戦略的かつ具体的な施策を取りまとめた
行動計画 

・北陸新幹線小浜開業新まちづくり構想・計画や福井県高速交通開通アク
ション・プログラム等と相互に整合を図る。 
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（６）おおい町 

計画等の名称 公共交通に関する記載等（抜粋・概要） 
（＊その他関連する事項は、主に交通機関・人の移動・観光・にぎわい創出等の関連） 

第 2 次おおい町総合計画 

（平成 29 年 3 月） 

（計画期間 

平成 29 年度～令和 8 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・観光レクリエーション産業の振興のため、広域観光を推進（周辺市町と
連携し、広域観光ルートを確立、出向宣伝や物産展等を充実する。町の
回遊性を高めるため、主要な道路や観光施設への案内板等を整備） 

・高齢者福祉の充実のため、移動が困難な高齢者や障害のある人等の外出
を支援するため、デマンドバスを含め、地域の実情に応じた施策を検討、
多様な交通手段を確保 

・施設のバリアフリー化を推進、ユニバーサルデザインの普及に取り組む。 

・交通体系及び基盤の充実のため、小浜線の利用促進に関する啓発を積極
的に行う。運行間隔の平準化や北陸本線との乗継時間の短縮等を要請す
る。近隣自治体や県と連携し、北陸新幹線小浜･京都ルートの早期実現を
要請する。 

・町内各地域の円滑な連絡等、住民が利用しやすい生活を送れるよう、路
線バスやスクールバスの運行支援 

・日常生活やイベント等での公共交通機関の利用を呼びかけ、「乗って残
す」意識の向上を図る。 

《その他関連する事項》 

・「おおいにチャレンジ ござんせ しやんせ プロジェクト」として、交流
人口活性化プロジェクト、定住人口活性化プロジェクト 

・スポーツの振興として、交流を促進（スポーツ合宿の誘致に取り組むと
ともに、スポーツイベント等を通じた交流を活性化させ、交流人口の増
加を図る。）文化･芸術の振興として、観光地や公共施設等において交流
を促す。 

・観光レクリエーション産業の振興として、観光資源の充実、受け入れ態
勢の整備充実、観光情報提供の充実 

・地域資源を活用した新規産業の創出（産業団地、うみんぴあ等への企業
誘致等） 

第２次おおい町未来創生戦略 

（令和 2 年 3 月） 

（計画期間 

令和 2 年度～令和 6 年度） 

《その他関連する事項》 

・若者としごとを創り出す雇用創出戦略 

・若さ集結みなぎる活力創生戦略（若者のまちづくりに対する意識を高め
る。関係人口の増加に取り組む。） 

・活力ある暮らしの創造生活環境向上戦略（地域の持続的な発展を目指し
た広域的な取組みを推進する。） 

・おおいの魅力周知情報発信強化戦略（情報基盤の整備と継続的な来訪に
つながるしかけづくりに取り組む。） 

おおい町新町建設計画 

（平成 27 年 12 月変更） 

（計画期間 

平成 18 年度～令和 2 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・自然と共生する生活空間のまちづくりのため、バス路線の公共交通とし
ての役割、地域活性化の重要な手段として確保に努める。（地方路線バス、
ふれあいバス） 

《その他関連する事項》 

・海と山と里に活力を与える産業づくりのため、観光資源を有効活用し、
滞在･滞留型の魅力あふれた観光レクリエーション環境の整備を充実す
る。うみんぴあに関連した商業力向上、企業誘致を推進する 

おおい町過疎地域自立促進計画 

（平成 28 年 4 月） 

（計画期間 

平成 28 年度～令和 2 年度） 

《その他関連する事項》 

・産業振興（観光）のため、多様化する利用者ニーズに対応する施設、機
能、サービスを充実 

・周辺市町の観光地とのネットワーク化を図るため、周遊モデルコース設
定や PR の連携強化 

・医療の確保のため、公立小浜病院や県内外の専門病院等との連携強化、
ネットワークづくり 
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「うみんぴあ大飯」グランドビジョン 

（平成 31 年 3 月） 

（計画期間 

令和元年度～令和 4 年度） 

《その他関連する事項》 

・うみんぴあエリアのにぎわいを有効に活用し、新規創業や既存事業者の
新たな事業展開を支援するため、「チャレンジショップ、テナント棟等か
ら構成される複合商業施設（仮称）の整備」を構想 

 

（７）高浜町 

計画等の名称 公共交通に関する記載等（抜粋・概要） 
（＊その他関連する事項は、主に交通機関・人の移動・観光・にぎわい創出等の関連） 

高浜町総合計画 後期実施計画 

（平成 29 年 6 月） 

（計画期間 

平成 28 年度～令和 2 年度） 

《公共交通に関する事項》 

・オンデマンド型交通システム「赤ふんバス」について、更なる利便性向
上へ向けた土日運行などを実施し、利用者拡充を図る。 

《その他関連する事項》 

・城山公園の魅力や可能性を再発見し、周辺施設との連携により一体的な
にぎわいを創出 

・企業誘致・企業立地推進のため、嶺南及び北京都の中間点に位置する高
浜町の立地特性をいかし、企業にとって魅力ある高浜町を構築していく。
必要な事業分野についての支援制度や企業立地を促す助成制度を拡充す
る。 

・公共交通機関、病院や商業施設が集積するエリアに公共施設を集約する
コンパクトシティ構想に沿って、新たな庁舎に高浜公民館が併設する形
で建設する。 

・移住機会の創出や移住候補者となる高浜町の応援団獲得に取り組む。移
住希望者を定住へと誘導するための移住定住総合情報バンクを設置す
る。 

・その他、海辺の新たな観光スタイル事業、青葉山の環境保全と山と森林
を活かしたネイチャー観光、環境にやさしいライフスタイル支援事業等 

高浜町都市計画マスタープラン 

（平成 24 年 3 月） 

（令和 13 年目標） 

《公共交通に関する事項》 

・基本方針として、自動車に過度に依存しない歩行者･自転車重視 

・高齢化、環境問題などに対応した日常的な移動手段として、オンデマン
ドシステムにより子どもから高齢者までが町内を自由に行き来できる公
共交通バス体系を構築。普及と利用促進を図る。小浜線の利用を促進、
列車の増発や快速化などの鉄道サービスの充実を要望 

《その他関連する事項》 

・基本方針として、地域資源を最大限に活用した新たな魅力づくりや付加
価値の創出、適切な誘導と何度も訪れたくなる温かなもてなしの観光ま
ちづくり 

・まとまりがあり、歩いて暮らせる環境を創出 

・市街地と地域とを結ぶ道路網や公共交通網の充実を図り、多様性のある
移動手段を確保 

・多様な機能が集積する持続可能な市街地を形成（コンパクトな中心市街
地を形成、都市機能を集約、歩いて暮らせる都市環境、魅力やにぎわい
づくり） 

・シーサイド高浜は、町の東の玄関口として、広域的な産業交通や観光交
通に対応した商業サービスを提供する場 

・海岸保全エリアはにぎわいの創出や多様な交流の場として、通年的な観
光･レクリエーション利用 

・来訪者をまちなかや観光拠点などに適正に誘導するため、骨格的な観光
導線を明確にし、情報発信の充実、地域イメージに合った案内標識や誘
導サインの効果的に配置 

・市街地を中心に、誰もが･いつでも安全で快適に利用できる歩行者･自転
車の空間づくり 

・若狭高浜駅と城山公園を結ぶ通りや旧丹後街道などでは、町並みの整備･
保全を進める。 
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高浜町立地適正化計画  

（平成 31 年 3 月） 

（計画期間令和 22 年まで） 

《公共交通に関する事項》 

・誰もが暮らしやすい環境づくりを目標に掲げ、高齢化の進展やまちなか
での散策などに対応するため、公共交通の利便性向上や新たな交通シス
テム導入を検討する。 

・高浜駅周辺及び和田駅周辺を居住誘導区域及び都市機能誘導区域と設定
し、誘導施策を講じ、各種機能を適切に誘導し公共交通へのアクセス性
を高める。 

《その他関連する事項》 

・居住誘導区域及び都市機能誘導区域となる高浜地区には、観光客を含め、
様々な消費ニーズに対応する商業施設を誘導する。 

高浜町まち･ひと･しごと創生 人

口ビジョン･総合戦略 

（平成 29 年 1 月改定） 

（令和 22 年度目標） 

《その他関連する事項》 

・高浜に住もう広報･勧誘プロジェクト、海のある高浜暮らしプロジェクト
（海沿いウオ－キング&サイクリングロード整備事業、中心市街地アク
セス向上事業等）、高浜新しい雇用づくりプロジェクト等 

 

 



嶺南地域公共交通網形成計画
発行日

発 行

令和２年３月策定

福井県嶺南地域公共交通活性化協議会
（福井県、敦賀市、小浜市、美浜町、高浜町、おおい町、若狭町）





令和２年３月

（福井県、敦賀市、小浜市、美浜町、高浜町、おおい町、若狭町）
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